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はじめに 
 
1 問題意識および研究の目的 
周知のように、情報化社会の進展に伴う ICT の飛躍的発展は教育情報化を著しく推進
している。一方、東アジアの人的・物的相互交流はさらに深化し、経済関係のみならず、
あらゆる分野において緊密な協力関係を深めている。とりわけ、日本と中国は一衣帯水
の近隣にあり、漢字を含めて歴史的に同一地域文化圏に属し、特に教育および文化分野
において多くの共通点を有する。 
日本と中国は、それぞれの教育情報化が始まってから、特色のある教育情報化施策を
打ち出し、様々なプロジェクトを実施し、理論と実践の両面において実績を積み上げて
きた。教育情報化が一層深く進んできた今日、より効果的な教育情報化を目指すために、
教育情報化に関する日中比較研究を通じて、互いに短を捨て長を取ることは大きな意義
を持つ。その中でも、中国は発展途上国として、先進国日本から学ぶべき、参考にすべ
きところがたくさんあると思われる。 
教育情報化の根本的目的は、ICT の有効活用によって、学習指導の質を向上し、学生
の情報活用能力および素養を育むことである。心理学の視角から言えば、｢能力」は人
間の個性構成の 1 つである。質のよい学習指導を行うために、学習指導などの展開は、
学生の個性にきちんと合わせることが大切である。学生の成長は生活環境や文化に大き
く影響されるものであり、従って個性や地域文化の「ローカル性」によって特徴づけら
れるところも多い。本研究において強調したいことは、まず、教育情報化の「ローカル
性」の課題である。地域または自国の教育や文化にあった独自の教育情報化のパラダイ
ムを孕むことができるように、教育情報化に関する理論と実践研究を推進することが大
切である。 
もう 1つ強調したいことは、教育情報化が目指すべき目標の問題である。教育情報化
が始まってから、多くの教育関係者は、ICT の仕組みや使用方法に注目し、ICT 自体に
議論の焦点を当ててきた。しかし教育情報化の重点的課題は、ICT 自体にあるのではな
く、あくまでも「教育」にあり、中でも「教師の学習指導と学生の心身発達」に焦点を
当てて、教育情報化の理論と実践を展開すべきである。 
このような問題意識の下、本研究においては以下の課題に取り組む。両国における
ICT に関わるカリキュラムは、どのように設計・展開されているのか。各地域の独自性
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や学生の個性に配慮して、ICT カリキュラムの「ローカル化1」がどのように具体化され
ているのか。日本と中国において、教育情報化の関係者や学者が、「教科指導における
ICT 活用」に関していかなる理論研究と実践研究を行っているのか。 
さらに、ここで大切なことは、専門家や学者の「教科指導における ICT 活用」に関す
る理論研究と実践研究に対して、学校教育の現場で働いている教師が、どのように理解
し、どういうふうに授業づくりや学習指導を行っているのかを明らかにすることである。
即ち、「教科指導における ICT 活用」に対する「教師の意識」についてインタビューを
行い、実証的に分析する。ここで、教師の意識とは、教師の「技術と人間」「技術と教
育」「教師と技術および教師の教育技術（授業力）」「技術と課程」「技術と学生」「技術
と学力」などの課題に関する認識や考え方を指している。その中でも、先に触れた研究
課題に関する教師の合理的かつ哲学的意識と考え方が、授業における ICT 活用の行動や
実践と深くつながっているのではないかと考えている。したがって本研究は、主に「ICT
カリキュラムのローカル化」と「教師と技術(教育技術)との関係」に焦点を当てて分析
していきたい。 
中国の教育情報化に関する１人の研究者として、日本の ICT カリキュラムの設計・実
施などの教育実践、並びに小中高教科指導における ICT 活用の理論と実践を詳しく検討
することにより、中国教育情報化のよりよい発展に役立つことができたら幸いである。 
 
2 研究の方法 
（１）文献研究 
日本と中国における教育情報化に関する「政策・プロジェクト」、「政府出版物」、「学
位論文」などの文献をサーベイする。それぞれの教育情報化に関する政策やプロジェク
トなどを分析・考察する。 
（２）比較研究  
                                                  
1 本研究において用いる「ローカルカリキュラム」および「ローカル化」は次のように定義することがで
きる。一般的に、カリキュラムは全国共通の「コアカリキュラム」と、地域色を活かした 「ローカルカ
リキュラム」に分けることができる。このように分類した時にローカルカリキュラムとは、普通高校の
ICT カリキュラムにおいて、「コアカリキュラム」とは異なる地域の特徴や地域の教育方針を取り入れた
ローカル化を目指すことを指す。詳しくは第 3 章を参照されたい。 
はじめに 
 
教育情報化におけるローカルカリキュラムと教師の意識に関する日中比較研究（王）  8 
 
第 1に、日本と中国との教育情報化に関する国レベルの政策や取組みを紹介し比較す
る。両国は、教育情報化に関して、どのような政策を打ち出し、実施しているかを明ら
かにする。 
第 2に、両国の小中高教科指導（学習指導）における ICT 活用の理論を比較分析する。
また両国の学者や専門家は、これら理論に関して、それぞれどのように捉えているかを
分析する。 
第 3 に、高校における ICT カリキュラムの基準（日本の場合は「学習指導要領」、中
国の場合は「課程基準」）と授業展開の事例を中心に比較し分析する。そしてそれぞれ
におけるローカルカリキュラムを提案する。 
第 4に、教育現場で働いている教師の教科指導あるいは学習指導における ICT 活用に
対する意識、特に「教師と技術との関係」などの課題に対する深層的・哲学的な意識を
比較検討する。また ICT 活用に対するコメントや議論を詳しく分析し、教師の持ってい
る意識を比較する。 
 
３ 研究の仮説 
（1）教育情報化のたえざる発展に応じて、各国および地域は、学生の情報リテラシ
ーを育成し高めるために、ICT に関わるローカルカリキュラムを設置し実施することが
必要である。 
（2）「教師と技術との関係」などの課題に対する「教師の深層的・哲学的な意識」は、
根本的・長期的な要素として、その教科指導（学習指導）の行動および効果に深く影響
している。 
 
４ 研究の要約 
本研究は、5 章の全体構成である。 
本論に入って、第 1 章では、両国における ICT カリキュラムの理念・趣旨と目標、ICT
活用を比較分析する。両国の普通高校の ICT カリキュラムの理念・目標などについて
考察した結果、以下のことが明らかになった。学生の個性および各地域の独自性を重視
するローカル化の ICT カリキュラムの設計や展開は重要である。しかしながら、「ロー
カル化」という課題は、両国の中でも特に中国の普通高校 ICT カリキュラムの理念と
目標においては不明瞭である。また ICT 活用を分析した結果、次のことが明らかにな
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った。ICT 活用および「教師と技術との関係」などの課題に対する教師の深層的・哲学
的意識が、根本的・長期的な要素として、教科指導などの教育実践の効果に深く影響し
ている。しかしながら、両国における ICT 活用の理論研究においては「教師の意識」
があまり重要視されていない。 
第 2 章では、教育情報化の環境整備および施策・取組みを取り上げる。まず第１節で
は、両国における教育情報化の環境整備の実態を概観し分析する。比較分析の結果、次
のことが明らかになった。中国における小中高の情報化環境整備は迅速に発展している
ものの、全体的に比較すると、日本よりかなり遅れていると言える。特に指摘できるの
は、教育情報化の環境整備の地域格差が大きな問題である。この課題は早急な対策が必
要である。第 2 節では、両国における教育情報化の施策・取組みを取り上げる。中国社
会の情報化および教育情報化に関する施策および取組みは、日本に比較すると、社会的
系統性・協調性・連携性などの側面で不十分である。もう一つは、中国において教育情
報化を含む情報化に関する法律はまだ未制定のままである。中国においては特に法整備
が求められていると言える。第 3 節では、ICT 活用の有効性に関する研究である。教科
指導などの教育実践における ICT 活用の効果はどうであろうか。ここでは、日本と中
国のその有効性に関する実証研究の取組みを分析する。両国における ICT 活用に関す
る実証研究の多くは量的研究である。量的研究の場合、研究の対象となっている教師が
画一化されることにより、教師の持っている意識や考えを見落とす恐れがある。実際に、
ICT 活用および「技術と教育」、「教師と技術」などの深層的・哲学的課題に関する教師
の意識はそれぞれ違っており、その違いは授業における ICT 活用やその成果に緊密に
繋がっている。 
第 3 章では、高校における ICT カリキュラムの設置と実施を分析する。まず第１節
は、日本の教科「情報科」である。日本では、1999 年改訂の普通高校学習指導要領に
おいて共通教科「情報」を新設し、2008 年 1 月の中央教育審議会答申などを受けて、
「普通高校の各学科に共通する教科情報科（教科「情報」）」が改善されることになった。
元の「情報 A」、「情報 B」、「情報 C」の 3 科目構成を見直し、2013 年度から「社会と
情報」、「情報の科学」の 2 科目が設けられた。その改善の趣旨と理念は、生徒の多様性
と社会の要請に応えることである。またそれは生徒の個性と地域社会の独自性を重視す
る「ローカル化」を図ることである。第 2 節では、中国の教科「情報技術」である。中
国では、2003 年 2 月に中国教育部より「普通高校情報技術カリキュラムの標準（実験）」
はじめに 
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を公示し、2004 年から指定普通高校において「情報技術」を実施し始めた。しかし、
10 年余りが過ぎた現在においても、生徒の個性や地域社会の独自性を重視するカリキ
ュラムの「ローカル化」は重視されていない。生徒の多様なニーズと個性、そして社会
と地域の要請に応える新たなカリキュラムの開発が早急に求められている。 
 続けて第 3 節においては、ローカルカリキュラムの定義やローカル化を目指す ICT
カリキュラムの理念を明らかにしたのち、日本普通高校「情報科」と中国普通高校「情
報技術」の学習指導への提案を行う。日本の普通高校における学習指導への提案のポイ
ントは、佐賀のまちづくりなどの地域の課題を巡って、生徒の電子メールなどの情報手
段を活用して、実際の課題の解決を向かうコミュニケーションのスキルと能力を育成し
向上することを重視している。中国の普通高校における学習指導への提案のポイントは、
生徒に温州市の実情に注目させて、また、温州市の歴史名人に関する物語を通じて、情
報の概念、重要性および特徴に関する学習指導を展開することを強調している。 
第 4 章では、ICT 活用に対する教師の意識を分析する。まず第１節では、技術哲学お
よび教育工学の視角から、「教師・指導力・技術」という三者関係を検討する。その上、
第２節と第３節では、「事例研究」としてインタビュー調査を行い、日本と中国それぞ
れの教師の意識を解明し分析した。第２節では、ICT 活用に対する日本の教師意識であ
る。文部科学省の「熟議カケアイ 」において教育情報化および「授業での ICT 活用」
に関する議論を取り上げたのち、「学びのイノベーション事業」の実証校の事例につい
て分析する。次に、2011 年 1 月 27 日と 11 月 16 日に、××小学校の○○先生の公開
授業を 2 回参観し、○○先生の算数科の学習指導案および指導を事例として取り上げた。
その上で、担任の○○先生にインタビューして、その内容を分析した。また、2014 年
6 月 16 日に、「学びのイノベーション事業」に積極的参加している佐賀県○○中学校の
校長とのインタビューを分析する。第３節は、中国の教師意識である。まず、中国小学
校「課程と情報技術との整合」の事例分析として行った担任先生とのインタビューを紹
介する。次に、2011 年度から、インターネットを通じて無作為に数人の教師を対象と
して、ICT 活用および「教師と技術との関係」などの課題をめぐってインタビューした
内容を分析する。両国を比較分析した結果、日本においても、中国においても「ICT 活
用」や「教師と技術」に関する教師の意識は一概ではないことを議論する。 
第 5 章では、両国におけるローカルカリキュラムと教師意識の課題を取り上げる。第
１節は、ICT カリキュラムにおける「ローカル化」の強化問題である。日本の普通高校
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の新教科「情報」は、ある程度「ローカル」を強調していると言えるが、中国の普通高
校の「情報技術」はまだ配慮されていない。中国情報技術教育者、専門家およびその他
の関係者は、高校情報技術カリキュラムの設置・開発にあたり、カリキュラム目的の「多
元的価値指向」は重視している。本章においては、その「多元的価値指向」の核心と基
本として最も大切なことが、「ローカル化」であることを議論する。高校情報技術カリ
キュラムの最も重要な目的は、学生の情報リテラシーを育成することであり、さらにこ
の情報リテラシーの中身に、「どのようにローカル化を取り込めるか」という課題が重
要である。情報技術カリキュラムの理論と実践は、できるだけ各地域の教育思想および
地域文化、そして学生の個性や発達段階に対応することが何よりも大事である。 
第 2 節は、ICT 活用に対する教師意識の違いである。調査結果によると、全く異なる
２つのパターンが見られる。ある教師は「技術決定論」という意識の持ち主で、ICT に
頼り過ぎ、ICT を使用するといい授業になると誤解している。これは技術に対する楽観
主義とも言える。一方、ある教師は、ICT など技術の活用に悲観的意識をもっていて、
技術の導入により、教育および教科指導が混迷な状態に陥る可能性もあると懸念してい
る。したがって、従来の教科指導あるいは学習指導のスタイルに拘れ、ICT など技術を
拒否し、学習指導の中で、ICT などの技術を積極的に導入・活用しようとしなくなって
いる。根本的に大切なことは、教師と技術は切り離せない関係にあることを教師自ら深
く認識することである。 
最後の「おわりに」では、本研究をまとめる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
はじめに 
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次に、本研究の基本構成を図表化する、と以下の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
問題意識および研究の目的
1．「教育情報化」に関する比較分析 
2．「ICT カリキュラム」に関する分析 
ICT カリキュラムは、情報化時代に応じて、学生の情報リテラシーを育成し高める
ためにできた新型カリキュラムである。このうち、自国の文化や独自性を重んじる
「ICT カリキュラムのローカル化」という課題を中心に検討する。 
3．「教師と技術との関係」に関する分析 
教師と技術との関係」を明らかにするために、教育現場で働いている教師の意識や
認識、その中でも深層的・哲学的意識を解明する。さらに、教師の意識や認識の中
で、合理的・プラス的なものおよび不合理的・マイナス的なものを検討する。 
研究の仮説 
①教育情報化のたえざる発展
に応じて、各国および地域は、
学生の情報リテラシーを育成
し高めるために、ICT に関わる
ローカルカリキュラムを設置
し実施することが必要である。
②「教師と技術との関係」など
の課題に対する教師の深層的・
哲学的な意識は、根本的・長期
的な要素として、その教科指導
（学習指導）の行動および効果
に深く影響している。 
はじめに 
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図 0－1 論文の基本構成 
研究過程：研究の構成 
第 1 章 教育情報化に関する理論的考察 
第 2 章 教育情報化の環境整備および施策・取組みの分析 
第 3 章 普通高校における ICT カリキュラムに関する分析 
結   論 
1．中国普通高校の ICT カリキュラムは、中国の高校生の多様性および社会現実
の要請に応じて、カリキュラムの理念・価値指向・目的などを改善し、「ローカ
ル化」を推進することが必要である。 
2．インタビューや会話分析などの質的研究法を利用して、教育現場で働いている
教師の「教師と技術との関係」などの課題に関する深層的・哲学的な意識を分
析した結果、対極する意識が存在することが明らかになった。ある教師は ICT
活用に対して楽観的意識を持っている。つまり、ICT 技術を教科指導などの教
育活動に導入すると、教育効果が向上できると信じている。一方、ある教師は
悲観的意識をもっていて、ICT などの技術の活用の有効性に疑問を抱えている。
3．技術哲学の視野から、「技術と人間」、「教師と技術」などの課題について日常
的に教育現場の教師と積極的に交流することにより、教師が合理的・プラス的
意識を形成できるようになる。大学の研究者は、教育現場を中心として、教師
との平行的交流、双方向的発展を目指すことが重要である。
第 4 章 ICT 活用に対する教師の意識の分析 
第 5 章 「ローカルカリキュラム」および「教師の意識」の課題分析 
おわりに 本研究のまとめと政策的含意 
はじめに 研究の目的・対象・方法および制限などの分析 
はじめに 
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以上のような内容となる本研究は、次にあげる研究実績に基づいている。最後にその
目録を記しておきたい。 
 
（研究論文） 
1 「情報技術カリキュラムのローカル化に関する研究」『白山社会学誌』（白山社会学
会） 第 20 号、2014 年 7 月、pp．1―11。（共著：王保中・田中豊治） 
 
2 「课程教学——艺术与技术的“合璧之魅”——关于信息技术与课程教学整合的哲学意义
再思考」（「教科指導における芸術と技術との融合の魅力―情報技術と課程との整合に関
する哲学的再思考」）、『中国電化教育』 第 2 期、2013 年 5 月、pp.15―18，p.86。（単
著） 
 
3 「普通高中信息技术课程目标的“具象”和“本土”问题探析」（「普通高等学校情報
技術カリキュラムの目標の具像化および本土化の課題」） 
『中国電化教育』 第 7 期、2011 年 7 月、pp.7―10。（単著） 
 
4 「缘何重视“言语活动”及其课程设计与实施——基于日本新一轮课程改革动向的探析
与思考」（「なぜ「言語活動」および「言語活動」に関するカリキュラム設計を重視する
か―日本新教育課程改革に関する分析」）『東北師範大学学報』第 4 期、2013 年 4 月、
pp．46－50。（共著：王保中・李広） 
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第 1 章 教育情報化の理論的考察 
 
第 1節 ICT カリキュラムの理念と目標 
 
 北米の大学・研究所図書館協会がまとめた「高等教育のための情報リテラシー能力基
準」を見ると、情報リテラシーが備わっている人には次の 6つの要素が備わっていると
する1。①情報に対するニーズを認識し、必要とする情報の性質と範囲を決定できる。
②効果的に、そして、能率的に必要な情報を見付けられる。③批判的に情報や情報探索
過程を評価できる。④収集した情報や自らの研究などから生み出された情報を管理でき
る。⑤より重要で新しい情報を適用して新しい概念や新しい理解を生み出せる。⑥理解
しながら情報を用い、情報を用いるということの周囲にある文化的・倫理的・経済的・
社会的な問題を認識できる。日中両国においても、情報リテラシーを育成し向上する情
報教育が重視されている。 
 
1 日本の普通高校における「情報科」の理念と目標 
いわゆる知識基盤社会を生き抜くために、私たちが身に付けなければならない必須の
力の 1 つに情報活用能力がある。この情報活用能力について、学習指導要領は、「情報
活用の実践力」、「情報の科学的な理解」、「情報社会に参画する態度」という 3つの能力
であると定義する2。情報教育は、これらの互いに独立性の強い「情報活用の実践力」、
「情報の科学的な理解」および「情報社会に参画する態度」という 3 つの観点を情報
活用能力という 1 つの能力として総合化し、バランス良く身に付けさせようという理
念を持って実践されている3。高等学校の共通教科情報科は、情報教育を確実に実施す
るために創設された必履修教科である。 
 情報活用能力は単にコンピュータ等の操作スキルのことではない。情報活用能力とは、
生徒一人ひとりが、将来の職業や社会生活を見通して、自立的かつ協働的に知識基盤社
会を生き抜くために最低限必要な能力や態度であり、共通教科情報科が必履修教科・科
目として高等学校の教育課程に位置付けられた理由がここにある。 
                                                  
1 The Association of College and Research Libraries（2000）, pp.1-3. 
2 この 3 つの能力は情報教育の目標でもある。『情報化の進展に対応した初等中等教育における情報教育の
推進等に関する調査研究協力者会議』第１次報告（1997 年 10 月）。 
3 永井克昇（2014）、pp．316－320。 
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 これまで、学校教育で子どもたちに身に付けさせる基礎的な力は「読み・書き・計算」
と言われてきた。知識基盤社会を生き抜くための基盤力を育む学校教育においては、こ
れからは「読み・書き・計算」に並ぶ 4 番目の力として「情報活用能力」を基礎的な
力として明確に位置付けなければならず、さらにこの 4 つの力を確実に身に付けさせ
る教育を着実に実施していかなければならない。 
 こうした理念に基づいて、小学校学習指導要領や中学校学習指導要領は 2008 年 3 月
に改訂されている。たとえば、それぞれの総則や各教科の内容等に情報教育の推進にか
かわる内容が新たに書き加えられるなど、学校教育を通じて情報教育の実施を重視する
と共に、その充実が図られている。 
 2013 年度に小学校や中学校の児童生徒を対象にして行われた子どもたちの情報活
用能力に関する学力調査の結果なども、この検討の重要な材料となっていくものと思わ
れる。この調査については 2014 年度以降、高等学校の生徒も調査対象へ加える予定で
ある。こうした調査結果によっては、学校教育を通じて児童生徒に身に付けさせるべき
情報活用能力とは何かについての検討が加速化するとともに、それを身に付けさせるこ
とをねらいとする共通教科情報科の内容等について、検討が加えられることも予想され
る。 
 次に、日本の普通高校における「情報科」の目標は、情報および情報技術を活用する
ための知識と技能を習得させ、情報に関する科学的な見方や考え方を養うとともに、社
会の中で情報および情報技術が果たしている役割や影響を理解させ、社会の情報化の進
展に主体的に対応できる能力と態度を育てることである4。 
教科の目標は、すべての生徒が選択的に履修する科目である「社会と情報」と「情報
の科学」の目標を包括して示したもので、大きく次の 4つの目標に分けることができる。
共通教科情報科では、これら個々の目標を相互に関連付けながら、情報化した社会の構
成員として必須の素養である情報活用能力を確実に身に付けさせる教育の実現を目指
すことになる。 
（１）「情報および情報技術を活用するための知識および技能を習得させ」について 
情報および情報技術を適切に活用するための知識と技能を習得させることを、引き続
き共通教科情報科の目標として位置付けている。この目標は、情報教育の目標の 3つの
                                                  
4 日本文部省（2010a）、pp．12－13。 
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観点5のうちの「情報活用の実践力」と「情報の科学的な理解」の育成に対応している。
いわゆる、情報化時代と知識基盤社会では、情報および情報技術を適切に活用すること
により、知識と技能の習得が容易に行われるとともに、関連する新たな知識と技能の習
得につながっていく。また、情報および情報技術を適切に活用することにより、これま
で身に付けてきた知識と技能が実際に生きて働き実用に結び付いていく。  
（２）「情報に関する科学的な見方や考え方を養う」について 
この目標は、情報教育の目標の 3つの観点のうちの「情報の科学的な理解」の育成に
対応している。情報に関する科学的な見方や考え方を養うことは、情報活用能力をバラ
ンスよく身に付けさせるための重要な要素である。情報の科学的な見方や考え方を養う
ことが情報および情報技術の効果的な活用につながり、活用の実践を多く行い具体例を
豊富に体験することが、情報の科学的な見方・考え方の育成を促進する。 
（３）「社会の中で情報および情報技術が果たしている役割や影響を理解させる」につ
いて 
この目標は、情報教育の目標の 3つの観点のうちの「情報社会に参画する態度」の育
成に対応している。情報および情報技術が果たしている役割と影響を理解させることは、
情報活用能力をバランスよく身に付けさせるための重要な要素である。情報および情報
技術を活用した実践を豊富に体験することやその反省を通して情報社会に参画する態
度が育成される。社会生活の中で、情報通信ネットワーク等を使った犯罪が多発する中、
情報通信ネットワーク上のルールやマナー、危険回避、人権侵害、著作権等の知的財産
の保護等の情報および情報技術を適切に扱うための知識と技能を習得させる指導につ
いて、より一層充実させることが求められている。 
（４）「社会の情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育てる」について 
共通教科情報科の最終的な目標は、「社会の情報化の進展に主体的に対応できる能力
と態度を育てる」ことである。共通教科情報科の指導に当たっては、「主体的に対応で
きる能力と態度」を、情報社会に積極的に参画するための能力・態度と情報社会の発展
に寄与するための能力・態度ととらえ、それぞれの能力・態度の育成を新設された「社
会と情報」と「情報の科学」に担わせている。 
 
                                                  
5 情報教育の目標の 3 つの観点：「情報活用の実践力」「情報の科学的な理解」および「情報社会に参画
する態度」ということである。 
第１章 教育情報化の理論的考察 
 
教育情報化におけるローカルカリキュラムと教師の意識に関する日中比較研究（王）  18 
 
２ 中国の普通高校における「情報技術」の理念と目標 
（１）中国の普通高校における「情報技術」の理念 
 「普通高校技術課程標準（実験）」では、高校情報技術課程の理念として，次の 6点
を明確に打ち出している。すなわち、「情報技術」の根本的目的は、学生の情報リテラ
シーを育成し高めることである6。 
① 情報化時代に適合する公民の育成 
② 良好な情報環境の整備 
③ 生涯学習のためのプラットフォームの作成 
④ 生徒全員向けの特徴ある情報技術課程の構築 
⑤ 問題解決を強調し，情報技術を利用した創新実践の提唱 
⑥ 交流と協力を重視し，健康な情報文化を共に構成すること、などである。 
これらは高校情報技術課程の価値を多面に説明している。 
（２）中国普通高校「情報技術」の目標 
普通高校情報技術カリキュラムの根本的目的は、「学生の情報リテラシー」を育成し
高めることである。「情報リテラシー」とは、情報の収集・加工・管理・表現と交流能
力、情報と情報活動における過程・方法・結果に対する評価能力、見方の発言・思想の
交流および協力、学習と生活の実際課題を解決する能力、情報と情報技術に関する道徳
とモラルおよび法律規範をきちんと守り、情報社会に適応する価値観と責任感を形成す
ることである。さらに具体的に言えば、次の 3 つの項目から構成されている7。 
１）知識と技能 
①情報と情報技術に関する概念および特徴を理解できること、情報技術の活用を通じ
て、情報の収集・加工・管理・交流することの基本原理を理解できること、さらに努力
して情報技術の発展趨勢を予見できること。 
②熟練的に普通情報技術道具（ワープロなどの日常的に使用されている情報技術を指
す）を使用できること、情報技術に対する基本的な自主学習能力を形成すること、情報
技術の発展に適応できること。 
２）過程と方法 
                                                  
6 中国教育部（2003）、pp．8－9。 
7 同上、pp．11－12。 
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①日常生活と学習過程において、情報と情報技術を活用し、実際課題を発見して纏め
られること、課題によって情報需要を分析し確定すること。 
②任務要求によって、活用する情報の種類と源泉を確定でき、情報の信憑性・正確さ
および関連性を評価できること。 
③適切な情報技術を選択し、有効的に情報を採集・蓄積・管理すること。 
④適切な道具と仕方によって情報を表現し、見方を発表し、思想を交流し協力するこ
と。 
⑤熟練的に情報技術を利活用し、計画的・合理的に情報を加工し、創造的に実際課題
を探索・解決すること。例えば、その他の科目の履修を補助すること、電子新聞などの
情報作品を作成すること。 
⑥自分と他人との情報活動の過程および結果に対する評価でき、情報技術を活用し、
実際課題の解決する基本思想を纏められること。 
３）情報に対する態度と価値観（情報化社会の態度と価値観） 
①情報技術に包含されている文化内容を体験し、情報技術に対する学習意欲を引き出
し、積極的・主体的に情報技術を学び、使用、情報活動に参加する態度を形成すること。 
②弁証法的に情報技術が社会の発展、科学技術の進歩、日常生活および学習にもたら
された影響を認識すること。 
③情報活動に関する道徳とモラルおよび法律規範を理解した上できちんと守り、責任
を持って安全的・健康的に情報技術を使用できること。 
もちろん、上述の 3 つの項目は、情報技術カリキュラムの目的として、有機的に融合
していることである。したがって、具体的な授業活動においては、人為的に分けず、適
宜に調和して育成することが求められている。 
 
３ 比較分析 
 両国の普通高校 ICT カリキュラム（日本の教科「情報」、中国の教科「情報技術」）の
理念・趣旨とその目標を比較分析すると、以下のようにまとめられる。 
 
（１）両国の普通高校 ICT カリキュラムは、共に学生の ICT に関わる能力および態度・
価値観など素養の育成と向上を重視している。 
第１章 教育情報化の理論的考察 
 
教育情報化におけるローカルカリキュラムと教師の意識に関する日中比較研究（王）  20 
 
日本側のその根本的目的は、学生の情報活用能力の育成を強調しており、中国側のカ
リキュラムの目的は、学生の情報リテラシーの形成と向上を重視している。両国のカリ
キュラムの目的は、学生の能力の発達に焦点を当てている。技能的操作を中心に置いて
いないことも共通している。 
 
（２）日本『高等学校学習指導要領』における「情報科」の改善 
2009 年 3 月に日本新高等学校学習指導要領が公示された。その中で、「情報科」の改
善方針は以下の 3点である8。 
①普通教科「情報」については，高校生の発達の段階や多様な実態に応じて，情報化
の進む社会に積極的に参画することができる能力・態度をはぐくむとともに，情報に関
する科学的な見方・考え方を確実に定着させる指導を重視し，科目やその目標・内容の
見直しを図る。 
②情報を適切に活用する上で必要とされる倫理的態度，安全に配慮する態度等の育成
については，情報モラル，知的財産の保護，情報安全等に対する実践的な態度をはぐく
む指導を重視する。 
③生徒の多様な学習要求に応えるとともに，進路希望等を実現させたり，社会の情報
化の進展に主体的に対応できる能力や態度をはぐくむために，より広く，より深く学習
することを可能にする内容を重視する。 
 以上のような改善方針を簡単にまとめると、生徒の多様性と社会の要請を応じること
である。 
（３）中国普通高校の「情報技術課程の基準」の改善が求められている。 
 2003 年に中国普通高校の「情報技術課程の基準」が公示されて 10 年が過ぎている。
社会環境は日々に変化しており、このような変化や学生の多様性に対応できる「情報技
術」教育が期待されている。 
 いったいどのようにして学生の ICT に関わる能力を育成するか。どのように学生の多
様性および社会の要請にうまく対応できるか。学生の個性や各地域の独自性を重視する
ICT カリキュラムローカル化の設計や展開がますます重要性を増している。しかしなが
ら、「ローカル化」は、中国の普通高校 ICT カリキュラムの理念と目標において具体的
に言及されていない。 
                                                  
8 日本文部科学省（2010a）、ｐ.2。 
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第 2節 両国における ICT 活用の分析 
 
 教育情報化のなかでは、教科指導などの教育実践における ICT 活用がもう 1つの中核
になっている。ここでは、日本と中国の小中高においての「教科指導における ICT 活用」
（中国の場合は情報技術と課程との整合という）に関する理論的研究を考察し分析した
い。まず、日本の小中高において「教科指導における ICT 活用」の理論的研究を取り上
げる。 
 
1 日本における ICT 活用 
（１）教科指導における ICT 活用 
2010 年 10 月に公表された『教育情報化に関する手引き』において、「教科指導にお
ける ICT 活用」に関して、詳しく記述している。つまり、「教科指導における ICT 活用」
とは、教科の目標を達成するために教師や学生が ICT を活用することである。また ICT
活用の在り方については、①「学習指導の準備と評価のための教師による ICT 活用」、
②「授業での教師による ICT 活用」、③「学生による ICT 活用」という 3 つに分けて説
明している9。 『教育情報化に関する手引き』での記述を簡単に紹介する。 
まず「学習指導の準備と評価のための教師による ICT 活用」とは、例えば教科指導の
目標と内容に準して、インターネットより、適当な資料や情報を捜査し、e－フォルダ10
を活用して、その中に、学生の学習作品や学習過程に関わるデータや資料を収録するこ
とを通じて、学生の学習活動を評価することである11。 
次に、「授業での教師による ICT 活用」とは、指導方法の 1 つとして ICT を活用する
ことである。つまり、「教師が授業のねらいを示したり、学習課題への興味・関心を高
めたり、学習内容をわかりやすく説明したりするために、授業の展開において、ICT を
活用することである」12。例えば、小中高の国語授業において、教師がデジタルコンテ
                                                  
9 日本文部科学省（2010b）、p.46。 
10 E－フォルダとはハードディスクやフロッピーディスク、CD－ROMなどの記憶装置で、ファイルを分
類・整理するための保管場所を指す。 
11 日本文部科学省（2010b）、pp.51-52。 
12 同上、p.46。 
第１章 教育情報化の理論的考察 
 
教育情報化におけるローカルカリキュラムと教師の意識に関する日中比較研究（王）  22 
 
ンツなどを活用して、教科書や図書資料などの挿絵や写真を拡大提示し、授業内容への
関心を高めるようにすることなどがこれに当たる13。 
最後に、「学生による ICT 活用」とは、学生が積極的に学習活動において有効的に ICT
を活用することである。つまり、「教科内容のより深い理解を促すために、学生が、情
報を収集・選択したり、文章や図・表にまとめたり、表現したりする際に、あるいは、
繰返し学習によって知識の定着や技能の習熟を図る際に、ICT を活用することである」
14。 
総じていえば、教科指導における ICT 活用とは、ICT 活用を通じて、教科の学習目標
の達成と同時に、情報活用能力の育成をねらっているものもある、つまり、教科指導に
おいて、有効的に ICT を活用することを通じて、教科の目標の達成および情報リテラシ
ーの向上することを両立できるように図っている。特に、「新学習指導要領15」において、
学生による ICT 活用については、知識・技能の活用を図る学習活動や探求的な学習活動、
また、これらの基盤となる言語活動（記録、要約、説明、論述）において、教科の目標
を達成するための効果的な ICT 活用することを強調している。 
 
（２）教科指導における ICT 活用の重要性および役割 
①教科指導における ICT 活用の重要性 
さまざまな情報技術などの手段は、あくまでも教師の優良な教育技術や指導方法と整
合され、優れた指導活動の展開により、そのメリットが発揮されることである。教育課
程の目標や指導内容をどのように教えるかという「指導方法」は、学校および教師が工
夫改善していくものである。中でも、教科指導での ICT 活用により、個別指導やグルー
プ別指導、教師の協力的指導などの指導方法や指導体制の工夫改善とともに、教育効果
が期待できる指導方法が求められている。 
こういう理念と認識は、教師にとって当たり前の重要性を持っている。2008 年に、
公示された「新学習指導要領」の総則において、教師がコンピュータや情報通信ネット
ワークなどの情報手段に加え、視聴覚教材や教育機器などの教材・教具の適切な活用を
図ることが強調されている。また、学習指導要領解説総則編の記述によると、前述の教
                                                  
13 同上。p.53。 
14 同上、p.46。 
15 日本文部科学省より、2008 年に公示された学習指導要領を指す。 
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材・教具を有効、適切に活用するためには、教師は自身の優れた教育技術や指導方法を
基に、それぞれの情報手段の操作に習熟する上に、それぞれの情報手段の特性を理解し、
指導の効果を高める方法について絶えず研究することが求められている16。 
新学習指導要領においての記述は、学習指導における ICT 活用の必要性の根拠であり、
授業の中で ICT を効果的に活用し、指導方法の改善を図りながら、学生の学力向上につ
なげていくことが重要であると考えられる。 
②教科指導における ICT 活用の役割 
まず、説明がより直感的・具体的になることである。一般的に、教授過程の第 1 段階
では、「直観に」重点が置かれている。特に高学年の児童よりも低学年の児童の方が、
抽象的能力が未発達であるので、教授を直観化する必要があり、具体物を用いた方がよ
い。例えば、小学校理科では、発芽に必要な 3 条件（水・温度・空気）を扱う単元が
ある。教科書などでは挿絵や写真で必要条件の効果を示している場合が多いが、種子発
芽の様子を撮影した動画を微速度で示すことにより、生徒がより理解しやすくなる。 
次に、学習への関心や意欲をより高めることである。授業の導入においては、学習に
関する児童の関心を高めることが求められる。文字・静止画・動画・音声などの多様な
データを活用することのできる ICT を用いることは、学習への関心や意欲をより高める
ことにつながると考えられる。例えば、小学校社会科で、町探検に出かける前に、実際
に教師が撮影してきた町の映像を提示し、探検への意欲を高めることである。 
第 3は、児童の方を向いて提示され、児童の反応を確認できることである。提示にお
いては、ただ内容を説明するだけでは十分とは言えず、児童がそれを理解しているかど
うかを表情などから把握することが必要である。実物投影機や教科書提示用ソフト、プ
レゼンテーションソフトなどを用いて、児童の反応を見ながら説明することで、理解し
ているかどうかを判断しやすくなる。 
教科指導での ICT の活用の役割は、もちろん上述のもののみならず、数多くの研究に
おいてもその有効性が証明されている。 
 
（３）ICT 活用の効果を高めるための配慮事項 
ここでは教科の学習目標を達成するために教師が ICT を効果的に活用することにつ
いて述べる。 
                                                  
16 日本文部科学省（2010b）、pp．46－47。 
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学習指導の効果を高める ICT 活用のためには、ICT 活用と教師の授業技術や指導力と
の関連を意識することが重要である。大切なことは、学習指導の効果は、あくまでも教
師の授業技術や指導力に左右されているということである。すなわち、あくまでも ICT
そのものは授業づくりや授業展開の補助的な手段であることに他ならない。したがって、
単に授業で ICT を活用すれば、教育効果が期待できるものではなく、ICT 活用の場面・
タイミング・目的および ICT の種類、活用する上での創意工夫が、教師の授業技術や指
導力に大きく関わっていると考えられる。つまり、ICT そのものが学生の学力を向上さ
せるのではなく、教師の授業技術や指導力として ICT 活用を明確に位置づけることが学
生の学力向上につながるといえる17。 
したがって、ICT 活用だけで、すぐ授業の質が高まり、必ず学力が向上されるわけで
はない。例えば、教科指導において、コンピュータ、実物投影機およびプロジェクター
などを活用して、必要な図表・資料・映像などを大きく映すことができる。しかし、図
表・資料・映像など大きく映すだけで、学力が向上することはない。特に、学生の興味
関心を高めるためであるならば、単に映像を見せるだけではなく、指導のねらいや学生
の実態に応じた題材や素材を教師が十分吟味して選んでいくことが重要である。 
また、その映像をタイミングよく教師が大きく映して提示したり、提示した映像など
を指し示しながら発問、指示や説明をしたりすることで、ICT 活用による効果が期待で
きる。より高い教育効果に結びつけるためには、ICT 活用に加えて、指導ねらいの把握、
日頃からの学生の実態把握、授業におけるタイミング、発問、指示や説明といった従来
からの授業技術との融合も重要となる。 
この観点から考えれば、ICT による情報の提示は、板書そのものの代わりになるもの
ではない。提示した情報について説明などをした上で、従来通り重要な点は板書をし、
学生にノートをとらせる指導も重要となる、だから、ICT による情報の提示と黒板のア
ウト設計とをよく組み合わせることが日常の教科指導において不可欠である。 
表 1－1は、2010 年に文部科学省が出した『教育情報化に関する手引』で示された「教
科指導における ICT 活用の場面と目的」をまとめたものである。 
授業の展開において、学生が片面に ICT に偏らないように ICT によって提示された情
報を見て、教師の説明や指示などを聞き、対応する学習活動を行って学習が進むことが
大切である。その際に提示される情報は、教師の説明などがよりわかるための情報の提
                                                  
17 同上、p.48。 
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示となっているかが重要となる。言い換えれば、ICT による提示した情報は、教師の説
明の補助に過ぎない。 
CD−ROM で入手された教科書準拠のコンテンツなのか、実物投影機で映した教科書で
あるのか、インターネットによって入手されたデジタルコンテンツなのか、あるいはプ
ロジェクターなのか、プラズマディスプレイなのかといった提示手段や機器の種類の違
いなどは鍵ではない。 
また、授業の展開において、教師と学生との双方向的交流が大切である。より高次な
情報の提示手段として、ICT の特徴の 1 つである双方向性の活用がある。ICT 機器を操
作する教師との双方向性が高ければより授業のしやすさは向上すると考えられるが、学
力向上といった学習指導上の効果はむしろ教師と学生との双方向性を保障することの
方が重要である。 
 
表 1－1 教科指導における ICT 活用場面と目的 
教 師 に よ
るICT活用 
学習の準備と評
価のための ICT
活用 
・ 授業で使う教材や資料などを収集すること。 
・ 授業に必要なプリントや提示資料を作成すること。 
・ 評価を充実させること。など。 
授業での 
ICT 活用 
・ 学習に対する学生の興味・関心を高めること。 
・ 学生一人一人に課題を明確につかませること。 
・ わかりやすく説明したり、学生の思考や理解を深めたり
すること。 
・ 学習内容をまとめる際に学生の知識の定着を図ること。
など。 
学 生 に よ
るICT活用 
・ 情報を収集したり選択したりすること。 
・ 自分の考えを文章にまとめたり、調べたことを表や図にまとめたりすること。
・ わかりやすく発表したり表現したりすること。など。 
出所：文部科学省（2010）、『教育情報化に関する手引』pp．51－63。 
 
 
２ 中国における情報技術と課程との整合 
（１）情報技術と課程との整合 
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中国における「情報技術と課程との整合」とは、日本の「教科指導における ICT の活
用」に相当する言葉である。ここでの「課程」は、広義的な意味で、学校教育における
あらゆる教科の総称である。若しくは、学生のあらゆる学習活動のことである。狭義的
な意味において、課程は 1つの教科を指し、課程と教科は同一概念として理解しても差
し支えない。 
さらに、「整合」とは、いくつかの要素を有機的に融合して、1 つの分割不可の整体
となれるようにすることである。整合は混合ではない。 
情報技術と課程との整合に関して、3人の専門家の議論を取り上げる。まず李克東（中
国華南師範大学）は、「情報技術と課程との整合とは、教科指導の過程の中で、情報技
術、情報コンテンツ、情報方法、人的資源などと課程の内容とを有機的に結合して、よ
りよく教科指導の目標と任務を達成するための新型教科指導の方式である」18、と定義
する。さらに、その「整合」には、3 つの基本的注意すべき点がある。つまり、①マル
チメディアとネットワークに基づいて出来上がった情報化環境において、教科指導の実
施を展開すること、②教科指導の内容を情報化することによって、学習用コンテンツと
して学生に使用させられること、③学生が ICT を活用して、知識を改めて構造できるこ
と、などである。 
次に、何克抗（北京師範大学）は、「情報技術と課程との整合」について次のように
議論する。「情報技術と課程との整合とは、情報技術を有効的に各教科指導の中に組み
入れて、新たな教科指導と学習の環境を創ることである。教師の主導性と学生の主体性
とを共に発揮する自主・探究・協力的教科指導および学習の方法・方式を形成すること
である。したがって、学生の自主性・積極性・創造性を発揮して、教師を中心とした伝
統的な教科指導のあり方を変革して、学生の創造精神の涵養および実践能力の育成を具
現化することである」19。 その整合には 3 つの属性がある、つまり、①新たな教科指
導の環境づくり、②新たな教科指導の方法と方式および学習の方法と方式の形成するこ
と、③伝統的な授業のあり方を変革すること、などである。 
最後に、李龍（内モンゴル師範大学）は、次のような定義している。「情報技術と課
程との整合とは、情報技術と教科指導システムの各要素との有効的融合であり、科学的
な授業づくりによって、各教科指導のプロセスを改善し、教科指導の効果を高め、教科
                                                  
18 李克東（2002）、p．22。 
19 何克抗（2005）、p．8。 
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の知識システムの最適化と学生の心身発達を促進することを目指すことである」20。 こ
の定義は、次のような 3 つの内包が含まれている、つまり、①情報技術と課程との整合
とは、漸次に新たな教科指導の仕組みを形成すること、②情報技術と課程との整合の鍵
は、よりよく授業づくりを研鑽し、科学的授業づくりをすること、③情報技術と課程と
の整合の目的は、各教科指導のプロセスを改善し、教科指導の効果を高め、教科の知識
システムの最適化と学生の心身発達を促進したりすることを目指すことである。 
 
 
 
 
図 1－1 情報技術の活用により教科指導などのあり方の変化 
               
 
（２）情報技術と課程との整合の重要性 
2001 年 6 月 8 日、中国教育部から「基礎教育課程改革の綱要（試行）」（以下では「綱
要」と言う）が公示された。「綱要」は、情報技術と課程との整合に関して次の通りに
論及し、強調している。「強力に教科指導における情報技術の活用を推進・普及し、情
報技術と課程との整合を促進し、漸次に授業内容の表現のあり方、学生の学習のあり方、
教師の教科指導のあり方および教師と学生とのインタラクティブのあり方を変革して、
情報技術のメリットを十分に発揮して、学生の学習と心身の発達に豊富で多彩な教育環
境および有力な学習の道具を提供する」21。中国教育部は、この「綱要」において、教
                                                  
20 李龍（2007）、p．74。 
21 中国教育部（2001）、p．3。 
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科指導の改革を明確に述べている。図 1－1 は、以上のような議論を簡単に図表化した
ものである。 
 
３ 比較分析 
 ICT 活用に関する以上のような両国の議論は次のようにまとめられる。 
（１）「教科指導における ICT 活用」（中国の場合は情報技術と課程との整合という）と
は、単に ICT の導入や活用で、教科指導の効果や学生の学力を向上することができない。
ICT活用と教師の従来の指導力とのよりよく組み合わせる工夫が重要であると強調して
いる。 
（２）日本における「教科指導における ICT 活用」に関する議論は、教師の主体性や主
導性が強調されている一方、中国の場合は、ICT を活用することにより、教育と教師の
変化を強調している。 
（３）ICT 活用および「教師と技術との関係」などの課題に対する教師の深層的・哲学
的意識はあまり注目されていない。 
 「ICT 活用」および「教師と技術との関係」の課題に対する教師の深層的・哲学的意
識は、教科指導などの教育実践の効果に、特に根本的・長期的要素として、深く影響を
及ぼしていると考える。しかしながら、両国における ICT 活用に関する議論では教師の
意識が重要視されていない。 
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第２章 教育情報化の環境整備 
 
第１節 両国における教育情報化の環境整備 
 
学校における ICT 環境整備は教育情報化の推進の前提である。ここでは、両国におけ
る教育情報化の環境整備の実態を把握する。 
 
1 日本の学校における ICT 環境整備 
文部科学省は、教育諸施策を検討・立案するための基礎資料を得ることを目的として、
学校教育および教育行政のために地方公共団体において整備された ICT 機器のほか、学
校のインターネット接続環境、教師のＩＣＴ活用指導力の状況を明らかにするために、
1988 年度から「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」を実施している。
日本の学校におけるＩＣＴ環境の整備状況の推移は、以下の通りである1。 
 
（１）教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数 
「学校における教育の情報化の実態等に関する調査」によると、2004 年度から 2010 年
度までの教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数の状況は、表 2－1の通りである。 
 
表 2－1 教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数 
年 度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
人/台数 8.8 8.1 7.7 7.3 7.0 7.2 6.8 
出所：文部科学省（2013）、『平成 24 年度学校における教育の情報化に関する調査結果』、p.2。 
 
 
（２）普通教室の校内 LAN 整備率 
普通教室の校内 LAN 整備率の実態は、表 2－2の通りである。 
 
 
                                                  
1文部科学省（2013）「平成 24 年度学校における教育の情報化に関する調査結果」
http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/zyouhou/1339524.htm（2014 年 6 月閲覧） 
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表 2－2 普通教室の校内 LAN 整備率 
年   度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
整備率（％） 37.2 44.3 50.6 56.2 62.5 64.0 72.1
出所：文部科学省（2013）、『平成 24 年度学校における教育の情報化に関する調査結果』、p.3。 
 
 
（３）超高速インターネット接続率 
高速および超高速インターネット接続率は表 2－3 の通りである。 
 
 
表 2－3 超高速インターネット接続率 
年   度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
高 速（％） 71.6 81.7 89.1 91.4 94.4 95.5 96.7 
超高速（％）    35.0 51.8 60.5 65.9 
出所：文部科学省（2013）、『平成 24 年度学校における教育の情報化に関する調査結果』、p.3。 
 
 
（４）電子黒板の整備状況 
表 2－4には、電子黒板の整備状況を示す。 
 
 
表 2－4 電子黒板の整備状況 
年度 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 
台数 5274 6894 7832 9536 12544 16403 42184 
出所：文部科学省（2013）、『平成 24 年度学校における教育の情報化に関する調査結果』、p.4。 
 
 
（５）実物投影機の整備状況 
表 2－5は実物投影機の整備状況のである。 
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表 2－5 実物投影機の整備状況 
年度 2008 2009 2010 
台数 56589 59205 82299 
出所：文部科学省（2013）、『平成 24 年度学校における教育の情報化に関する調査結果』、p.4。 
 
 
２ 中国の学校における ICT 環境整備 
中国政府は初等中等教育実態の調査において、2001 年度からコンピュータの整備な
ど、教育情報化に関する調査項目を盛り込んで、その調査分析を実施している。中国の
学校における ICT 環境の整備状況の推移は以下の通りである2。 
 
（１）都市部・農村部別の教育用コンピュータ１台当たり児童生徒数 
 表 2－6 には、都市部・農村部別の教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数の状
況が示されている。 
 
 
表 2－6 教育用コンピュータ１台当たりの児童生徒数 
 年 度 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
小 学
校 
都市部 28.94 24.34 20.99 18.34 17.41 16.98 16.45 18.83 18.11
農村部 96.20 74.30 55.04 45.32 38.88 36.44 34.01 37.60 33.94
中 学
校 
都市部 34.01 27.04 16.06 20.07 18.22 16.94 15.69 17.90 16.35
農村部 48.94 37.64 31.14 24.53 19.15 16.69 14.70 15.98 14.68
出所：李葆萍（2012）、「我が国義務教育における教育情報化の均衡性に関する研究」『中国電
化教育』（3）、p．38。 
 
 
（２）校内 LAN 整備状況 
校内 LAN 整備状況は表 2－7 の通りである。 
                                                  
2 李葆萍（2012）、pp．37－42。 
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表 2－7 都市部・農村部別の校内 LAN 整備状況（数字は学校数） 
 年 度 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
小学校 都市部 7258 10341 12374 15176 16791 18439 19302 19900 21434
農村部 5566 7142 9867 13846 16598 17525 18427 19010 19571
中学校 都市部 4488 6598 7880 9958 11201 12377 13191 14209 14988
農村部 2361 3534 4992 6662 8313 9074 9513 10245 10453
出所：李葆萍（2012）、「我が国義務教育における教育情報化の均衡性に関する研究」『中国電化
教育』（3）、p．38。 
 
 
３ 比較分析 
中国における小中高の情報化環境の整備は迅速的に発展してきているが、全体的に比
較すると、日本よりかなり遅れていることが確認できる。  
例えば、2010 年度中国小中高における教育用コンピュータ１台当たり児童生徒数に
関する調査によると、農村部の小学校は 33.94 で、都市部の小学校は 18.11 であった。
農村部の中学校は 14.68 で、都市部の小学校は 16.35 であった。一方、2010 年度日本
の教育用コンピュータ１台当たり児童生徒数は、都市部と農村部を問わず、全体的に
6.8 であった。 
中国における校内 LAN 整備状況は、整備している学校数を統計している。整備率は公
表されてない。筆者の計算の結果によると、2010 年度の整備率は 21％に過ぎない、日
本の整備率は 72.1％に至っている。 
また、中国では全体的に電子黒板や実物投影機などの整備に関する調査を行っていな
い。しかしその整備率は日本に比べて非常に低いと考えられる。特に指摘したいことは
教育情報化環境整備の地域格差の問題である。地域格差問題は、中国において教育情報
化を進めるにあたって大きな課題であると言える。 
 
 
第２節 両国における教育情報化の取組み 
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１ 日本の取組み 
（１）教育情報化の始まり 
ICT と情報化社会の飛躍的進展に従って、各国の教育界においては教育情報化を推進
することが極めて重要な課題となった。日本の初等中等教育における情報化への対応は、
1965 年代後半、普通高校の専門教育において、情報処理教育が行われるようになった
ことに端を発した。 
1986 年 4 月 23 日にの日本臨時教育審議会3第 2次答申において、情報および情報手段
を主体的に選択し活用していくための個人の基礎的な資質（情報活用能力）を読み、書
き、計算に並ぶ基礎・基本と位置付け、今日の情報教育の基本的な考え方になっている。
ほとんど同時に、教育課程審議会4の答申においては、社会の情報化に主体的に対応で
きる基礎的な資質を養う観点から、情報の理解、選択、処理、創造などに必要な能力お
よびコンピュータなどの情報手段を活用する能力と態度の育成を図るようにと指摘さ
れている。 
日本臨時教育審議会において、情報活用能力の育成の重要性が提言されたことを契機
に、1985 年代以降、学校における情報化への対応を円滑に進めるための諸施策が飛躍
的に展開されることとなった。すなわち、コンピュータなどの整備、インターネットへ
の接続、教育用ソフトウェアの整備、教育用コンテンツの開発、教師研修の実施、情報
教育の改善に資する調査研究などの諸施策が制定され実施されている。 
（２）教育情報化に関する主な施策と取組み 
①高度情報通信社会推進本部の設置 
高度情報通信社会の構築に向けた施策を総合的に推進するとともに、情報通信の高度
化に関する国際的な取組みに積極的に協力するため、1994 年 8 月 2 日に閣議決定によ
って、「高度情報通信社会推進本部」を置くことになった。内閣総理大臣が自ら本部長
を担当して、内閣官房長官、郵政大臣、通商産業大臣が副本部長を担当することになっ
                                                  
3 日本臨時教育審議会とは 1984 年に公布された臨時教育審議会設置法（1984 年 8 月 8 日法律第 65 号）
に基づき総理府に設置され、内閣総理大臣の諮問に応じて調査審議することを所掌事務とした行政機関
のことである。 
4 教育過程審議会は、1950 年教育課程審議会令（1950 年政令第 86 号）により設置されたが、中央省庁な
ど改革に伴い関係政令などを廃止する政令（2000 年 6 月 7 日政令第 314 号）の施行に伴って廃止され、
生涯学習審議会、理科教育および産業教育審議会、教育職員養成審議会、大学審議会、保健体育審議会
と統合され、2001 年 1 月 6 日付けで中央教育審議会となった。 
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た。高度情報通信社会推進本部の設置により、日本の経済、行政、教育などあらゆる分
野において、情報化の総合的な推進が本格的に進められることとなった5。 
②「高度情報通信社会に向けた基本方針」の策定および提出 
1995 年 2 月 21 日に高度情報通信社会推進本部から「高度情報通信社会に向けた基本
方針」が策定され提出された。この方針に従い、「当面対応すべき具体的な施策課題」
と、「講ずべき施策の基本的方向」が示された。以下の通りである6。  
・公共分野の情報化など（公共分野のアプリケーションの開発・普及など）。 
・情報通信の高度化のための諸制度の見直し；ネットワークインフラの整備。 
・情報化の進展に対応した著作権などの施策の展開。 
・セキュリティ対策、プライバシー対策。 
・相互運用性・相互接続性の確保。 
・ソフトの供給。 
・基礎的な技術開発。 
・人材の育成、などである。 
教育分野の情報化は、全人的な人格形成を目指した教育活動の中で、高度情報通信社
会の進展に対応して、コンピュータなどの情報機器やネットワーク、データベースなど
を適切に活用することにより、子ども一人一人の個性に合わせた学習を充実し、創造力、
思考力、表現力の一層の涵養を図る。さらに遠隔教育やへき地教育における活用などを
通じて、教育機会の拡大や教育方法の充実が図られている。  
③新たな「高度情報通信社会推進に向けた基本方針」の策定および提出 
ICT および各分野の情報化が迅速に発展している情勢によって、1998 年 11 月 9 日に
高度情報通信社会推進本部が、新たな「高度情報通信社会推進に向けた基本方針」を策
定し提出した。この方針を受けて、「対応すべき具体的な施策課題」と、「講ずべき施策
の基本的方向」が次のように示された7。 
・電子商取引など推進のための環境整備。 
・公共分野の情報化。 
                                                  
5「高度情報通信社会推進本部の設置について」http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it/setti.pdf 
（2014 年 6 月閲覧）。 
6 「高度情報通信社会に向けた基本方針」http://www.kantei.go.jp/jp/it/990422ho-7.html 
（2014 年 6 月閲覧）。 
7 「高度情報通信社会推進に向けた基本方針」http://www.kantei.go.jp/jp/it/981110kihon.html 
（2014 年 6 月閲覧） 
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・情報通信の高度化のための諸制度の見直し。 
・情報リテラシー8の向上、人材育成、教育情報化。 
・ネットワークインフラの整備。 
・基礎的・先端的な研究開発。 
・ハイテク犯罪対策、セキュリティ対策、プライバシー対策。 
・ソフトウェアの供給。 
・コンテンツの充実。 
・相互運用性・相互接続性の確保、 などである。 
 前回の「高度情報通信社会推進に向けた基本方針」と異なって、今回の新たな「基本
方針」は、「情報リテラシーの向上、人材育成、教育情報化」を 1 つの単独項目として
掲げている。つまり、全ての人の情報リテラシーの向上、特に高度情報通信社会の発展
を支える人材の育成を目指している。 
情報リテラシーの向上は、全国民を対象として達成すべき喫緊の課題であるため、さ
らに以下の施策が講じられた。 
「・初等中等教育においては、学校教育活動全体で、学生の発達段階に応じたコン
ピュータなどの情報機器およびインターネットなどのネットワークの適切な活用の
体験などを通じ、学生の情報活用能力の向上を図る。高等教育においては、高度な
情報利用により教育の充実に努める。」 
「・全教師がコンピュータを授業で活用するための基礎的な知識・技術を習得でき
るよう、衛星通信の活用も含め研修の充実に努める。」 
「・あらゆる分野の就業者が情報通信の高度化に対応できるような職業能力の開
発・向上に努める。」 
「・社会活動や企業活動を通じて情報通信に関する専門知識を有する高齢者などの
知見の有効活用を図る。」  
「・学校教育におけるインターネット活用などの情報環境の整備。」などである。 
 
                                                  
8 情報リテラシー：情報 (information)と識字 (literacy) を合わせた言葉で、情報を自己の目的に適合す
るように使用できる能力のことである。「情報活用能力」や「情報活用力」、「情報を使いこなす力」
とも表現する。したがって情報リテラシーとは、情報を主体的に選択、収集、活用、編集、発信する能
力と同時に、情報機器を使って論理的に考える能力が含まれている。"情報＝IT"との連想やインターネ
ットの利用時において情報リテラシーが要求されるなどの理由から、しばしばコンピュータリテラシー
と混同される。しかし、本来必ずしもコンピュータと直結するものではない。 
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④バーチャル･エージェンシー「教育情報化プロジェクト」報告の提出 
バーチャル・エージェンシーは、1998 年 11 月 27 日に行われた第 144 回国会におけ
る当時の小渕内閣総理大臣の所信表明演説を受け、縦割りの省庁の仕組みでは対応でき
ない問題について、既存の省庁の枠組みにとらわれない新たな推進体制を整備するため、
内閣総理大臣直轄の省庁連携タスクフォースとして、同年 12 月 11 日に発足したもの
である。1999 年 12 月に「教育情報化プロジェクト」の報告が提出された。この「教育
情報化プロジェクト」の報告の重要な内容が以下の通りである9。 
教育情報化によって目指すべき目標である。つまり、教育情報化によって、「学生た
ちが変わる」；「授業が変わる」；「学校が変わる」という目標である。 
「学生たちが変わる」とは、学校教育で、コンピュータなどの情報技術と手段を活用
して、主体的に学び考え、他者の意見を聞きつつ自分の意見を論理的に組み立て、積極
的に表現・主張できる日本人を育てることである。「授業が変わる」とは、各教師がコ
ンピュータ・インターネットなどを積極的に活用することにより、学生たちが興味・関
心を持って主体的に参加する授業を実現することができることである。これによって、
日本の教育指導方法が根本的に変わることを望める。「学校が変わる」とは、学校運営
の改善、学校・家庭・地域の密接な連携などを促進し、日本の学校のあり方そのものを
変えることである。 
⑤「e－Japan 戦略」の策定 
2001 年 1 月 22 日に高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部は「e－Japan 戦略」
を策定した。この戦略には次のように４つの重点施策分野が含まれている10。 
・超高速ネットワークインフラ整備および競争施策。  
・電子商取引ルールと新たな環境整備 。 
・電子政府の実現。   
・人材育成の強化。  
 このうち第 4の重点施策分野が「人材育成の強化」であり、その目標および方策は以
下の通りである。 
≪目標≫  
                                                  
9 「バーチャル・エージェンシー「教育の情報化プロジェクト」」 
http://www.kantei.go.jp/jp/it/vragency/pdfs/kyouiku.pdf（2014 年 6 月閲覧） 
10 「ｅ－Ｊａｐａｎ戦略」http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/010122honbun.html 
 （2014 年 7 月閲覧） 
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「・2005 年のインターネット個人普及率予測値の 60%（2000 年版通信白書）を大
幅に上回ることを目指し、高齢者、障害者などに配慮しつつ、すべての国民の情報リ
テラシーの向上を図る。」  
「・小中普通高校および大学の IT 教育体制を強化するとともに、社会人全般に対
する情報生涯教育の充実を図る。」 
「・IT 関連の修士、博士号取得者を増加させ、国・大学・民間における高度な IT
技術者・研究者を確保する。併せて、2005 年までに 3 万人程度の優秀な外国人人材
を受け入れ、米国水準を上回る高度な IT 技術者・研究者を確保する。」  
≪推進すべき方策≫  
上記目標を達成するために、政府は以下の方策を講ずる。 つまり、「情報リテラシー
の向上、IT を使った授業や IT の倫理・マナー教育を充実する、IT を指導する人材の育
成、IT 技術者・研究者の育成 、コンテンツ・クリエイターの育成、などである。」 
⑥「デジタル新時代に向けた新たな戦略―３カ年緊急プラン―」の策定 
2009 年 4 月 9 日に IT 戦略本部は「デジタル新時代に向けた新たな戦略―３カ年緊急
プラン―」を策定した。当戦略の中で、具体的施策として、3大重点プロジェクトの推
進が明らかになった。つまり、第 1 に、国民がサービスの利便性を実感できる新しい電
子政府・電子自治体の推進、第 2 に、日本健康情報コミュニティ（仮称）構想の実現、
第 3に、デジタル教育の推進とデジタル活用人材の育成・活用、などである11。 
このうち第 3 のプロジェクトの「デジタル教育の推進とデジタル活用人材の育成・活
用」は、以下の通りに取組んでいる。 
「・デジタル活用人材の裾野を広げ、教育の質を高めるデジタル教育およびそのための
環境整備を実施する。」 
「・デジタル活用能力を有する人材を育成・活用することにより、日本全体での潜在的
なデジタル活用人材の不足の解消を図る。」 
なお、当戦略で示された≪学校現場において目指すべき成果≫は次の通りである。 
「・全ての公立小中普通高校などの教師への一人一台のコンピュータ配備の実現による
校務の効率化と教師のデジタル技術活用能力などの向上が実現する。」 
                                                  
11 「デジタル新時代に向けた新たな戦略―３カ年緊急プラン―」
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/kettei/090409plan/090409honbun.pdf （2014 年 7 月閲覧） 
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「・校内 LAN 整備率 100％、学生 3.6 人に 1 台のコンピュータ整備、普通教室や特別
教室における地上デジタルテレビ、電子黒板などの配備により、学生のデジタル技術
活用能力の向上が実現する。」 
「・学校授業における積極的なデジタル技術の活用と、インターネット上の情報などの
適切な活用により、教科書における学習内容に幅と奥行きを持たせた双方向な授業が
実現し、基礎的・基本的な知識・技能の習得、思考力・判断力・表現力などの育成や
学習意欲の向上が図られる。」 
「・初等中等教育段階における情報リテラシー教育の充実を図り、情報リテラシーを「読
み書き」と同様、すべての生徒が習得すべき基礎的技能とする。」 
⑦「i-Japan 戦略 2015－国民主役の「デジタル安心・活力社会」の実現を目指して
－」の策定 
2009 年 7 月 6 日に IT 戦略本部は「i-Japan 戦略 2015－国民主役の「デジタル安心・
活力社会」の実現を目指して－」を策定した。その中で、教育・人材分野に関する施策
の目標等を抜粋して紹介する。2015 年までに、幼保小中普通高校などにおける教育、
大学などにおける人材育成に関し、以下の目標を実現する12。 
・客観的な効果測定の下で、学生の学習意欲や学力を向上させる。 
・学生の情報活用能力を向上させる。 
・高度デジタル人材のミスマッチが生じない安定的・継続的な仕組みを確立する。 
・大学などにおける情報教育、デジタル基盤、遠隔教育などを充実する。 
次にこのような目標を達成するための具体的方策である。 
・ネットワーク化の進展も踏まえ、各教科の授業におけるデジタル技術の活用および
情報教育を推進し、学生の学力や情報活用能力の向上を図る。 
・高度デジタル人材が年間 1、500 人必要との経済界からの要請要望や、諸外国の実
例などを考慮して、国際的な視点も取り入れつつ、関係省庁間で目標を含めた計画を
定め、高度デジタル人材を安定的、継続的に育成する体制をつくる。 
・大学などにおける情報教育、デジタル基盤の充実を図るとともに、デジタル技術を
活用した遠隔教育や授業・学習支援を促進する13。 
                                                  
12 「i-Japan 戦略 2015－国民主役の「デジタル安心・活力社会」の実現を目指して－」
http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/dai51/siryou3.pdf（2014 年 7 月閲覧） 
13 特にネットワーク化の進展も踏まえ、各教科の授業におけるデジタル技術の活用および情報教育を推
進し、学生の学力や情報活用能力の向上を図るため、以下の施策を講じる。教師のデジタル活用指導力の
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⑧「新たな情報通信技術戦略」の策定 
2010 年 5 月、 高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部は「新たな情報通信技術
戦略」を策定した。当戦略では、国民本位の電子行政の実現、地域の絆の再生、新市場
の創出と国際展開を重点戦略としている。推進する施策は以下の通りである14。 
・重点施策 
情報通信技術を活用して、学生同士が教え合い学び合うなど双方向でわかりやすい授
業の実現、教職員の負担の軽減、学生の情報活用能力の向上が図られるように 21 世紀
にふさわしい学校教育を実現できる環境を整えること、情報通信技術を活用して生涯学
習の振興を図ること、などである。 
・具体的取組み 
文部科学省は、2010 年度中に教育情報化の基本方針を策定し、その中で情報通信技
術の活用が教育の現場にもたらす変革についてのビジョンを示した上で、当該ビジョン
を実現するために、学生 1 人 1 台の各種情報端末・デジタル機器などを活用したわか
りやすい授業、クラウドコンピューティング技術の活用も視野に入れた教職員負担の軽
減に資する校務支援システムの普及、デジタル教科書・教材などの教育コンテンツの充
実、教師の情報通信技術の活用指導力の向上、学校サポート体制の充実、家庭および地
域における学習支援など、ハード・ソフト・ヒューマンの面から関係府省と連携して、
総合的に情報通信技術の活用を推進することにした。さらに、公民館、図書館などの社
会教育施設の活用、放送大学、ｅラーニングなどによるリテラシー教育の充実など、生
涯学習支援を推進するなど、教育情報化に取り組んでいる。今まで日本の教育情報化に
関する主な施策と取組みを検討してきたが、表 2－8はそれをまとめたものである。 
 
 
表 2－8 日本の教育情報化の施策・取組みの概要 
日 付 施策・取組み 主要内容 
1994 年 
8 月 2 日 
高度情報通信社会推進
本部の設置 
・教育情報化の総合的かつ本格的な推進 
・各省庁の連携 
                                                                                                                                                  
向上、教師のデジタル活用をサポートする体制の整備、双方向でわかりやすい授業の実現、情報教育の内
容の充実、校務の情報化、家庭・地域との情報連携、などである。 
14「新たな情報通信技術戦略」http://www.kantei.go.jp/jp/singi/it2/100511honbun.pdf 
 （2014 年 7 月閲覧） 
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1995 年 
2 月 21 日 
「高度情報通信社会に
向けた基本方針」 
・情報機器やネットワーク、データベースなどの活用 
・子ども一人一人の個性に合わせた学習を充実し、創造力、
思考力、表現力の一層の涵養 
1998 年 
11 月 9 日 
新たな「高度情報通信
社会推進に向けた基本
方針」 
・全ての人の情報リテラシーの向上 
・高度情報通信社会の発展を支える人材育成 
・インターネット活用などの情報環境の整備 
1998 年 
12月11日 
バーチャル･エージェ
ンシー「教育情報化プ
ロジェクト」 
・学生たちが変わる 
・授業が変わる 
・学校が変わる 
2001 年 
1 月 22 日 
「e－Japan 戦略」 
 
・国民全体の IT 便益の享受 
・指導できる人材確保 
・研究者およびコンテンツ・クリエイターの育成 
2009 年 
4 月 9 日 
「デジタル新時代に向
けた新たな戦略－三か
年緊急プラン－」 
・双方向な授業が実現 
・思考力・判断力・表現力などの育成や学習意欲の向上 
・情報リテラシー教育の充実 
2009 年 
7 月 6 日 
「i-Japan 戦略 2015－
国民主役の「デジタル
安心・活力社会」の実
現を目指して－」 
・教師のデジタル活用指導力の向上 
・教師のデジタル活用をサポートする体制の整備 
・双方向でわかりやすい授業の実現 
・情報教育の内容の充実 
・校務の情報化、家庭・地域との情報連携 
2010 年 
5 月 
「新たな情報通信技術
戦略」 
・わかりやすい授業の実現 
・教職員の負担の軽減 
・学生の情報活用能力の向上 
出所：各資料による。 
 
 
２ 中国の取組み 
改革開放以来、中国政府の国務院、教育部および関係機関は、教育情報化に関する一
連の政策を制定し公示した。ここでは、教育情報化に関する政策や取組みを年代順にま
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とめる。中国の教育情報化の政策は、「初期段階」、「全面的推進段階」、「加速的な発展
段階」という 3つの段階に分けることができる。 
（１）1978－1997 年の教育情報化の初期段階 
 20 世紀 70 年代末から 80 年代初にかけて、コンピュータ技術の発展は中国の教育改
革と発展に重要な役割を果たしてきた。表 2－9 は、中国の教育情報化の初期段階にお
けるいくつかの政策および措置をまとめたものである。 
 
 
表 2－9 中国の初期段階における教育情報化の主な政策および措置 
時 期 政策・措置 主な内容 
1978 年 
4 月 
国務院で教育工作会議が開かれ
た。鄧小平が参会し、重要な講話
を発表した。 
鄧小平は、「迅速的にテレビ・ラジオなど近
代化の手段の配備に関する措置を制定・提
出することは、教育事業の速くて適宜な発
展を推進することの大切な道である。」と強
調した。 
1982 年 
9 月 
教育部が、北京大学付属中学校、
精華大学付属中学校などの学校に
おいて、コンピュータに関わる選
修科目の開設・実施すること（実
験）を決定した。 
中学校において、コンピュータ教育が実験
的に実施された。 
1984 年 
1 月 
国家教育委員会15より、「全国中学
校コンピュータ教育実験センタ
ー」を立ち上げた。 
半公式な専門機関として、中学校でコンピ
ュータ教育利用の実験を推進した。 
1991 年 
10 月 
国家教育委員会より、「小中高コン
ピュータ教育指導者グループ」を
組み立てて成立した。 
公式的組織として、コンピュータ教育を小
学校までに広げることを促進した。 
                                                  
15 国家教育委員会とは 1985 年から 1998 年まで設置された中国教育行政機関である。 
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1993 年 
2 月 
国務院より、「中国教育改革および
発展の綱要」を発行した。 
積極的にラジオ・テレビ教育および学校電
化教育の発展を推進した。 
1996 年 
12 月 
国家教育委員会より、「小中高コン
ピュータ教育五年発展綱要（1996
－2000 年）」（教基[1996]27 号）を
制定・公示した。 
明確的に小中高コンピュータ教育の目標お
よび任務を提出した。 
出所：趙慧臣・馬歓歓（2012）、「我が国教育情報化に関する政策法規の年表および分析」『近代
遠隔教育研究』（5）、pp.24－25。 
 
 
（２）1997－2003 年の教育情報化の全面的推進段階 
情報技術の普及につれて、情報リテラシーは人々にとって不可欠な素質になっている。
学校において情報技術課程の設置により、情報技術教育の普及は重要な課題となってき
た。一方、中国の教育部は、大学における遠隔教育の必要性を強調した。したがって、
中国においては、コンピュータ教育、情報技術教育および遠隔教育の促進が教育情報化
の主な内容となった。表 2－10 は、中国の全面推進段階における教育情報化の主要政策
および措置をまとめたものである。 
 
 
表 2－10 中国の全面推進段階における教育情報化の主な政策および措置 
時 期 政策・措置 主な内容 
1999 年 
12 月 
教育部より「小中高情報技術教
育シンポジウム」を開催 
「小中高情報技術教育課程の設置の加速化に
関する指導意見（試案）」を検討した。 
2000 年 
1 月 
教育部より、「全日制普通高校
などの学校課程計画（実験稿）
（教基[2003]3 号）を公示 
情報技術課程を必修科目として設置した。全国
10 ヵ所の高等学校において、実施し始めた。 
2000 年 
5 月 
教育部が多国籍企业と連携し
て、「Intel 未来教育」を実施 
教師育成や研修に先進な理念・研修モデルおよ
び管理方法をもたらした。 
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2000 年 
11 月 
教育部より、「小中高において、
「校校通16」事業の実施につい
ての通知」を公示 
「校校通」事業の目標および実施ルートを示し
た。 
2000 年 
11 月 
教育部より、「小中高における
情報技術教育の普及について
の通知」「小中学校情報技術課
程指導綱要」(実験)を公示 
2001 年より、5－10 年間をかけて、小中高にお
いて、情報技術教育を普及する。 
2001 年 
5 月 
国務院より、「基礎教育改革及
び発展についての決定」を公示
強力的に情報技術教育を普及し、教育情報化の
推進により、教育の近代化を促進する。 
2001 年 
6 月 
国務院に許可され、教育部よ
り、「基礎教育課程改革綱要（実
験）」を公示 
「情報技術のメリットを充分に発揮し、学生の
学習および発達に豊富・多彩な教育環境および
学習道具を提供する。 
2001 年 
11 月 
教育部より、「小中高における
LAN の構築についての指導意
見」を公示 
LANの構築は学校の長期的な発展に適応するこ
とであると強調した。 
2002 年 
3 月 
教育部より、「教師教育の推進
についての意見」を公示 
明確に「情報技術は、小中高教師就職後研修の
重要な内容」と決定した。 
出所：趙慧臣・馬歓歓（2012）、「我が国教育情報化に関する政策法規の年表および分析」『近代
遠隔教育研究』（5）、pp.26－29。 
 
 
（３）2003－2012 年教育情報化の発展の加速化段階 
教育情報化が国の情報化戦略として打ち出された以後、教育情報化の範囲が広がって、
デジタルキャンパスの建設、教師教育情報化、教育行政の情報化、および教育サービス
の情報化などが含まれていて、教育システム全体の情報化が推進された。この段階では、
様々な政策やプロジェクトの提出・実施により、教育情報化が全面的に発展・推進しつ
                                                  
16 校校通事業とは、2000 年に中国教育部より「小中高において「校校通」工程を実施に関する通知」を
公示したを指す。目標は、2000 年度から 5－10 年間にわたって、小中高のインターネット接続率を
90％まで上昇させることである。 
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つあった。表 2－11 は、中国の教育情報化の加速化段階におけるいくつかの政策および
措置をまとめたものである。 
 
 
表 2－11 中国の加速化段階における教育情報化の主な政策および措置 
時 期 政策・措置 主な内容 
2003 年 
9 月 
教育部より、「全国教師教育ネッ
トワーク連携計画の実施につい
ての意見」を公示 
近代遠隔教育を入り口として、全国教師教
育ネットワーク体系を構築する。 
2003 年 
9 月 
国務院より、「さらに農村教育工
作の強化に関する決定」を公示 
農村小中高において近代遠隔教育を実施
し、都市と農村共に質の高い教育コンテン
ツの共有を促進し、農村教育の質および効
率を高める。 
2006 年 
5 月 
国務院より、「2006－2020 年国家
情報化発展戦略」を公示 
粘り強く情報技術教育の普及を優先して、
教育科研の情報化の推進を加速化する。 
2009 年 
4 月 
財政部、教育部および工信部より
共同で「教育情報化サービス(支
援)」という概念を提出 
情報技術を有効的に活用して、創新教育と
素質教育の推進を支援することを改めて
実施する。 
2010 年 
7 月 
国務院より、「国家中長期教育改
革および発展企画綱要（2010－
2020 年」を公示 
教師の情報技術の活用スキルやレベルを
向上し、指導効果を高める。学生が情報技
術を利用し、主体的に学習する。 
2012 年 
3 月 
教育部より、「教育情報化十年発
展企画(2011－2020 年）について
の通知」を発行 
都市部・農村部のあらゆる学校の教育情報
化体系を構築する。 
出所：趙慧臣・馬歓歓（2012）、「我が国教育情報化に関する政策法規の年表および分析」『近代
遠隔教育研究』（5）、pp.30－33。 
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３ 比較分析 
 両国における教育情報化に関する施策および取組みを比較すると、以下のようにまと
められる。 
（１）中国社会の情報化および教育情報化に関する施策および取組みは、日本に比較す
ると、社会的系統性・協調性・連携性などの側面において、まだ不十分である。教育の
情報化の推進は、社会情報化の一環として、柔軟的かつ有機的な体制の下で進める必要
がある。 
（２）中国においては、教育情報化を含む社会の情報化に関する法律がまだ制定されて
ない。2000 年 6 月に日本政府は、「高度情報通信ネットワーク社会形成基本法」を制定
し、教育情報化および社会の情報化の推進に法的基盤を整えた。中国においても早急な
対応が求められる。 
 
第３節 ICT 活用の有効性に関する研究 
 
 教科指導などの教育実践における ICT 活用の効果はどうであろうか。ここでは、日本
と中国におけるその有効性に関する研究をサーベイする。 
 
１ 日本における研究 
（１）清水康敬らの研究 
清水康敬らは、文部科学省の委託事業として、2005 年-2006 年度に「ICT を活用した
授業の効果などの調査」という研究を行った。「ICT を活用した指導の効果の調査」は、
ICT を活用した授業の効果を明らかにするために、小学校・中学校・普通高校を対象と
して、ICT を活用した実証授業を行った教師に対する評価、ICT を活用した授業に対す
る学生の意識調査、学生を対象とした客観テストによる調査などを実施した。 
調査分析の結果によると、実証授業を実施した教師全体の 97.3%が「ICT 活用による
学力向上への効果がある」と回答した。また、小学校教師の方が中学校と普通高校の教
師より、「たいへん効果がある」と回答している割合が高い。 
全国で実施された 752 件の検証授業を分析評価した結果では、ICT を活用して実証授
業を実施した 98.0%の教師が、「関心・意欲・態度」の観点について ICT 活用の効果が
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あると評価した。その他の評価の観点に関しても同様に、「ICT 活用が効果的である」
という結果が得られた。 
 また、小学校・中学校・普通高校の算数（数学）、社会、理科において、ICT を活用
した授業後に実施した客観テストの平均値と、ICT を活用しなかった授業後の客観テス
トの平均値を比較している。比較した結果によると、授業における ICT の活用が、客観
テストの成績の向上に効果があることを示している。 
（２）豊田充崇らの実証研究 
豊田充崇らは、2006-2007 年度において、××小学校 5 年生と○○小学校 6年生を対
象とし、担任教諭の教科指導などにおける日常的な ICT 活用により、学力の変容などに
ついて分析した17。ここでいう「学力」とは、「ペーパーテストで得点でき、数値的に計
測可能な学力」と定義した。文部科学省の学力全般を総称した「確かな学力」を指し示
すものではない。 
ICT 活用授業とは、普通教室内で行われた教科の授業において、指導者側が教材を提
示するために ICT を活用する授業である。つまり、通常の学級内に行われている教科書
に準じた教科授業のスタイルを基本的には変更せず、ICT を視聴覚機器として活用し、
デジタル教材の提示や教科書・資料の拡大提示などを多用した授業である。ここでは、
普通教室における一斉授業形態で行われる教科の授業において、主に授業者の教材提示
手段として ICT を活用することによる教育効果を検証することを意図したものである。 
 分析の結果によると、学力向上効果への ICT 活用による影響は、「ICT 活用指導力」
だけでなくて、通常の「授業力」に起因することが大きいのではないかと考えられる。
よって、ICT 活用指導力およびそれ以前の授業力と学力向上との関係を明確にするため
に、事前に「ICT 活用指導力」と通常の授業スタイルや指導上の得手・不得手を十分把
握してから調査をする必要があると指摘する18。 
 もう 1 つ大切なのは、ただ ICT 活用環境やデジタル教材の整備によって学力が向上す
るのではなくて、それをきっかけとした授業改善・工夫が進むことによって持たされる
効果であることが明らかになった。 
 
 
                                                  
17 豊田充崇（2007）、pp．15－22。 
18 豊田充崇（2008）、pp．25－30。 
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（３）田中博之らの実証研究 
 総合学力研究会19は、2003 年から約 10 年間にわたり実施した「学力向上のための基
本調査」シリーズの中で、小学校教師の「指導力」と「ICT 活用力」との組み合わせパ
ターンによって、その教師が受け持ったクラスの教科学力（国語・算数）にどの程度の
違いが生じているかを比較した20。 
同研究において、教師の指導力については、「授業の土台作り（Foundation）」、「学習
指導の方法（Approach）」「学習の方向づけ（Navigation）」の３領域から構成されるも
のとして定義した。さらに、上記各領域を「学習者の認知的側面を重視する観点：Ｓ
（Support）」と「教授者のスキル的側面を重視する観点：Ｔ（Training）」の２観点に
分類し、ＦＳ／ＦＴ、ＡＳ／ＡＴ、ＮＳ／ＮＴの計６観点から、教師の指導力を把握す
るモデルを設定した。  
また、本モデルによる教師の指導力のスタイルを同定するために観点毎に調査項目を
設定し、それに基づく質問項目を「教師調査」として作成した。なお、「指導力」「ICT
活用力」は教師の指導力として操作的に定義した項目に対する教師の自己評価に基づき、
数値化した。 
 比較結果によると、「指導力」と「ICT 活用力」が共に平均以上の教師が担当してい
るクラス（パターンＡ）の教科学力が最も高く、逆に共に平均未満の教師が担当してい
るクラス（パターンＤ）で最も低くなっていた。また、「ICT 活用力」は平均未満でも
「指導力」が平均以上であるパターンＢでは、パターンＡに次いで学生たちの教科学力
は高くなっている一方で、ICT 活用は積極的に行っているが、「指導力」が十分ではな
いパターンＣでは、教科学力は平均（50.0）より低かった。 
 つまり、「ICT の活用」はその前提となる学習指導のねらいや方法、内容といった「学
習指導の構想」がしっかりと設計され、実践されている場合にのみその成果が十分に発
揮されるといえる。 逆に、授業改善のベースとなる学習指導を構想し実践する力、す
なわち「指導力」が十分でない状況下では、「ICT の普遍的な効用」は出現しえないと
いう仮説がここから導き出される。 
 
                                                  
19 代表は大阪教育大学田中博之教授、事務局は Benesse 教育研究開発センターである。 
20 IT 活用と教科学力との関係 
http://benesse.jp/berd/center/open/report/gakuryokukoujou/2004/chukan/topics1.html（2012 年 4 月
閲覧）。 
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（４）「学びのイノベーション事業」における実証研究 
 ICT 活用の有効性の検証を目指して、日本では、さまざまな実証研究のプロジェク
トや事業が実施されている。例えば、早期の 1994 年 4 月から実施した「100 校プロジ
ェクト」21、2011 年からは 1人 1 台の情報端末や電子黒板，無線 LAN 等が整備された環
境の下で，情報通信技術（ICT）を効果的に活用して，子どもたちが主体的に学習する
「新たな学び」を創造するための実証研究「学びのイノベーション事業」22を実施して
いる。 「学びのイノベーション事業」の主要な取組みは、デジタル教科書・教材の開
発、ICT を活用した指導方法の開発、教科指導などにおける ICT 活用の効果・影響の検
証、などである。 
2014年4月に、3年間の実証研究を踏まえ、実証研究報告書を取りまとめて公表した。
その報告書によると、以下のような効果があることが明らかになった23。 
 まず、画像や動画を活用した分かりやすい授業により、興味・関心を高め学習意欲が
向上した。次に、児童生徒の学習の習熟度に応じたデジタル教材を活用したところ、理
解力が増した。３つ目に、電子黒板等を用いて発表・話し合いを行うことにより、思考
力や表現力が向上した。そして教師と学生の意識も肯定的である。ICT を活用した授業
は効果的であると、約８割以上の教師が評価している。また、約８割の児童生徒が授業
について肯定的に評価している。そして、教師の ICT 活用指導力も向上したと指摘して
いる。 
 
２ 中国における研究 
（１）何克抗らの研究 
 中国の国家教育委員会は、1994 年から『小中学校において「4結合」教科指導の改革
実験研究』という科研プロジェクトを実施してきた。当初のプロジェクトは、小学校国
語の指導において、「4結合」を実施した。いわゆる「4結合」とは、小学校国語の指導
において、「識字」「コード入力」「読解」「作文」という４つの学習に対して、教科指導
                                                  
21 100 校プロジェクトとは、当時の通商産業省と文部省が、共同で、111 の学校および施設にコンピュー
タネットワーク（インターネット）利用環境を整備し、初等中等教育の現場のネットワーク化による情
報活用の高度化の試みとして実施されたプロジェクトのことである。 
22 文部科学省は、2010 年 4 月 22 日から、今後の学校教育（初等中等教育段階）の情報化に関する総合的
な推進方策について検討する「学校教育の情報化に関する懇談会」を開催し、同年 8 月に「教育の情報
化ビジョン（骨子）」を取りまとめた。 
23 文部科学省（2014）『学びのイノベーション事業実証研究報告書』
http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chousa/shougai/030/toushin/1346504.htm（2014 年 6 月閲覧） 
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の効果を高めることを目指している。この内容を図表化すると、図 2－1 のように示さ
れる。さらに 2000 年から、小中学校すべての教科指導において、「4結合」という指導
理念と方法が取り入れられた。その時の「4結合」の内容と意味は以前より具体的なも
のとなった。それは「教科指導の改革」「創造精神の養成」「実践能力の訓練」「情報技
術の活用」から構成されている。この内容を図表化すると、図 2－2の通りである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2－1 1994 年の「4結合」         図 2－2 2000 年からの「4 結合」 
モデル                   モデル 
 
 
①研究プロジェクトの実施 
北京、天津、江蘇、広東といった 4 つの地域において、13 ヶ所の小中学校を実証校
と指定し、実証研究が行われた。実証校では、必要な実験条件を整備し、コンピュータ
教室の整備、コンピュータ教室にネットワークの接続など行われた。また、数多くの実
証校において「マルチメディア放送システム」をも整備した。以下では、主に 1 年次ク
ラスにおいて「4結合」の展開を紹介する。 
・ピンインを学習してから、前もって学生に大文字ピンインを学習させ、コンピュ
ータのキーボートに付いているローマ字と対照し、読み出されるようにすること。 
作文 
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・キーボートの操作の練習、正式な入力方法（指の使い方）を身に付けさせること。 
・「認知コード24」の基本を理解できること。 
・1年次の国語教科書の内容に合わせて、「4結合」を展開し、学校、町、市の 3 つ
のレベルで公開授業を行い、経験交換などを行うこと。 
・一部の実証校において、「見ながら入力」「聞きながら入力」「考えながら入力」
などの練習にも取り組んだ。 
・ある実証校において、「認知コード」を利用し、コンピュータで学期末テストを
実施していた。 
②特定のテーマに関する検討 
・「4 結合」の目的を達成するため新しい学習指導モデル、指導方法および典型な授
業例などに関する検討。 
・難しい漢字の指導に関する検討。 
・国語の学習指導において、「組詞25」「造句26」などの練習を通じて、新しい字の形・
発音・意味に対する学生の理解を深めると共に、様々な漢字入力の練習を行うこと。 
・「4 結合」により、学生の認知、情感、動作技能などの変化に関する検討。 
・「認知コード」の識字指導によりもたらされた作用と効果に関する検討、および「4
結合」理論基礎に関する深い検討。 
③「4結合」実験研究の成果 
小学校国語の「4結合」実験研究について次のような研究成果が得られた。まず、小
学校識字の学習指導において「主導・主体」という授業の構造およびプロセスは、「見
る・聞く・話す・書く・入力・考える」ということである。 
「見る」とは、字形を見て、新しい字の字画を分析することであり、「聞く」とは、
教師の解説と範読を聞くことである。「話す」とは、新しい字の発音、部首、筆順（書
き順）、意味および「認知コード」を話し出すことで、「書く」とは、新しい字を正しく
書き、「認知コード」を書くことができること、「入力」とは、新しい字の「コード」に
より、キーボートで入力できることを意味する。そして「考える」とは、新しい字をめ
                                                  
24 「認知コード」とは、中国漢字の学習ソフトである。「4結合」実験の実施において利用されたが、中
国漢字の識字の学習指導規律によく適合されていないという批判の声もある。 
25 組詞とは、字と字を結びつけて、言葉や語彙を作ることである。 
26 造句とは、文法にしたがって、言葉や語彙を使って、語句を作ることである。 
第２章 教育情報化の環境整備 
 
教育情報化におけるローカルカリキュラムと教師の意識に関する日中比較研究（王）  51 
 
ぐって、学生に連想させること、例えば、新しい字を使って、言葉や語句を連想させる
ことである。 
こういう授業設計および学習指導の展開の中で、教師は「見る」「聞く」の段階にお
いて、充分にマルチメディアの識字ソフトを活用しながら、新しい字の筆画、筆順、発
音および「コード」（主導作用を発揮する）を提示するとともに、学生に話させ、書か
せ、入力させることにより、学生の眼・耳・口・手など多種の感覚器官に刺激を与えて、
学生が手と脳とが併用できるようになっている。中でも、コンピュータの活用により、
学生の学習意欲や集中度が高まり、また間違ったところをすぐにコンピュータのフィー
ドバッグ機能を利用して、学生に直させることができる。従って、このような学習指導
は、学生の理解を深めることに有効であることが認められた。 
次に、小学校低・中学級作文の学習指導において「主導・主体」という授業の構造お
よびプロセスである。当時の小学校国語教学大綱27によると、低学年の作文は、主に図
画を見て、語句を書くことで、中学年の作文は、叙述文を書かせることである。小学校
低・中学級作文の学習指導においてコンピュータを活用して、「環境(情景)の創設、観
察の指導、局部の叙述、全体の叙述、入力して表現、評議・改正」という学習指導プロ
セスを展開して、作文の指導を行っていた。その中で、第 3（局部の叙述）、第 4（全体
の叙述）、第 5（入力して表現）および第 6（評議・改正）の段階では、すべて学生の主
体性を発揮することを重視している。 
「環境(情景)の創設」の段階では、マルチメディアを使用し、さまざまな図・動画・
映像を提示し、多彩で豊かな情景を創設し、学生に語句や作文を書かせることである。
「入力して表現」や「評議・改正」の段階では、学生に図・動画・映像に関する連想し
た語句や文章を入力させ、スクリーンに映し出されることによって、学習成果が共有で
きることになった。 
（２）孟琦の研究 
孟琦は、2002 年から実施された全国教育科学「十五」企画重点研究プロジェクト「教
育情報化の理論と実践」という科学研究事業の研究活動に参加し、「教科指導での ICT
の有効的な活用」に関する実証研究に取組んだ。 
 この研究では、「情報化教科指導の有効性」を検証するために、次の５つのことを前
提した。第 1 に一斉授業に焦点を置くこと、第 2 に有効な教科指導を根本にすること、
                                                  
27 教学大綱とは日本の学習指導要領に相当する。 
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第 3に実用の視角から検証すること、第 4に学習ストラテジーなどの変化を中心として
検証すること、第 5にコンピュータとインターネットなどの情報技術を中心にすること、
などである。またこの研究においては、学習ストラテジー、発散思考、学習成績などの
変化を学習効果の評価基準としている。 
第 1に、上海○○中学校において、無作為に 6 クラスを抽出して研究対象とした。そ
の研究対象は予備年次、1 年次、2 年次それぞれ 2 クラスから構成されている、その中
で、1つのクラスは、ネットワーククラスで、もう 1つは、普通クラスである。学生人
数は 267 人で、男子は 134 人、女子は 119 人（性別不明は 14 人）、平均年齢は 13 歳で、
標準偏差は 2.77 となっている。第 2 に、広東省○○中学校において、無作為に 12 個ク
ラスを抽出して研究対象とした。その中で、3 年次 4 クラスで、2 クラスは、ネットワ
ーククラスで、もう 2 クラスは普通クラスである。2 年次 8 クラスで、4 クラスはネッ
トワーククラスで、もう 4 クラスは、普通クラスである。学生人数は 517 人で、男子
281 人、女子 214 人（性別不明 22 人）、平均年齢は 14.78 歳で、標準偏差 1.01 となっ
ている。 
このようにして行った研究は次の結果が得られた。まずネットワーククラスと普通ク
ラスとの学習成績の比較である。上海○○中学校ネットワーククラスと普通クラスの学
生の入学成績は、有意差がない（Ｐ>0.05）。学期末テストの成績を比較すると、また有
意差な結果は現れなかった。教科別から見ると、国語の成績はある程度低下していて、
数学と英語の成績は、少し向上していた。情報技術（ネットワークなど）の活用の効果
は、「積極的(プラス)・微小・非顕著」であることが明らかになった。表 2－12 はこの
ような結果をまとめたものである。 
広東省○○中学校ネットワーククラスと普通クラスの学生の入学成績には、有意差が
ある（Ｐ<0.05）。学期末テストの成績も有意差がある。教科別から見ると、上海と同じ
く、国語の成績はある程度低下していて、数学と英語の成績は、少し向上していた。情
報技術（ネットワークなど）の活用の効果は、「積極的(プラス)・微小・非顕著」であ
ることが明らかになった。この結果は表 2－13 の通りである。 
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表 2－12 上海○○中学校ネットワーククラスと普通クラスとの比較（１） 
 
教科 標本  人数  平均値   標準偏差    Ｔ値   Ｐ値 
 
国語  ネット 43   .017    1.044     .169   .866 
 普通  38  －.018    .964     
数学  ネット 43  －.133    1.109     －1.277  .205 (入学時) 
 普通  38   .136    .865 
英語  ネット 43  －.049    .990     －.473   .638 
 普通  38   .050    1.018 
国語  ネット 43  －.125    .976     －1.197  .235 
 普通  38   .128    1.018 
数学  ネット 43  －.093    1.041    －.886   .378 (学期末) 
 普通  38   .095    .957 
英語  ネット 43  －.005    .953     －.055  .956 
 普通  38   .005    1.056 
 
Ｐ＝0.05 
出所：孟琦（2006）、「情報化教科指導の有効性に関する研究」華東師範大学、博士論文 p．65。 
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表 2－13 広東省○○中学校ネットワーククラスと普通クラスとの比較（１） 
 
教科 標本  人数  平均値   標準偏差    Ｔ値    Ｐ値 
 
国語  ネット 97  .394    .483      6.254    .000 
 普通  94  －.415   1.180     
数学  ネット 97  .392    .393      6.331    .000（入学時） 
 普通  94  －.406   1.184 
英語  ネット 97  .457    .573      7.302    .000 
 普通  94  －.474   1.114 
国語  ネット 97  .355    .620      5.416    .000 
 普通  94  －.340   1.093 
数学  ネット 97  .479    .485      7.964    .000（学期末） 
 普通  94  －.522   1.139 
英語  ネット 97  .481    .545      8.010    .000 
 普通  94  －.522   1.103 
Ｐ＝0.05 
出所：孟琦（2006）、「情報化教科指導の有効性に関する研究」華東師範大学、博士論文 p．68。 
 
 
次に、ネットワーククラスと普通クラスとの学習ストラテジーの差異である。上海○
○中学校において、ネットワーククラスと普通クラスとの学習ストラテジーの差異を比
較した結果、情報加工・処理、学習補助、自己テストという 3つの方面で有意差があっ
た（Ｐ<0.05）。ネットワーククラスの方が、得点が高かった。情報技術活用の効果は、
積極的（プラス）・中等レベルである。この結果は表 2－14 の通りである。 
広東省○○中学校において、ネットワーククラスと普通クラスとの学習ストラテジー
の差異を比較した結果、態度、動機、情報加工・処理、ポイントの選択、テスト策略と
いう 6つの方面で有意差があった（Ｐ<0.05）、ネットワーククラスの方が、得点が高か
った。情報技術活用の効果は、態度の方面は積極的（プラス）・微小であり、他の 5 つ
の方面は、積極的（プラス）・中等レベルであった。この結果は表 2－15 の通りである。 
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表 2－14 上海○○中学校ネットワーククラスと普通クラスとの比較（２） 
 
項目       標本 人数 平均値  標準偏差  Ｔ値   Ｐ値 
 
態度       ネット 136 29.292   6.074   .124  .902 
         普通  131 29.201   6.039 
動機       ネット 136 25.144   4.279   .108  .914 
         普通  131 25.353   4.559 
時間管理     ネット 136 27.824   5.786   1.162  .246 
         普通  131 27.013   5.609 
焦慮       ネット 136 27.435   6.822   －1.256 .210 
         普通  131 28.512   7.191 
専念       ネット 136 29.445   5.881   1.469  .143 
         普通  131 28.387   5.876 
情報加工・処理  ネット 136 27.847   5.860   3.048  .003 
         普通  131 25.788   5.134 
ポイントの選択  ネット 136 18.563   3.665   1.414  .159 
         普通  131 17.939   3.541 
学習補助     ネット 136 25.552   5.540   3.222  .001 
         普通  131 23.455   5.073 
自己テスト    ネット 136 25.587   5.394   2.452  .015 
         普通  131 23.997   5.194 
テスト策略    ネット 136 29.376   5.312   －.128  .898 
         普通  131 29.460   5.409 
 
Ｐ＝0.05 
出所：孟琦（2006）、「情報化教科指導の有効性に関する研究」華東師範大学、博士論文 p.71。 
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表 2－15 広東省○○中学校ネットワーククラスと普通クラスとの比較（２） 
 
項目        標本 人数 平均値  標準偏差  Ｔ値 Ｐ値 
 
態度       ネット 257 30.591   5.845   2.009 .045 
         普通  260 29.546   5.972 
動機       ネット 257 25.741   4.505   3.229 .001 
         普通  260 24.393   4.777 
時間管理     ネット 257 26.512   5.169   1.609 .108 
         普通  260 25.790   5.023 
焦慮       ネット 257 26.294   6.234   1.319 .188 
         普通  260 25.606   5.613 
専念       ネット 257 26.935   6.019   1.450 .148 
         普通  260 26.180   5.806 
情報加工・処理  ネット 257 27.587   5.597   3.154 .002 
         普通  260 26.108   5.054 
ポイントの選択  ネット 257 17.727   3.549   2.888 .004 
         普通  260 16.858   3.289 
学習補助     ネット 257 26.762   5.172   1.696 .090 
         普通  260 25.983   5.266 
自己テスト    ネット 257 25.085   5.090   1.319 .188 
         普通  260 24.482   5.308 
テスト策略    ネット 257 27.554   5.617   2.175 .030 
         普通  260 26.506   5.348 
 
Ｐ＝0.05 
出所：孟琦（2006）、「情報化教科指導の有効性に関する研究」華東師範大学、博士論文ｐ.76。 
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以上のような孟琦の研究は次のようにまとめられる。①インターネットなどの ICT が
学習成績にもたらした影響・効果はあまり顕著ではない。②ネットワーククラスの学生
と普通クラスの学生との間において、学習ストラテジーの「情報加工・処理、学習補助、
自己テスト」という 3つの項目で、有意差があった。③ネットワーククラスの学生の得
点が高かった。また、情報化教科指導の成果に影響する要素は主に 2 つある。1 つは、
授業で技術の活用に対する教師の主動的態度、もう 1つは、教師の情報化教科指導に対
する外部環境・条件を提供することである。 
 
３ 比較分析と量的研究の限界 
（１）日本の研究が示唆するもの 
清水康敬らの研究結果によると、ICT を活用する授業に対する教師意識は異なる結果
があらわれた。ICT と授業、ICT と教師、教師と技術との関係などの課題について、も
っと深く分析することが重要であろう。もう 1 つ大切な点は、活用主体が学生中心の場
合より、教師中心の ICT 活用が高く評価された。つまり、授業の中での教師の主導的役
割の大切さが指摘されている。 
豊田充崇らの研究は、学力向上の要因について、以下のように説明している。授業で
の ICT 活用だけでは、学力向上に一律の効果が見込まれず、他の様々な指導上の要因が
関連している。学力向上の要因として、ICT 活用環境を整備したことは 1つのきっかけ
ではある。それだけではなく、授業者の行動がキーとなっている。また授業者の行動を
制御する授業者の意識はもっと大切ではないかを考える。 
田中博之らは、「教科学力」「指導力」および「IT 活用状況」という 3 者の関係に関
する研究を行い、以下の結果を得た。学力向上の根本的要因とは、あくまでも教師が備
えなければならない授業設計などの授業力や指導力にある。これを前提として、授業の
中で、よりよく教師の指導力と ICT 活用との相乗作用を発揮することが大切である。教
師の指導力と ICT 活用との相乗的な効果が達成されるかどうかは、教師の持っている教
師と技術との関係などの課題に関する深層的・哲学的意識と強くつながっていると考え
る。 
2014 年 4 月に公示された「学びのイノベーション事業」実証研究報告書によると、
デジタル教科書などの ICT の有効性が高く評価されている。例えば、ICT を活用した授
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業は効果的であると、全期間を通じて約８割以上の教師が評価している。また、約８割
の児童生徒が全期間を通じて、授業について肯定的に評価している。 
（２）中国の研究が示唆するもの 
何克抗らの科研プロジェクトに参加した研究者の論文や報告によると、「4 結合」の
展開により、次のような成果が得られた。①学生がもっと確固に語彙を身に付けられた
こと、②教科学習の中で、学生の ICT 活用能力が高まったこと、③学生の学習意欲、積
極性および情熱が高まったこと、④数学（算数）、国語の成績が上がったこと、⑤新型
の教科指導モデルを形成したこと、などである。 
孟琦らの研究結果においては以下の２つの示唆点があった。第 1に、ネットワークク
ラスと普通クラスとを比較分析した結果、①インターネットなどの情報技術の活用が学
習成績にもたらした影響・効果はあまり顕著ではない、②ネットワーククラスの学生と
普通クラスの学生との間で、学習ストラテジーの「情報加工・処理、学習補助、自己テ
スト」という 3つの項目で、有意差があり、ネットワーククラスの学生の方が、得点が
高かった。第 2に、情報化教科指導に影響する要素としては、①情報技術の活用に対す
る教師の主動的態度、②教師の情報化教科指導に対する外部環境・条件を提供すること、
である。 
（３）量的研究の限界 
以上のような研究は、多くの成果が認められる反面、質的研究を必要とする側面も否
定できない。例えば、授業で ICT 活用の有効性に関する量的研究は、研究対象となる教
師を画一化して教師の持っている意識や考えを見落としたまま、授業展開など教師の外
部行動およびこれらの行動によりできた結果に対する分析を通じて、その有効性の検証
を行っている。実際に、ICT 活用および「技術と教育」「教師と技術」などの深層的・
哲学的課題に関する教師意識は一概ではない。このような違いは、授業における ICT 活
用、その結果などに緊密に関わっていると考える。この問題は本研究の第４章で深く議
論する。 
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第 3 章 普通高校における ICT カリキュラム 
 
第 1節 日本の教科「情報科」 
 
1 教科「情報」の設置 
1999 年改訂の普通高校学習指導要領において共通教科「情報」を新設した。当初、「情
報」は、「情報 A」、「情報 B」、「情報 C」の 3科目から構成された。2008 年 1 月の中央教
育審議会答申において、「高校生の実態は多様化している一方で、情報および情報機器
等の活用が社会生活に必要不可欠な基盤として発展する中、これらを活用して高い付加
価値を創造することができる人材の育成が求められている。これらを踏まえ、情報活用
の実践力の確実な定着や情報に関する倫理的態度と安全に配慮する態度や規範意識の
育成を特に重視する。その上で、生徒の能力や適性、興味・関心、進路希望等の実態に
応じて、情報や情報技術に関する科学的あるいは社会的な見方や考え方について、より
広く、深く学ぶことを可能とするよう科目構成を見直す。」1と指摘され、「普通高校の
各学科に共通する教科情報科（教科「情報」）」が改善され、「情報 A」、「情報 B」、「情報
C」の 3科目構成を見直し、2013 年度から「社会と情報」、「情報の科学」の 2科目が設
けられた。 
 
2 「社会と情報」の主な内容 
上述のように、共通普通教科「情報」は、当初の「情報 A」、「情報 B」、「情報 C」の 3
科目の構成から、「情報 A」については発展的に解消し、「情報の科学的な理解」および
「情報社会に参画する態度」に関する内容を重視した基礎的な科目として「情報の科学」
と「社会と情報」を新設することとし た。以下では、「社会と情報」、「情報の科学」の
2 科目の内容構成を説明する。「社会と情報」の主要な内容構成は、表３―１の示す通
りである。以下では「社会と情報」の主な内容について検討する。 
（１）「情報の活用と表現」の「情報とメディアの特徴」に関する取扱い 
情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用するために、情報の特徴とメディ
アの意味を理解させる必要がある。また情報の信頼性や信憑性については、他の情報と
組み合わせることによってはじめて判断することができることを理解させ、類似の内容
                                                  
1 中央教育審議会（2008）、pp．112－113。 
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の情報について、情報の発信源を整理したり、情報の表現内容や方法の違いを比較した
りするといった、情報の信頼性や信憑性を評価する方法について習得させる。その際、
情報の表現や情報通信ネットワークの活用および情報モラルなどに関する学習内容を
確実に身に付けさせるためには、情報の特徴の理解や情報の信頼性や信憑性を評価する
方法の習得が極めて重要であることも理解させる。 
 
 
表 3－1「社会と情報」の主要な内容 
①情報の活用と表現 
②情報通信ネットワークとコミュニケーション 
③情報社会の課題と情報モラル 
④望ましい情報社会の構築 
出所：日本文部省（2010）、『普通高校学習指導要領解説・情報編』、ｐ.14。 
 
 
（２）「情報社会の課題と情報モラル」の「情報社会における法と個人の責任」に関す
る取扱い 
多くの情報が公開され流通している現状を認識させるとともに、情報を保護すること
の必要性とそのための法規および個人の責任を理解させる。多くの情報が公開され流通
している現状については、インターネットのキーワード検索機能などによって、情報の
種類の多さ、多様さを実感させるなどして理解させる。また、知的財産や個人情報の保
護と活用のバランスについて取り上げ、これらに配慮した法制度、これらを扱う上での
個人の責任について理解させ、情報の収集や発信などの取扱いに当たって適切な判断が
できるようにする。その際、著作権や産業財産権などについて具体的な事例を通して理
解させるようにする。 
さらに個人情報をどの程度提供するかは個人の判断によるが、その判断を適切に行う
ためには、個人情報の提供による利便性と危険性について事前に理解しておく必要があ
る。個人情報の保護については、身に覚えのないダイレクトメールや迷惑メールなどプ
ライバシーをめぐる様々な問題が起こっており、プライバシー保護の観点から個人情報
の保護に関連する法律の意義や内容について理解させるとともに、生徒同士の話し合い
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を通して、個人情報の保護と利用の双方の調和のとれた活用について理解を深めさせる
ようにする。 
（３）「望ましい情報社会の構築」の「情報社会における問題の解決」に関する取扱い 
情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して問題を解決する方法を習得
させる。問題を解決する方法については、問題の発見と明確化、分析、解決策の検討、
実践、結果の評価などの問題解決の基本的な流れを理解させ、身の回りにある具体的な
問題を解決する例題や実習によって、情報機器や情報通信ネットワークの適切な活用を
通して、問題を解決する方法に関する基礎的な知識と技能を習得させる。その際、問題
を解決するためには、具体的な手順を考えることが重要であることを理解させる2。問
題をより明確化し、的確な分析、検討、解決ができるようにするために、問題点を文章
などの形で具体的に記述させるところまで含めた「問題の発見」を指導する。 
問題の分析段階では、問題を解決するために必要な事柄を収集・整理する方法を学ば
せる。収集や整理の際、情報手段も活用して多様な活動ができるようにすることが重要
である。また、数学科の学習と連携して、統計的な手法を活用させることも考えられる。
収集方法としては、Ｗｅｂサイトや新聞・書籍からだけでなく、ブレーンストーミング、
アンケート調査、インタビューなどを行うことが考えられる。整理する方法としては、
得られた情報を関連付けて図解したり、表を作成して一覧の形式にまとめたり、適切な
種類のグラフを作成したりすることが考えられる。さらに、様々な文章を読み解き、意
味や内容を分析し有用な情報を見つけ出す手法であるテキストマイニング（Text 
Mining）なども考えられる。 
問題を解決する方法を検討し、実践して、結果を評価する段階では、問題を解決する
には様々な方法があること、どのような解決方法をとるかによって作業の効率や得られ
る結果が異なってくることを理解させる。これらの解決方法により問題がどのように解
決されたのか、なぜ解決されていないのか、解決されていないのであれば何が原因で、
どのようにすればよかったのか、他の方法ではどのようなことが予想されたのかなどの
評価を行うことが重要であることも理解させる。 
また、情報手段を活用する際、活用する場面や方法によっては効率を悪くする場合が
あることを理解させることも必要である。例えば、問題解決の場面で、アンケートの集
                                                  
2 「問題」という用語は、「あるべき理想の姿と現実とのギャップ」や「解決や解消を必要とする状況」
などという意味でよく用いられる。 
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計を手作業で行うグループと情報機器を用いるグループに分かれて作業させることに
より、かかる時間や手順にどのような違いが生じるかを比較させたり、それを踏まえた
上で、どの作業の部分で情報機器を用いると効果的なのかを考えさせたりすることが考
えられる。さらに、アンケートを設計する段階で、各質問項目に対して、的確な情報を
収集するとともに効率よく集計を行うためには、どのような回答形式にしておくとよい
のかを検討させておくことも考えられる。 
 
３ 「情報の科学」の主な内容 
新設された「情報の科学」の主要内容は、表３－２の通りである。 
 
 
表 3－2「情報の科学」の主要な内容構成 
①コンピュータと情報通信ネットワーク 
②問題解決とコンピュータの活用 
③情報の管理と問題解決 
④情報技術の進展と情報モラル 
出所：日本文部省（2010）、『普通高校学習指導要領解説・情報編』、ｐ.14。 
 
 
ここで、「問題解決とコンピュータの活用」の「問題解決の基本的な考え方」に関す
る取扱いを例として説明する。 
問題の発見、明確化、分析および解決の方法を習得させ、問題解決の目的や状況に応
じてこれらの方法を適切に選択することの重要性を考えさせる。問題の発見については、
生徒の身の回りから具体的な問題を発見し、記述させるなどして、問題を明確化するこ
とが大切である。解決すべき問題を文章などの形で明確に記述することによって、問題
を的確に分析し、検討し、解決するために必要な問題に対する理解を深めることができ
る。その際、他者の視点や見落としがちな観点から問題を発見させるために、ロールプ
レイなどの活動を取り入れることも考えられる。また、記述した問題を生徒が互いに読
むことによって、記述の分かりにくい部分、情報の不足などに気付かせることも大切で
ある。 
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問題の分析については、問題を解決するために必要な情報を収集し、整理することが
大切である。そこで、情報の関連性や因果関係などを図解して検討したり、数値化され
た情報については分類したり、平均値や中央値などを求めたり、散布図などの手法でグ
ラフ化して整理することなどが考えられ、そのために必要な基礎的な知識と技能を習得
させる。その際、やみくもに図解や代表値やグラフを使用するのではなく、問題の解決
方法と関連付けながら選択することが大切である。 
解決方法の考案については、問題を解消するための様々な方法を主体的に見いだすこ
とが大切である。そのためには、ブレーンストーミングを行ったり、アイディアをカー
ドに書いて整理させたり、分析の段階で作成した図解などを参照して解決方法を見いだ
したりする学習活動などを行うことが考えられる。その際、実現可能な多様な解決方法
を考案させることが大切である。 
解決方法の選択については、生徒が考案した複数の解決方法について、それぞれの長
所と短所を一覧表にまとめるなどして比較したり、長所や短所を数値化して比較したり
するなどの学習活動が考えられる。その際、問題の性質によっては、制約条件が厳しす
ぎる、取り得る選択肢が少なすぎるなどの理由により、実施可能な解決方法を見いだす
ことができない場合があることにも気付かせる。 
これら問題解決の各段階において、どのような検討を行ったか、どのような意見が出
たかなどを記録し、後から問題解決の過程全体を振り返ることができるようにすること
が大切である。 
 
第 2 節 中国の教科「情報技術」 
 
１ 普通高校「情報技術カリキュラム」の設置 
中国の急速な経済発展とともに、中国においてはコンピュータやインターネットをは
じめとする様々な情報通信技術が飛躍的に発展している。例えば、中国インターネット
情報センター（CNNIC）の第 11 回報告によると、2002 年 12 月 31 日までに中国のネチ
ズン3人口は 5、910 万人に達し、ほぼ日本のネチズン人口に相当している。その情報化
                                                  
3 ネチズンとはネット（net）と市民（citizen）を組み合わせた造語で、ネットワークを利用する人々の総
称である。インターネットを通じて世界中の人々とコミュニケーションをとれることから、国家や人種を
超えて地球全体の市民として生活していこうという概念を指す。 
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社会を担う人材を育成する情報技術教育が日々重視されている。このような背景に応じ
て、2003 年 2 月、中国教育部は「普通高校情報技術カリキュラムの標準（実験）」を公
示し、2004 年から指定普通高校において情報技術カリキュラムを実施し始めた。 
 
２ 普通高校「情報技術カリキュラム」の内容 
情報技術カリキュラムの構成は、図３－２の通りである4。つまり、第 1に、情報技
術の基礎（必修）、第 2に、アルゴリズムとプログラム設計（選修）、第 3に、マルチメ
ディア技術の応用（選修）、第 4 に、ネットワーク技術の応用（選修）、第 5 に、データ
管理技術（選修）、第 6に、人工知能の入門（選修）、などが挙げられている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
情報技術の基礎 
（必修 2単位） 
図 3－1 中国普通高校情報技術カリキュラムの内容 
 
 
必修科目の「情報技術基礎」は高校 1 年の 1 学期に開設することが勧められている。
一方、選択科目は高校 1 年 2学期かそれ以後に開設することが勧められている。このう
ち「アルゴリズムとプログラミング」は数学のカリキュラムの一部と関連するので、高
                                                  
4 中国教育部（2003）、pp.12－14。 
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校 2年 1 学期以後に開設すべきとされている。図３－３は必修科目の「情報技術基礎」
の基本内容である。 
 
 
情報技術基礎 
 
情報の処理と交流 
 
 
 
 
図 ３－２必修科目の「情報技術基礎」の内容 
なお、各選修科目の内容は以下のとおりである。 
 
 
 
 
図 3－3 アルゴリズムとプログラム設計（選修） 
   
 
 
図 3－4 マルチメディア技術の応用（選修） 
情報技術と社会 
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事例 
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図 3－5 ネットワーク技術の応用（選修） 
 
 
 
 
図 3－6 データ管理技術（選修） 
 
 
 
図 3－7 人工知能の入門（選修） 
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３ 中国普通高校の教科「情報技術」に関する分析 
必修科目の「情報技術の基礎」の中で、「情報」という概念は、極めて重要で基本的
知識である。多数の教師は、「情報」の概念に関する学習指導案および授業展開におい
て、天気予報などの「情報」の事例を取り上げ、それを討論し分析して、「情報」とい
う概念を引き出し纏めるというプロセスで学習指導を行っている。 
しかし以上のプロセスにおいて、情報の「ローカル化」が重視されていないのである。
「情報」とは、いろいろな符号を通して表現しているものであり、その中に文字・図・
画像・動画などの種類がある。「ローカル化」に配慮すれば、「中国の独特な文化特徴に
富んでいる文字・図・画像・動画などによって表現する情報とは何か」、さらに「情報
の一般的な性質や特徴と区別して、以上の情報の独特な性質や特徴とは何か」、これら
の課題を大切にすることが強調されねばならない。つまり地域の特色や多様性に合った
「カリキュラムのローカル化」が求められる。 
鈴木みどりの「メディアリテラシー」に関する議論では次にように説明されている。
「メディアリテラシーとは、市民がメディア社会を社会的文脈でクリティカルに分析し、
評価し、メディアにアクセスし、多様な形態でコミュニケーションを創り出す力を指す」
5。また、「人々の多くは、メディアが構成し提示する「現実」を多面的かつ批判的に読
み解く力を持たなければ、今日の社会にあって、民主主義に基づく自らの権利を行使し
つつ生きていくことさえ困難になっていることを自覚し始めている」6、と指摘してい
る。つまり人々は、各種のメディアを駆使して、社会活動に積極的に参与し、社会の民
主化を推進することが重要ではないかということである。 
選修科目の「アルゴリズムとプログラム設計」の中で、「プログラム設計」に関する
学習指導案および授業展開において、多数の教師の一般的なやり方は、以下の通りであ
る。「C＋＋言語」7など、プログラム言語を解説し、活用し、ある問題の解決を目指し
て授業展開を行っている。 
周知のように、今までほとんどのプログラミングはすべてローマ字で開発されている。
プログラミングを母語で開発することができるのか、その目的に向かって、もっと努力
し、実現できるように情報技術教育関係者が力を合わせて、検討し開拓することが重要
                                                  
5 鈴木みどり編（2001）、ｐ．4。 
6 同上、p．2。 
7 「ｃ++言語」とは、オブジェクト指向型プログラミングのために生まれたｃ言語である。 
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である。この角度からいうなら、情報技術カリキュラムの「ローカル化」は、一番大切
な課題ではないかと思われる。 
選修科目の「マルチメディア技術の応用」に関する授業展開においても、様々なマル
チメディア技術を利用して、簡単にホームページなどの作品を作り上げることだけでは
不十分である。アニメーションなどマルチメディア技術で作られた作品が、どのように
中国および各地域の民族文化や芸術思想を表現するのかが、もっと焦点になるべきでは
ないかと考えている。 
 以上の議論を簡単にまとめると、普通高校の教科「情報技術」の授業設計と展開は、
国および各地域の特徴をよりよく配慮し、カリキュラムの「ローカル化」を目指すこと
が重要である、ということである。つまり、「情報技術」の展開によって、地域の経済
や文化の活性化を促進する学生の情報リテラシーの育成および向上の大切さを指摘し
たい。これは、中国の教科「情報技術」にとってもっと緊急な課題ではないかと考える。
この点について第 5 章においてさらに検討する。 
 
第３節 両国におけるローカルカリキュラムの提案 
 
１ ローカルカリキュラムの定義 
現代社会は、今までの枠組みだけでは解決できない様々な課題、例えば国際開発、環
境、貧困問題、格差問題、地域活性化問題など、より地域に密着したローカルな視点で
グローバル・イシューを捉え、その解決に向けての政策形成・実施・評価のプロセスを
求めている。特に情報教育問題はこのような観点が求められる。つまりローカル的視点
である。 
文部科学省が出している『学習指導要領』においてローカルカリキュラムという概念
は示されていない。しかし、『世界のメディア教育政策―ビジョン・プログラム・チャ
レンジ―』8において、「グローカル」カリキュラムという概念が提出されている。この
概念では、グローバルとローカルな現実の間を往還できるような生徒の能力を発達させ
るものであること、学校を日常生活の状況に近づけようとするものであることを論じた。
                                                  
8 国連文明の同盟とユネスコ、欧州委員会、グルーポ・コミュニカが 2009 年に協力して出版した
『Mapping Media Education Policies in the World Visions,Programmes andChallenges』の日本語訳で
ある。監訳者代表は法政大学の坂本旬である。 
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さらに言えば、学校や教室を日常生活の状況と課題に効果的、批判的、創造的に結びつ
け、コンピテンシー発達の基礎となるグローバルからローカルまでの（グローカルな）
現実と統合したカリキュラムを重視ている。このような考え方に基づくと、カリキュラ
ムは全国共通の「コアカリキュラム」と、地域ごとに地域色を活かした「ローカルカリ
キュラム」に分けることができる。 
 例えば、共通教科情報科の「社会と情報」のねらいは、情報社会に積極的に参画する
態度を育てることである。その際、情報を適 切に活用し表現する視点から情報の特徴
や情報社会の課題について、情報モラルや望ましい情報社 会の構築の視点から情報化
が社会に及ぼす影響について理解させ、情報機器や情報通信ネットワー クなどを適切
に活用して情報を収集、処理、表現するとともに効果的にコミュニケーションを行う た
めに必要な基礎的な知識と技能を習得させることもねらいとしている9。科目「社会と
情報」のねらいをこのように定めると、その主な内容な、「情報の活用と表現」、「情報
通信ネットワークとコミュニケーション」、「情報社会の課題と情報モラル」、「望ましい
情報社会の構築」で構成される。この内容がいわゆるコアカリキュラムとなるのである。
本研究で主張したいのは、このコアカリキュラムに、例えば佐賀の場合は「『有田焼』
を世界に知らせる学習」、私の出身地であるモンゴルにおいては、「モンゴル語の効果的
な学習」などといったローカルカリキュラムの編成である。 
 現在、いわゆる「グローバル」や「ナショナル」に対応する「ローカル」という地域社
会は、様々な地域課題に直面し、疲弊し、希望を失いながらなお生き残るために必死に取
り組んでいる。何が問題なのか、なぜ解決できないのか、その根本的原因は何か、どのよ
うな状態がベターベストなのか、またそれを確実に実現するためにはどのような方法がよ
り効果的なのかなど、解決すべき問題は山積している。そしてこれらの課題解決のために
は、地域社会を担う次代の人材育成こそが必要不可欠である。そしてその役割が学校教育
課程における「コアカリキュラム」（ナショナルカリキュラム）に対応する「ローカルカリ
キュラム」（カリキュラムのローカル化）に期待されている。もちろんこの概念は定義上ま
だ確定されていない。現時点においては「あるべき理念」として検討されているに過ぎな
い。 
しかしこの方向性は、日本の中央集権体制や一元的管理社会といった概念に対抗する新
しい概念として、1999 年の「地方分権一括法」や 2011 年の「地域主権一括法」といった
                                                  
9 文部科学省（2012）、『高等学校学習指導要領解説情報編』、p.16。 
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「国と地方との関係は対等・平等であること」「自治立法権の拡大による地方政府の確立」
あるいは「生活者の視点に立つ地方政府の確立」といった動きと軌を一にしていると考え
られる。 
その意味で、本研究は、「情報化時代におけるカリキュラムのローカル化」の流れについ
て中日比較研究を通じて明らかにしようとしたものである。「カリキュラムのローカル化」
とは、すなわち「地域社会の独自性や特徴」や「学生の主体性や多様性」などに対応した
「情報リテラシー」を、コアカリキュラムの中身に「どれだけローカル化を取り込めるか」
という課題である。このローカルカリキュラムの実現には、学校と教師と学生と地域住民
のネットワーキングと、さらに次のようないくつかの基本理念の実現化に積極的・意欲的
に取り組むべきであるということが切実に主張されている。 
この「ローカルカリキュラムの基本理念」として、以下のいくつかの要点が挙げられる。
つまり、 
①多元的価値を指向すること。カリキュラムの設置・開発に当たり、多元的価値観が重視
されなければならない。 
②問題解決型（地域の身近な課題）の学習指導に取り組むこと。 
③地域社会の独自性と主体性を尊重すること。 
④教師の裁量と選択の幅を拡大すること。 
⑤学生の多様で異質なニーズを反映すること、などである。 
 これを図式化すると、およそ図３－８のような概念図になる。 
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図３－８ ローカル化を目指す ICT カリキュラムの理念 
 
 
２ 日本普通高校「情報科」のローカルカリキュラムのモデル試案 
  ここでは、科目「社会と情報」を例として取り上げる。科目「社会と情報」において、如何に地
域の独自性に配慮して、地域の発展に寄与する授業内容を構築するか、つまり、ローカル化
を目指す科目としての「社会と情報」の「カリキュラム試案」を作成してみよう。 
表３－３と表３－４は、ある普通高校科目「社会と情報」の「年間指導計画例」と「学習指導
案」である。この「年間指導計画例」と「学習指導案」をベースとし、上述のアイディアや考え取
り入れ、地域特徴を活かす「社会と情報」の指導計画と学習指導案を提案する（太字は提案の
内容である）。この提案は、表３－５と表３－６に示されている。 
 
 
表 ３－３ 科目「社会と情報」の年間指導計画例 
内  容 配当 座学 実習
（1）情報の活用と表現 18 9.5 8.5 
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ア 情報とメディアの特徴 
イ 情報のデジタル化 
ウ 情報の表現と伝達 
4 
6 
8 
3.0 
4.5 
2.0 
1.0 
1.5 
6.0 
（２）情報通信ネットワークとコミュニケーション 
ア コミュニケーション手段の発達 
イ 情報通信ネットワークの仕組み 
ウ 情報通信ネットワークの活用とコミュニケーション 
20 
4 
8 
8 
10.5 
3.0 
5.5 
2.0 
9.5 
1.0 
2.5 
6.0 
（３）情報社会の課題と情報モラル 
ア 情報化が社会に及ぼす影響と課題 
イ 情報セキュリティの確保 
ウ 情報社会における法と個人の責任 
18 
6 
6 
6 
12.0 
4.0 
4.0 
4.0 
6.0 
2.0 
2.0 
2.0 
（４）望ましい情報社会の構築 
ア 社会における情報システム 
イ 情報システムと人間 
ウ 情報社会における問題の解決 
14 
4 
6 
4 
10.0 
3.0 
4.5 
2.5 
4.0 
1.0 
1.5 
1.5 
合  計 70 42 28 
出所：本村猛能・角和博・森山潤・本郷健・内桶誠二・工藤雄司・山下利秀・中村隆敏（2010）、 
『情報科教育法』、学術図書出版社、pp.154－155。 
 
 
表 ３－４ 「社会と情報」の学習指導案 
科目「社会と情報」学習指導案 
○○高等学校  第○学年○組 
平成○年○月○日（○）第○校時 
場所 ○○ 指導者 ○○ 
題材 
（単元） 
（２）情報通信ネットワークとコミュニケーション 
 ウ 情報通信ネットワークの活用とコミュニケーション 
教科書名 
出版社名 
目標 
1 コミュニケーションの目的に応じて、情報通信ネットワークを効果的活用する方
法を習得する。 
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２ 情報通信ネットワークを活用したコミュニケーションにおけるモラルやマナーを
理解する。 
指導計画 
第１・２時 コミュニケーション手段の種類 
 ・コミュニケーションとは何かを理解する。 
 ・コミュニケーションの目的と情況に応じた伝達手段を習得する。 
第３・４時 情報通信ネットワーク上でのコミュニケーション方法① 
 ・電子メール、電子掲示板、TV 会議システムなどのコミュニケーション 
手段の効果的な活用方法を習得する。 
第５・６時 情報通信ネットワーク上でのコミュニケーション方法② 
 ・ウェブサイトやブログなどの一般に公開されるコミュニケーション手段 
の効果的な活用方法を習得する。 
第７・８時 コミュニケーションにおける情報モラル 
 ・コミュニケーションを行う上での情報モラルを理解する。 
留意点 
○題材（単元）観 
 ・ネットワーク上のコミュニケーション手段を知り、目的や状況に応じた効果的な
活用ができるようにさせる。 
 ・相手の立場を理解したコミュニケーションができるように、情報モラルを身に付
けさせる。 
○生徒・学級の実態 
 ・前次に情報通信ネットワークの仕組みについて学習している。 
○指導上の基本方針や留意点 
 ・最初は、校内に限定したコミュニケーション実習を行うことによって、情報交換
を行う場合の情報モラルを体験的に習得させる。 
 ・電子メールなどで宛先を間違った場合によって、どのようなことが起こるかシミ
ュレーションをして理解させる。 
 ・情報モラルは、日常生活におけるモラルやマナーの延長であることを認識させ
る。 
出所：本村猛能・角和博・森山潤・本郷健・内桶誠二・工藤雄司・山下利秀・中村隆敏（2010）、 
『情報科教育法』、学術図書出版社、pp.156－157。 
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表 ３－５ 科目「社会と情報」の年間指導計画への提案 
内  容 配当 座学 実習
（1）情報の活用と表現 
ア 情報とメディアの特徴（ICT 時代と個人の生活） 
イ 情報のデジタル化 
ウ 地域情報の表現と伝達（現状と課題） 
18 
4 
6 
8 
9.5 
3.0 
4.5 
2.0 
8.5 
1.0 
1.5 
6.0 
（２）情報通信ネットワークとコミュニケーション 
ア コミュニケーション手段の発達 
イ 情報通信ネットワークの仕組み 
ウ 地域情報通信ネットワークの活用とまちづくり活性化 
20 
4 
8 
8 
10.5 
3.0 
5.5 
2.0 
9.5 
1.0 
2.5 
6.0 
（３）情報社会の課題と情報モラル 
ア 情報化が社会に及ぼす影響と課題 
イ 情報セキュリティの確保 
ウ 地域情報社会における地域主体のネットワーク化 
18 
6 
6 
6 
12.0 
4.0 
4.0 
4.0 
6.0 
2.0 
2.0 
2.0 
（４）望ましい情報社会の構築 
ア 社会における情報システム 
イ 情報システムと人間 
ウ 情報社会における地域問題解決への取り組み 
14 
4 
6 
4 
10.0 
3.0 
4.5 
2.5 
4.0 
1.0 
1.5 
1.5 
合  計 70 42 28 
注：表３－３をローカルカリキュラムとして修正 
 
 
表 ３－６ 「社会と情報」の学習指導案への提案 
科目「社会と情報」学習指導案 
○○高等学校  第○学年○組 
平成○年○月○日（○）第○校時 
場所 ○○ 指導者 ○○ 
題材 
（単元） 
（２）情報通信ネットワークとコミュニケーション（仮） 
ウ 地域情報通信ネットワークの活用とまちづくり活性化 
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目標 
1 情報社会における情報通信ネットワークとコミュニケーションの効果的活用方
法について習得する。 
２ 情報化時代におけるまちづくり政策と地域社会の活性化のあり方について学
習する。 
指導計画 
【第１・２時】情報社会におけるコミュニケーション 
・コミュニケーションとは何かを理解する 
 ・コミュニケーションの目的と情況に応じた伝達手段を習得する 
【第３・４時】情報通信ネットワーク上でのコミュニケーション方法 
 ・電子メール、電子掲示板、TV 会議システムなどのコミュニケーション手段の効
果的な活用方法を習得する。 
 ・課題発見―原因解明―解決案の情報収集と作成―プレゼンと相互評価―振
り返り・考察・自己評価 
【第５・６時】情報化時代におけるとまちづくりのあり方 
 ・ウェブサイトやブログなど一般に公開されているコミュニケーション手段を活用
して、まちづくりのあり方を学習する。 
 ・フィールドワークに出掛け、住民にインタビューしたり、アンケート調査を実施 
する。 
【第７・８時】佐賀まちづくり提案書の作成と発表 
 ・全国から地域社会から先進的・革新的なまちづくり事例を収集し、比較検討
し、まとめ上げる。 
 ・自分たちのアイディアとして企画提案書を作成し、行政に提案したり、ネット 
発信したりする。 
 
留意点 
○題材（単元）観 
 ・グローバル・ナショナル・ローカル・パーソナルなどをつなぐ様々なネットワーク
とコミュニケーションの在り方について理解を深める。つまりグローバル化とロ
ーカル化の矛盾し合う問題の調和と融合を図る。 
 ・多元的価値観が共生する社会の創造を目指す。 
○生徒・学級の実態 
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 ・生徒の個性や発達段階や多様なニーズに対応する。 
○指導上の基本方針や留意点 
・国際社会や国家の動向に合わせて、地域社会独自の教育思想や地域文化
の実態や特色についても反映させる。その地域社会で起きている社会問題
についても例示して説明する。 
  ・身近で現実的な地域問題解決型の授業実践に意欲的に取り組む。 
 
 
この提案のポイントをまとめると、佐賀のまちづくりなどの地域の課題を巡って、生
徒の電子メールなどの情報手段を活用して、実際の課題の解決を向かうコミュニケーシ
ョンのスキルと能力を育成し向上することを重視している。 
 
３ 中国普通高校「情報技術」の学習指導への提案 
（１）ローカルカリキュラムの必要性 
前に述べたように、2003 年に中国普通高校の「情報技術課程の基準」が公示されて
10 年が過ぎている。社会環境は日々に変化しつつあり、このような変化や学生の多様
性に対応できる「情報技術」の改善が期待されている。 
その情報技術課程の根本的な目的は、学生の情報リテラシーを育成し向上することで
ある。中国の専門家たちが情報リテラシーの多元的価値指向を強調しているが、情報リ
テラシーに関する論述は抽象的印象付けになり、具現化や切実性が欠けているという課
題が明らかになっている。さらに「情報技術」の科目は、大学入試科目に入られていな
いままなので、現実には、「情報技術」はあまり重視されていない。 
普通高校の教科「情報技術」の授業設計と展開は、学生のリテラシーの育成および向
上を具現化するために、学生が置かれている地域の特徴や抱えている様々な課題に向か
って、その各地域の特徴や課題をよりよく配慮し、カリキュラムの「ローカル化」を目
指すことが重要ではないかと考える。つまり、「情報技術」の展開によって、地域の経
済や文化の活性化を促進する学生の情報リテラシーの育成および向上の大切さを指摘
したい。これは、中国の教科「情報技術」にとってもっと緊急な課題ではないかと考え
ている。 
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（２）学習指導への提案 
表３－７は、必修科目の「情報技術基礎」の内容と基準である。また表３－８は、あ
る高校の「第 1章情報の収集」における「情報」の学習指導の事例である。この学習指
導の事例をベースとし、ローカル化を取り入れた「基準」と「学習指導」を提案する。
この提案は表３－９と表３－１０に示されている。 
 
 
表３－７ 必修科目の「情報技術基礎」の内容と基準 
項 目（章） 内容と基準 
 
 
 
情報の収集 
・情報の基本的な特徴を述べ、情報技術の応用の実例を列挙し、
情報技術の歴史と発展の動向を予見し理解できること。 
・情報の出典の多様性と実際の意味を知り、問題によって情報の
要求と情報の出典を確定でき、そして、適当な方法で情報を収集
すること。 
・ネットワークの情報検索のいくつかの主な策略と技巧を掌握し、
合法的にネットワークの情報が取れること。 
・情報価値の判断方法を掌握し、情報を鑑別・評価できること。 
 
 
 
 
情報の加工と表現 
・任務の要求によって、巧みに文字や図表などの処理のソフトウ
ェアを利用して、情報を加工し、意図を表現できる。適切なソフ
トウェアを選んで、マルチメディアの情報を処理して、主題を表
し、創意を表現する。 
・情報に関するルールやマナーおよび規範をきちんと守って、ネ
ットワークなどの媒介で情報を発表し、思想を表現する。 
・初歩的にコンピュータの情報処理のいくつの基本的な方法を掌
握し、工作過程と基本的な特徴を認識する。 
・一部の知能情報処理のソフトウェアの使用を通して、基本的な
工作のプロセスを体験し、実際の応用価値を理解する。 
 
 
・実際の操作や現場の考察を通して、目下の一般的な情報資源管
理の目的と方法を理解し、各方法の特徴を述べ、その合理性を分
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情報資源の管理 析する。 
・一般的なデータベースの応用の系統の使用を通して、データベ
ースで大量のデータを保存・管理することを実感し、高効率の検
索した優勢を実現する。 
・簡単なデータベースに対する解剖・分析を通して、データベー
スでの情報管理の基本思想と方法を理解する。 
 
 
 
 
情報技術と社会 
・情報技術の社会・科学・技術の発展および個人生活や学びに対
する影響を探究する。 
・現代の情報交流のルートを利用して、幅広くに協力を展開し、
学習や生活の中の問題を解決する。 
・情報に関する法律・法規を自覚的に守る意識を増強し、責任感
を持って、情報の実践に参加する。 
・インタ－ネットを使用するうちに、ネットワークの使用規範と
そのモラルの基本的な内容を認識する。不良な情報を識別し、防
ぎ止めることができる。情報交流の中でセキュリティの意識を確
立する。 
・情報セキュリティの意識を確立して、ウイルスの用心、情報の
保護の基本方法を習得できる。コンピュータの犯罪の危害性を理
解し、安全的な情報活動の習慣を形成する。 
・情報技術がもたらす可能性のある心身の健康に不良な要素を弁
別し、合理的・健康的に情報技術を使う習慣を身につける。 
出所：中国教育部（2003）、「普通高校情報技術カリキュラムの標準（実験）」、pp.6-8。 
 
 
表３－８「情報の収集」における「情報」の学習指導 
「情報」の学習指導案 
○○高等学校  第○学年○組 
○年○月○日（○）第○校時 
場所 ○○ 指導者 ○○ 
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目標 
１．知識と技能 
（１）豊富多彩な情報を感じて、情報の媒介や形に関する知識を身に付け、情
報の一般的特徴を理解する 
（２）生活の中で具体的な例を取り上げて、情報の特徴を説明できる。 
（３）情報が生活および社会にもたらした影響を理解する。 
（４）学生の情報収集の能力及び実際の課題を解決する能力を育む。 
２．過程と方法 
教師の指導の下で、グループ討論および自身の体験を通じて情報の特徴や役
割、社会にもたらした影響を深く理解する。 
３．感情、態度および価値観 
（１）実践活動の展開によって、学生の学習の意欲を引き起こす。 
（２）需要によって主動的に情報を収集する。 
授業の流れ 
段階 教師の活動 学生の活動 設計の意図 
 
 
導入
の 
段階 
教師：みなさん、こんにちは。私は何
でうれしい顔をしていると思います
か。 
 
教師：みなさんと会うことで、興奮し
てたまらないのです。 
 
教師：来る前に、みなさんの個人情報
を調べて、全部分かっています。私は
「情報」の教師ですよ。 
学生：少し訝り 
ながら 
 
 
学生：笑う 
 
学生：…… 
 
みなさんと親
しい関係が形成
されるようにす
る。 
 
 
「情報」に気づ
かせるように、
故意に「情報」
という言葉を言
い出した。 
展開 
の 
段階 
教師：みなさん、私のことをどのぐら
い知っていますか？前に調べたことが
ありませんか？  
始めまして、一つの物語を話します、
学生：知りません、
お名前だけ知って
います。 
 
授業前の準備
の必要性および
「情報の収集」
に意識づけさせ
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この物語に対するみなさんの考えを話
してもらいたい。 
 ウォルマート会社のある店長は、毎
週のある日にビールとおむつの販売量
が共に引き上げることに気付きまし
た。その原因を調査し分析しました。
分析の結果によりますと、この２つの
商品の買主は、殆ど 25 歳―35 歳の間
の、家に赤ちゃんがある男性であるこ
とが明らかになりました。また、買い
物の時期は週末であった。さらにその
相関関係のあるデータを分析すると、
これらのお客さんたちが、夜にいつも
ビールを飲みながら野球の試合をみる
と同時に、子どもの世話をします。便
利のため、使い捨てのおむつを買いま
す。そこで、ウォルマート会社がこの
２種類の商品を一緒に販売することに
しました、すると売り上げは顕著的に
引き上がりました。 
 
この物語から何か分りましたか？ 
 
教師：みんなの答えは、そのとおりの
理由がありますね。情報は物質とエネ
ルギーと並んで、重要な資源になって
います。 
それでは、みなさんに情報に対する
個人の理解を説明させてもらいたい。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学生： 
調査をして、価値の
ある情報が得られ
ましたのです。 
…… 
 
 
 
 
る。 
 
 
 
 
 
 
学生に主動的
に情報の源泉、
情報の役割など
を分析させる。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
情報の概念を引
き出す 
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（スライドにより提示） 
みなさんに昔の結縄、烽火台、伝書
鳩などの情報の収集・伝達・表現の手
段の映像を観察させる。さらに、これ
らの手段に関連がある熟語を説明す
る。 
（スライドで情報のいくつかの定義を
提示する） 
 
教師：情報の概念について勉強しまし
た。さらに、討論してみよう、教科書
の中に示されている例の他、その他に
どんな情報がありますか？ 
 
（スライドで回りの情報資源の例を提
示する） 
教師：情報は実物ではない、ある媒介
や実物を通じて表されるものである。
情報の伝達の過程は下の図のように示
されている。 
情報の発信——何を通じて——どんな形
で——情報の受信——効果と作用 
 
教師：情報は 1 つの資源として、いく
つかの特徴があります。 
（コースウエアを通じて、次の事件の
映像を提示し、みなさんに情報の特徴
 
 
学生：情報の概念を
討論する。 
 
 
 
 
 
学生：討論 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学生：グループで探
究し交流する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学生に再び情
報の実質につい
て考えさせる。
 
第３章 普通高校における ICT カリキュラムの設置および実施 
 
教育情報化におけるローカルカリキュラムと教師の意識に関する日中比較研究（王）  82 
 
に関して討論させる） 
群盲評象、赤壁の戦い、ワールドカッ
プ…… 
 
教師：情報の特徴をまとめる 
媒介への依存 
価値性 
時効性 
伝達性 
共有性 
…… 
教師：情報の真偽性についてみなさん
に討論させる。 
孔明の「空城計」という物語をめぐ
って 
 
 
 
ま と
め の
段階 
教師：情報の概念、特徴および生産生
活のもたらした影響についてまとめ
る。 
  
出所：中国浙江省温州市ある高等学校の○○先生の学習指導の資料より 
 
 
表３－９ 必修科目「情報技術基礎」における「情報の収集」の内容と基準への提案 
項 目（章） 内容と基準 
 
 
 
情報の収集 
・情報の基本的な特徴を述べ、情報技術の応用の実例（地域における
事例を中心に）を列挙し、情報技術の歴史と発展の動向を予見し理解
できること。 
・情報の出典の多様性と実際の意味を知り、地域の実際課題や問題に
よって情報の要求と情報の出典を確定でき、そして、適当な方法で情
報を収集すること。 
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・地域のあるネットワークを事例として、ネットワークの情報検索の
いくつかの主な策略と技巧を掌握し、合法的にネットワークの情報が
取れること。 
・情報価値の判断方法を掌握し、情報を鑑別・評価できること。 
 
 
表３－１０「情報の収集」における「情報」の学習指導への提案 
「情報」の学習指導案 
○○高等学校  第○学年○組 
○年○月○日（○）第○校時 
場所 ○○ 指導者 ○○ 
目標 
１．知識と技能 
（１）豊富多彩な情報を感じて、情報の媒介や形に関する知識を身に付け、情
報の一般的特徴を理解する。 
（２）生活の中で具体的な例を取り上げて、情報の特徴を説明できる。 
（３）情報が生活および社会にもたらした影響を理解する。 
（４）学生の情報収集の能力および実際の課題を解決する能力を育成し向上す
る。 
２．過程と方法 
教師の指導の下で、グループ討論および自身の体験を通じて情報の特徴や役
割、社会にもたらした影響を深く理解する。 
３．感情、態度および価値観 
（１）実践活動の展開によって、学生の学習の意欲を引き起こす。 
（２）需要によって主動的に情報を収集する。 
 
授業の流れ 
段階 教師の活動 学生の活動 設計の意図 
 
 
教師：みなさん、こんにちは。私何で
うれしい顔をしていると思いますか。
 みなさんと親
しい関係が形成
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導入
の 
段階 
 
教師：みなさんと会うことで、興奮し
てたまらないのです。 
 
教師：来る前に、みなさんの個人情報
を調べて、全部分かっています。私は
「情報」の教師ですよ。 
 
⇒提案：2013 年 1 月に、温州市は建設
部に第一陣の国家知恵都市と指定され
ました。この情報は、みなさん知って
いますか？ 
温州人は東方のユダヤ人と言われて
います。なぜですか？ 
されるようにす
る。 
 
 
「情報」に気づ
かせるように、
故意に「情報」
という言葉を言
い出した。 
 
⇒提案：地域の
実情に注目させ
る。 
 
 
 
 
 
 
 
展 開 
の 
段階 
教師：みなさん、私のことをどのぐら
い知っていますか？前に調べたことが
ありませんか？  
始めまして、２つの物語を話します、
この物語に対するみなさんの考えを話
してもらいたい。 
 １つ目の物語 
ウォルマート会社のある店長は、毎
週のある日にビールとおむつの販売量
が共に引き上げることに気付きまし
た。その原因を調査し分析しました。
分析の結果によりますと、この二つの
商品の買主は殆ど25歳―35歳の間の、
家に赤ちゃんがある男性であることが
明らかになりました。また、買い物の
学生：知りません、
お名前だけしって
います。 
 
 
 
 
学生： 
調査をして、価値の
ある情報が得られ
ましたのです。 
…… 
 
 
 
授業前の準備
の必要性および
「情報の収集」
に意識づけさせ
る。 
 
 
 
 
 
 
学生に主動的
に情報の源泉、
情報の役割など
を分析させる。
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時期は週末であった。さらにその相関
関係のあるデータを分析すると、これ
らのお客さんたちが、夜にいつもビー
ルを飲みながらボールの試合をみると
同時に、子どもの世話をします。便利
のため、使い捨てのおむつを買います。
そこで、ウォルマート会社がこの 2 種
類の商品を一緒に販売することにしま
した、すると売り上げは顕著的に引き
上がりました。 
２つ目の物語 
⇒提案：温州の商売名人王岳崧（1850
－1924）は、起草し制定した「温州府
の商会章程（試案）」においては、調査
研究の重要性を重視しています。それ
はなぜですか？ 
 
この物語から何かを分りましたか？ 
 
教師：みんなの答えは、そのとおりの
理由がありますね。情報は物質とエネ
ルギーと並べて、重要な資源になって
います。 
それでは、みなさんに情報に対する
個人の理解を説明させてもらいたい。
（スライドにより提示） 
みなさんに昔の結縄、烽火台、伝書
鳩などの情報の収集・伝達・表現の手
段の映像を観察させる。さらに、これ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学生：情報の概念を
討論する。 
 
 
 
 
 
学生：討論 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
情報の概念を引
き出す。 
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らの手段に関連がある熟語を説明す
る。 
（スライドで情報のいくつかの定義を
提示する） 
 
教師：情報の概念について勉強しまし
た。さらに、討論してみよう、教科書
の中に示されている例の他、その他に
どんな情報があるんですか？ 
 
（スライドで回りの情報資源の例を提
示する） 
教師：情報は実物ではない、ある媒介
や実物を通じて表されるものである。
情報の伝達の過程は下の図のように示
されている。 
情報の発信——何を通じて——どんな形
で——情報の受信——効果と作用 
 
教師：情報は 1 つの資源として、いく
つかの特徴があります。 
（コースウエアを通じて、次の事件の
映像を提示し、みなさんに情報の特徴
に関して討論させる） 
群盲評象、赤壁の戦い、 
ワールドカップ…… 
 
教師：情報の特徴をまとめる 
媒介への依存 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学生：グループで探
究し交流する 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
学生に再び情
報の実質につい
て考えさせる。
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価値性 
時効性 
伝達性 
共有性 
…… 
教師：情報の真偽性についてみなさん
に討論させる。 
孔明の「空城計」という物語をめぐ
って 
 
⇒提案：温州市にある会社の最高責任
者鄭氏は、社会へ虚偽の情報を発信し、
非合法的に資金調達をしました。これ
についてどう思いますか。 
ま と
め の
段階 
教師：情報の概念、特徴および生産生
活のもたらした影響についてまとめ
る。 
  
 
この提案のポイントは、生徒に温州市の実情に注目させて、また、温州市の歴史名人
の物語を通じて、情報の概念、重要性および特徴に関する学習指導を展開することを強
調している。 
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第４章 ICT 活用に対する教師の意識 
 
教科指導（学習指導）における ICT 活用（中国の場合は情報技術と課程との整合と
いう）の有効性は、あくまでも、教育現場で働いている教師の意識および行動に左右さ
れる。ICT 活用に対する教師の意識、中でも「教師と技術との関係」などの課題に対す
る深層的・哲学的意識は、根本的・長期的要素として、ICT 活用の効果に大きく関わっ
ていると考える。本章においては、技術哲学および教育工学の視角から「教師と技術と
の関係」という課題を検討し、さらに、日本と中国における「事例研究」および「会話
分析」を中心として、それぞれ異なる「教師の意識」を分析する。 
 
第１節 教師・指導力・技術 
 
１ 教師と技術 
日進月歩に進化している最新科学技術として、ICT は絶えずに教育分野に導入・活用
されている。教育現場の教師が ICT に対してどのような認識を持っているか。ICT と教
師との関係はどのように意識されているかなど、これらの認識や意識が、「教科指導に
おける ICT 活用」の効果に緊密な相関関係をもつ。 
人間にとって、技術は人工物を作る働きであると同時に、人間自身を作る活動である。
つまり「人間はその本性から、つまりその存在形式の根拠に基づいて、人工的であり」、
人間の本性が「技術的である」1。人間と技術の関係は切り離せない繋がりを持ってい
る。 
（１）「人間と技術との関係」に関する技術哲学の最新研究成果 
 技術は人間の創造物として、人間の本質力の外部的表現であり、人間の本質力が対象
化された産物に過ぎない。人間が技術を創造・利用する過程の実質は、主体の人間と客
体の技術との相互作用の過程である。言い換えれば、技術の本質と人間の本質とは、内
的一致性という特徴を持っていて、技術は人間の本質の外部的表現であり、人間の本質
は技術の内部的根拠となっている。人間と技術が相互作用・相互影響し、その実質は、
主体の客体化(対象化)と客体の主体化(非対象化)の弁証法的統一の過程である2。 
                                                  
1 村田純一（2010）、p.14。 
2 牟焕森（2001）、p.52。 
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 主体の人間が、特定な目的や意図に基づいて、各種な自然物や人工物に働きかけ、新
しい人工製品を創造し、改造したりしている。この過程において主体の客体化がなされ、
人間の本質力が対象化されている。この過程は「技術の人間化3」とも言える。 
 一方、人間が主観能動性を発揮し、技術の客観的法則および規律を認識し、把握し、
技術的活動の規則とプロセスを認識して、技術の機能や働きを自身の実践能力に転化さ
せ、人間自身の本質力を充実・向上させている。この過程においては、客体の主体化が
なされ、人間の本質力としての技術が非対象化されている。この過程は、「人間の技術
化4」とも言える。 
 「技術の人間化」と「人間の技術化」は、相互影響、相互作用によって、技術と人間
との「相互的構築」が実現されることである。我々は、必ず教師の主体的実践活動、つ
まり教育実践に立脚し、教師と技術(教育技術)との主体/客体の双方向の内的メカニズ
ムを考察するわけである。教育実践はまさに教育技術の展開過程であり、真の教育技術
がいつでも他人から与えられた既成のものではなく、真に教育過程や教育活動に組み入
れた技術が、必ず教師自身の活動序列や方式に盛り込まれるわけである。明らかになっ
ていることは、このような過程は主に教師個人の意識や自らの行動により成り立って、
展開されているものである。 
 実質は、教育技術（技術）が教師の精神的内部世界の対象化された表現と見なされ、
教育技術（技術）の発展と教師自身の発展が、同一過程の 2つの側面なのである。 
（２）教師の発展（教師教育）研究における「二重欠如」の現状 
教科指導（学習指導）が複雑で創造的な活動であり、各種の要素（例えば、社会、心
理、文化、技術などの要素である）からの影響を受けている。教師の職業特徴は多次元
性と総合性を持っている。教師職業には異なる属性あるいは発展規律が表されている。
したがって、教師職業にとって多次元の視角からの研究を行い、全面的認識を把握する
ことが必要である。伝統的な教育学の他、教育哲学、教育心理学、教育社会学、教育管
理学、教育工学などのサブ学科からも教師を専門的な研究対象としている「教師学」も
誕生している。 
研究視野（領域）別により、目下の教師発展の研究は大別して 2 種類に分けられる。
1 つは、教育学視野（領域）において教師発展に関する理論研究であり、もう 1 つは、
                                                  
3 李美鳳（2011）、p.47。 
4 同上、pp.47-48。 
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教育工学視野（領域）におけるいわゆる「教師教育情報化」「情報化における教師の専
門化」という教師発展の研究である。以下では、2 つの教師発展の研究の中に存在して
いる「二重欠如5」という現状と課題に関して議論する。 
① 教育学視野（領域）において教師発展の研究の中で「技術」の欠如 
教育学視野（領域）における教師発展に関する研究の中で、技術が教師発展にもたら
した影響に関する研究は少ない。それに関する研究は、技術とは「どのように使うか」
「どのように使ったらいいか」といった問題に答えているに過ぎず、操作レベルの実践
的問題と見なされている。総じて言えば、教育学視野（領域）からの教師発展の研究が
教師本体――さらに言うと、人間本体に注目して、教師と技術との関係から教師問題を
分析することを充分に認識していなかった。つまり技術の視角から教師発展の研究を認
識してなかったのである。 
② 工学視野(領域)において教師発展の研究の中で「理論」の欠如 
理論の欠如が、目下の教育工学視野（領域）において教師発展に関する研究の現状で
ある。大量の新しい技術が絶えず教育活動（分野）に導入されたことによって、教師と
技術との関係が教育実践の中で一層緊密になってきている。情報技術・教育技術に関す
る教師の研修活動が盛んなことからもこのような状況が読み取れる。 
教師発展に関する研究の中で、技術関係の研究の大部分が、教育工学視野（領域）に
おいて行われている。中国における教育工学視野（領域）の研究は、初期段階から技術
学的背景をもって行われ、多くの研究者は物理学・電子・数学・コンピュータなどの領
域からの出身者である。 
このような研究において、技術を教師の教科指導（学習指導）および授業活動の補助
的手段や道具に過ぎないと認識し、適当に技術を使用すれば、教科指導(学習指導)の効
果を高めることができると簡単に信じている場合が多い。だから、教師が新しい技術の
使い方を身に付けることを前提としている。こういう理念と認識が数多くの教育工学研
究者の主導的理念となっており、教師に対する技術の役割をミクロレベルの教科指導の
中で議論する。つまり、新しい技術応用の教科指導（学習指導）のモデル、教科指導（学
                                                  
5「二重欠如」とは、教育学視野（領域）において教師発展の研究の中で「技術」の欠如、工学視野(領域)
において教師発展の研究の中で「理論」の欠如ということを指す。 
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習指導）の戦略、教科指導（学習指導）の評価などへの新しい技術導入や使用方法が理
論研究の中心となったのである6。 
このような理念の下で行われている研究が、技術を道具と手段と見なし、教師と技術
との内的深層的関係を理解できず、教師と技術との関係を人為的に疎外させて、教師発
展に対する技術学視野からの理論的研究とは言えなくなっている。簡単に言えば、道具
主義の束縛のおかげで、目下の教育工学視野（領域）の教師発展に関する研究において
「理論」欠如という事実が存在しているのである。 
（３）「二重欠如」の認識論の根源 
 以上の分析から見ると、教育学視野（領域）と教育工学視野（領域）においては、教
師発展問題に関する研究の中で技術に対する見方が似通っている。両方が、技術的問題
を応用性ないし操作性の問題と見なして理論思惟から排除し、技術的問題をミクロレベ
ルの応用研究に集中させている。その背後には「技術は道具である」という共同観念が
あるように思われる。 
 「技術は道具である」という観点によると、技術というものは人間のある目的を達成
するための道具や手段に過ぎないものである。伝統的技術と近代的技術との相違点は、
ただ道具の形と役割の面で違っていると主張されているだけである。 
教育分野で技術利用の実質は、技術が教師の教科指導（学習指導）などの教育活動を
補助する道具や手段に過ぎないと認識している。あるいは、教育技術（技術）と教育メ
ディアとを同一視し、メディアとは人体器官の延長と認識している。そういう観点の下
で、人々は技術の発展と教師の発展とは、それぞれ別物と見なしている。教師が絶えず
発展している技術の利用方法を身に付けることは当然であるが、それと教師発展は別の
問題になる。 
 
２ 技術と指導力 
情報技術と課程との整合の根本的な課題は、教師と技術との関係において、両方を切
り離さず、相互作用・相互構築という「内的一致性」に基づいて、よりよく組み合わせ
ることである7。 
 
                                                  
6 同上、p.17。 
7 同上、p.18。 
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（１） 従来の指導力の役割と魅力 
①教師の話し方 
授業は教師の「話すこと」によって進行するので、その巧拙は子ども達の集中力・学
習意欲・理解度に大きく影響する。 
教師が学生たちに何かを話したり、指示を出したりすることは、とても大切な指導技
術の 1つである。場面に応じた「声の大きさ」「目線」「場面をイメージできる話の構成」
の 3つを心がけよう。この 3つのことに併せて、学生たちにとって納得できる内容を考
え、伝えていくことがポイントになる。その場合、話し手の顔の表情や語尾の言い回し
などによっても、相手に伝わる印象が異なることに留意しよう。 
②「きく」ことの大切さ 
教師は、授業や諸活動を通して、学生の思いや考えを「きく場面」が多くある。「き
く」とは 3 つのタイプに分けられる。つまり、○聞く（hear） 受動的受信＝聞こえて
くる音を聞く；○聴く（listen）主体的受信＝注意深く聞く、傾聴する、判断する；○
訊く（ask） 主動的受信＝たずねる、確かめる、インタビューする。優れた聞き手が、
優れた話し手を育てることである。 
③ 板書 
板書は、授業で教師が指導する内容について、学生が考えたり、理解を深めたりする
ために行う。そのためには、1時間の学習のねらいや授業の流れが板書で適切に示され、
必要な知識や理解事項などが整理された形で示される必要がある。一般的に、次のこと
が板書する内容とされる。つまり、・単元（題材）名、・学習のめあて、・学習活動の見
通し、・理解させたい内容の要点、・学生の発言、発表、・全体のまとめなどである。 
これらのことが板書に整理されていると、視覚的な面から、学生たちの思考の促進や
学習の理解につながっていく。そこで、誤字・脱字をなくし、色彩に工夫を凝らしたり、
図や表を取り入れたりするなど視覚に訴えるような板書を心がけたいものである。また、
ノート指導との関連を図りながら板書を考えることも大切にしたい点である。 
④発問に関して 
発問とは、授業中に教師が行う意図的な問いかけ（指導言）のことをいい、授業構成
の核となる非常に重要な指導技術である。十分な教材研究や板書計画に合わせて、学級
の実態に応じた発問を考えることが、学生のより深い思考を促し、自分なりの考えをつ
くり出す手だてとなる。 
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（２）教師と技術との双方向性構築 
①教師という職業の技術性 
教育は専門的「育人技術」であり、目的を持って、介入・干渉する自覚的活動である。
教育作用の下での人間の発展は、「目的ある活動の創造物である、人造的人工対象とも
言えるであろう」8。教育が人間の発展を非自然・人為的な状態とプロセスに転化させ
るという観点から言うなら、教育がある程度技術の性質を持っている。教師が教育実践
の主体であるから、大部分の教育影響が教師の活動を通じて学生に加えて、働きかけて
いる。だから、教育実践のそういう技術に相似している性質が、教師の職業の固有の技
術性の根拠となっている。 
②教師と技術との双方向性構築 
実践が人間の存在の在り方であり、人間の発展の基本的メカニズムである。だから、
教育実践においての教師と技術との相互作用に基づいて、教師の発展に働きかける技術
の作用の内的メカニズムに対する考察が必要である。 
教師職業自体が技術性を持っていることは、技術が教師発展をサポートすることの理
論前提となっている。教師は教育実践で、技術のサポートから離されない。技術の発展
が教師職業の実践に新しい条件を創設していて、各方面から必要な支持を提供されてい
る。だから、教師と技術とは教師職業の実践において、特定な主体/客体関係のある存
在である。教師と技術との間でも、主体の客体化と客体の主体化という弁証法的過程が
起こっている。これは、対象的実践の基本の内的メカニズムなのであり、主体の教師と
客体の技術とは、相互作用を通じて、双方向性構築を実現している。「双方向的構築」
ということは、主体の対象的実践において、主体が客体を改造するとともに、客体も主
体に反作用を加えて、主体を変化させることを指している。 
教師と技術との双方向性構築とは、主体としての教師が客体としての技術に働きかけ
て、教師の本質力が、客体の技術へ対象化され、技術の形態・仕組みおよび機能を変化
させて、よりよく教育の需要を満足させることである。そうして、一般状態の技術を教
育の技術に転化させる。これは、教師が技術に対する構築という。一方で、客体として
の技術が主体の教師に反作用を加えて、技術自体の自然属性・社会属性あるいは技術客
体や技術活動の規則・規律・原理・プログラムなどが教師の活動を制約・規範している。
                                                  
8 魯傑（2001）、pp.269－272。 
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教師がこれらの影響を自身の素質に内在化させることを通じて、本質力を充実している
9。 
技術専門家から設計・開発された技術が、教育および教育活動に導入しても、教師の
再設計・再開発を通じないと、真の教育技術に成し遂げられない、したがって、教師こ
そが教育技術の設計者と創造者である。教師と技術との相互作用によって、教師と技術
はともに変化している。 
 
第 2 節 教科指導における ICT 活用に対する日本教師の意識 
 
１ ICT 活用―熟議カケアイ10における議論 
文部科学省は、情報通信技術を活用して、子どもたち一人一人の能力や特性に応じた
学び、子どもたち同士が教え合い学び合う協働的な学びを創造するために、2011 年 4
月に、「情報教育」「教科指導における情報通信技術の活用」「校務の情報化」を柱とし
た「教育の情報化ビジョン」を公表した。このビジョン作成の過程において、文部科学
省は、2回にわたり熟議カケアイを通じた議論をよびかけた。表４－１は 1 回目の議論
の概要をまとめたものである11。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                                  
9 拙稿（2013）、p.16。 
10 熟議カケアイとは、教育関係者がインターネット上で熟議するために開設されたウェブサイトである。
2010 年 4 月 17 日に文部科学省によって開設された。正式名称は「文部科学省政策創造エンジン 熟議
カケアイ」である。 
11 「ICT を活用した 21 世紀にふさわしい学校や学 2 回目の議論は、「教育の情報化ビジョン」骨子と学校
教育の情報化に関する懇談会の下の３つのワーキンググループからの報告書について広く意見を募集する
ものであった。2011年23年２月４日(金)～２月18日(金)の間、351件の意見が寄せられた（文部科学省）。 
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表４－１ 「ICT を活用した 21 世紀にふさわしい学校や学びとはどうあるべきか？」 
１ 趣旨：文部科学省 Web サイト「熟議カケアイ」において、「ＩＣＴを活用した２１世紀に
ふさわしい学校や学びとはどうあるべきか？」について、掲示板を設定し、教育
現場に関わる様々な立場の方からの意見を募集。 
２ 設定期間：平成 22 年 5 月 14 日(金) ～ 5 月 31 日(月) 
３ 結果：書込総数… 402 件、参加者数… 79 人 
４ 論点毎の内訳（書込の多い順） 
・児童生徒へのＩＣＴ教育：約 130 件 
・デジタル教科書・教材：約 110 件 
・校務支援システム：約 70 件 
・21 世紀にふさわしい学校や学び、学校教育の情報化が果たす役割等：約 30 件 
・情報端末及びデジタル機器：約 30 件 
・教員へのサポート：約 20 件 
・教員へのＩＣＴ教育：約 20 件 
・その他：約 20 件 
出所：文部科学省 http://jukugi.mext.go.jp/8b20fb87cbf814c816e0991c2e3e4bd2.html 
（2014 年 7 月閲覧） 
 
 
熟議カケアイを通じて行われた議論をみると、教育情報化および教科指導（学習指導）
における ICT 活用に対する教師の意識が現れる。ICT 活用そのものについては、「ICT 活
用の授業を日常的に行っています。ICT を活用する授業をすることで、まず教師が変わ
ります。そして授業が変わります。そして子どもが変わります」といった意見のように、
多くの教師が必要性を共感していると言える。しかし、より各論に入ると様々な指摘が
見受けられる。 
その中でも、「教育の情報化と情報教育」については、多くの教師が、教育の情報化
だけではなく、情報教育の重要性を指摘している。たくさんの共感が得られた意見を１
つ紹介する。「将来を担う子供たちに ICT の正しい知識・理解を持たせる事はとても重
要だと思います。他国ではそのために子供への情報技術教育に注力しているのに、わが
国では教育の手段に ICT を活用する「教育の情報化」と比べ、ICT そのものの教育(情
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報教育)は影が薄いのが現状で、それも「ネットで悪さをしない」という「安全教育」
が偏重されています(これも大切ですが)。高校の教科「情報」では、中学までの土台が
不足しているため、はじめて PC に触れる子もいて、わずか 2 単位では高校にふさわし
いレベルのまで進まないというふうに聞いていますし、教員も「ソフトの操作方法だけ
教えておけばよい」というレベルの人も多いようです」。 
特に情報教育の中身についてはソフト教育が必要だとする意見が目に付く。「今のモ
ノづくりでは、熟練の技術がなくても、定番の半導体を組み込めば高品質のものができ
るからです。パソコンの場合、マイクロプロセッサとソフトウェアが重要であり、あと
は定番の部品の寄せ集めでできます。このような「パソコン型モノづくり」とよばれる
ものがテレビ開発にも押し寄せています。パソコン型モノづくりでは、日本が誇ってき
たアナログ的な確かな手仕事がそれほど必要なくなりました。そのため、日本と他のア
ジア諸国の製品の技術力に違いが出にくくなりました。これからは、アナログ的なモノ
づくりの技術だけでなく、ソフト思考のできる発想をもった人材の育成が重要となりま
す。そのためには教科「情報」を充実させる必要があると思います」。 
議論のなかで、カリキュラムのローカル化という言葉はなかったが、効果的な情報教
育が必要だという意見の中には、多くの教員がこのことを意識していると言える。 
 
２ 学びのイノベーション事業の実証校の事例 
佐賀県の「佐賀県総合計画 2011」では、ICT 利活用教育を“進”重点項目に位置付け、
2011 年度から全国に先駆けて「先進的 ICT 利活用教育推進事業」に取組んでいる。佐
賀県××小学校は、学びのイノベーション事業の実証校として、デジタル教科書をはじ
めとする ICT を教科指導に積極的に導入・活用している。 
○○先生は、実証クラスの担任者であり、指導力などの才能に優れた教師である。2011
年 1 月 27 日と 11 月 16 日に、○○先生の公開授業を 2 回参観した。ここでは、××小
学校の○○先生の算数科の学習指導案および指導の展開を事例として、紹介し分析する。 
（１）第 5学年 1組算数科（T･T12）学習指導案および学習指導案に関する分析 
①単元名（東京書籍『新しい算数 5 年下』） 
②単元設定の趣旨 
                                                  
12 チーム・ティーチングとも言う。学級担当の教師が進める授業に、その教師とチームを組む他の教師が
入り、生徒の習熟度などに合わせて担当教師を助力しつつ行う授業の形態である。 
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《教材について》 
 児童は、第 3 学年において二等辺三角形や正三角形の性質を学習する際に角を切り
取ったり、折って重ねたりする活動を通して、形としての角の相等について学習してい
る。第４学年においては、量としての角をとらえることも扱っており、回転による半直
線の開き具合の量として角をとらえ、分度器を用いてその量を測定したり、必要な角の
大きさを表したりする学習を行っている。また、平行や垂直を定義し、その観点で分別
を行うことで平行四辺形や台形などの四角形を定義するとともに、四角形を対角線で分
けた時にできる三角形の特徴も考察している。さらに、第 5学年ではぴったり合わせる
ことができる 2つの図形を合同な図形と定義し、合同な図形の性質やかき方を学習して
いる。 
本単元では、まず、三角形を敷き詰める活動などの具体的な操作に重点をおき、三角
形の内角の和が 180°であるという性質を学習する。次に、その考えを基にして、任意
の四角形の内角の和を実測しないで求める方法を考えさせる。1本の対角線で 2 つの三
角形に分割できることに着目させ、四角形の内角の和にも一定の値があることを見いだ
させる。さらには、五角形、六角形などの多角形について学習し、それらの内角の和も、
四角形の場合と同様に、三角形に分割することによって求められることを理解させる。 
《指導について》 
 ・単元全体について 
 第 1 小単元では、具体的な操作に重点を置いた指導過程をとるようにしたい。タブレ
ット PC でフラッシュコンテンツを活用し、2 種類の三角形を実際に敷き詰める活動を
行う。敷き詰められた様子から、鋭角三角形や鈍角三角形が敷き詰められることを実感
させ、三角形の頂点や内角の和に着目させることで、図形の角への興味・関心を高めた
い。 
三角形の内角の和の学習では、いろいろな三角形を調べる活動を通して、内角の和が
180°であることを帰納的に考えさせるようにする。三角形を敷き詰めたり、分度器で
測定したり、3つの角を 1点に集めたりする方法を使って、どんな三角形の内角の和も
180°になることの驚きを感じさせたい。 
本時では、四角形の内角の和を求める。三角形の内角の和が 180°であることを基に
して、四角形の内角の和が 360°になることを考え、説明する活動を取り入れる。まず、
見通す段階で四角形を三角形に分ける方法について考えさせる。対角線を引いたり、い
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くつかの三角形に分けたりする方法を全体の場で取り扱いたい。いくつか出た三角形の
分け方から、演繹的に考えて説明させることで、筋道を立てて考えることのよさに気付
かせていきたい。多様な考えをスムーズに伝えたり、拡大したりするために ICT を活用
したい。また、他者の考えについて式を見て図に表したり、図を見て式に表したりする
ことを通して、思考力、表現力を養っていきたい。ここでは、四角形の内角の和につい
て具体物を操作しながら考えようとする児童のために、問題の四角形を切り抜いた図形
をあらかじめ児童全員に持たせておく。 
多角形の内角の和を求める場合、五角形、六角形などの多角形の定義を知り、多角形
の場合も四角形と同様に三角形に分割することによって求められることに気づかせた
い。さらに、対角線で分割してできる三角形の数と内角の和を表にまとめ、その規則性
に着目させる。 
第 2 小単元では、四角形の敷き詰めを行う。その際には、「なぜ敷き詰めることがで
きるのか」という点に着目させて、三角形の敷き詰めと同じように、1つの頂点に四角
形の４つすべての角が集まり、四角形の内角の和である 360°を作っていることに気づ
かせる。 
 ・ICT を活用した協働学習について 
児童に確かな学力の定着を図るためには、子どもたち一人ひとりが学級の友だちから
認められ、授業の中で達成感や満足感を得ることが重要な要素の 1 つと考える。また、
本学級では ICT を活用した授業は意欲的に取組む姿が見られるという実態があること
から、学習活動に ICT を活用した協働的な学習の場を設定することで、児童の主体的な
活動に加えて、学級の友だちから認められ、達成感や満足感を得ることができ、児童の
確かな学力の定着につながるものと考えられる。 
本単元では、タブレット PC を活用した作業的な活動を踏まえて、自分の考えたこと
を表現したり、「学びタイム」で説明したりするなどの算数的活動を積極的に取り入れ
る。そのために、角の大きさを色分けして表したり、ポイントを拡大表示したりするな
ど、学習課題を解決するためスムーズに作業が進むように ICT を活用するようにしたい。
そして、自分の考えを持った児童同士がバズ的に考えを伝え合う「学びタイム 1」から、
自分の考えの加除修正を加えた後に、互いの考えを深めたり広げたりするための全体へ
の学びへとつなげていく「学びタイム 2」を展開していく。協働学習をスムーズに進め
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るための道具として、授業支援システムや電子ノートの送信機能などを有効に活用して
いく。 
・指導形態について 
本単元では、個別の支援を充実させたり、作業的な活動を取り入れたりするため、一
斉指導補足型の TT 指導形態をとる。その際に、2 人の教師の役割分担を明確にしなが
ら、個別指導対象児童の支援の充実を図っていきたい。T1 は全体の流れをみて、学習
の進み具合のチェックをする全体把握と全体指導を行う。T2 は支援を要する児童に対
して個別に助言、指導、板書の補助を行う。 
《単元の目標》 
・関心・意欲・態度 
筋道立てて考えることのよさを認め、三角形の内角の和が 180°であることを基に、
四角形や他の図形の性質を調べようとする。  
・数学的な考え方                      
三角形の内角の和が 180°になることを三角形の性質ととらえ、それを基に、四角形
の内角の和について演繹的に考え、四角形の性質としてとらえることができる。  
・技能       
 三角形や四角形の内角の和を用いて、未知の角度を計算で求めることができる。  
・知識・理解  
三角形の内角の和が 180°であることや、四角形の内角の和は三角形に分けることに
よって求められることを理解する。  
                              
《指導計画（全 6時間扱い・本時 3／6）》 
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表 4－2 指導計画 
時
数 
学習活動 ICT 機器・コンテンツなど 指導形態
1 三角形の内角の和のきまりを調べる。 
指導者用デジタル教科書 
Microsoft OneNote 
フラッシュコンテンツ 
 
TT 
 
2 
三角形の内角の和が 180°になることを活用し
て、三角形のいろいろな角度を計算で求める。 
指導者用デジタル教科書 
ワークシート 
切り抜いた図形 
 
 
 
３（本時）
四角形の内角の和を求める方法を考える。 
指導者用デジタル教科書 
Microsoft OneNote 
電子ノート（学習者用デジタル教科書） 
 
TT 
 
４
 
「五角形」「六角形」「多角形」の意味を理解し、
多角形の内角の和について計算で求める。 
指導者用デジタル教科書 
Microsoft OneNote 
電子ノート（学習者用デジタル教科書） 
 
 
5 
形も大きさも同じ四角形を敷き詰め、その理由を
考える。 
指導者用デジタル教科書 
Microsoft OneNote 
フラッシュコンテンツ 
 
 
 
６
 練習問題に取組む。 
指導者用デジタル教科書 
Microsoft OneNote 
 
 
出所：佐賀県××小学校○○先生の学習指導案により 
 
《本時の学習（3／6）》 
・目標 
〇技能 
四角形の内角の和は 360°であることを理解し、計算で四角形の角の大きさを求める
ことができる。 
・本時の授業の視点 
 〇ICT の活用場面が、目標達成のために効果的に活用されていたか。 
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〇学びタイムを通して、多様な考えを引き出し、比較・修正させるなどの発達段階に
応じた学びに有効であったか。 
・ICT 活用ポイント 
 
 
表 4－3  ICT 活用ポイント 
授業場所 普通教室 
授業形態 一斉授業（T･T） 少人数学習 グループ学習  個別学習 
ICTを活用する場面 導入  展開  まとめ  
ICTを主に活用する者 指導者（教師）  学習者（児童）  ICT支援員  
ICTを活用する目的 
課題の提示 
動機付け 
教師の説明 
学習者の説明 
繰返しによる定着 
モデルの提示 
失敗例の提示 
体験の想起 
体験の代行 
比較 
振り返り 
その他 
活用するコンテンツ デジタル教科書（提示用・児童用）OneNote 
活用するICT機器 
タブレットパソコン（指導者用・児童用） 
双方向・ホワイト・ボード（IWB） 
授業支援システム 
ICT支援員 支援あり  支援なし 
 出所：佐賀県××小学校○○先生の学習指導案により 
 
 
③学習指導案および授業展開に関する分析 
学生の実態を把握し、学習指導のポイントを確定していると評価できる。学生の実態
を調べるために、前提テストを行った。前提テストの結果により、学生の既習事項の定
着と未習事項の実態を把握し、学習指導のポイントを確定している。つまり、「角の大
きさをはじめとする本単元で学習する内容は、現段階の児童にとって日常生活の中では
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活用場面の少ないものと推測されるために、いかに生活場面と結び付けて考えさせるか
がポイントとなるものと考えられる。」 
学習生活に関してアンケート調査13を行った、調査の結果によると、「文章問題」の学
習に対して「あまりできない」と感じている児童が 3 名いるから、抽象的な言葉だけで
は具体的な場面を想像しにくいと考えられる。そのために、作業的活動を取り入れたり、
問題と生活場面とを結びつけるための支援をしたりする必要があると考えられる。 
ICT の活用に関してのアンケート調査によると、学生が「発表する」ことに対して学
習意欲があまり高くないことが明らかになった。だから、担任の教師が ICT を活用した
場面に限らず、日常的に発表することへの抵抗をなくせるように学習しやすい雰囲気づ
くりに努めたいとしている。 
協働学習(学びタイム）に関する学生の意識と実態によると、「学びタイムで友だちは
あなたの考えを認めてくれていると思いますか」の項目では、すべての児童が「とても
思う」「思う」と感じている。このことから、担任の教師がこれからもこの雰囲気を大
切にし、学びタイムで自分の考えを伝えたり、全体の場で発表したりすることへとつな
げていきたいとしている。また、学びタイムについて自分から積極的に関わることがで
きずに友達からの声掛けを待っている児童がいるという実態があるから、学びタイムで
は「ヒントをもらう」「わからないことを伝える」など気軽に自分の気持ちを伝え合う
ことができる場として活用させたいともしている。 
授業設計および授業の展開において ICT 活用の目的やタイミングなどを合理的に取
り扱っていると言える。四角形の内角の和を求めるために。まず、見通す段階で四角形
を三角形に分ける方法について考えさせる。対角線を引いたり、いくつかの三角形に分
けたりする方法を全体の場で取り扱いたいとしている。いくつか出た三角形の分け方か
ら、演繹的に考えて説明させることで、筋道を立てて考えることのよさに気付かせてい
きたいとしている。多様な考えをスムーズに伝えたり、拡大したりするために ICT を活
用したいとしていて、ICT 活用の目的をはっきり示されている。また、他者の考えにつ
いて式を見て図に表したり、図を見て式に表したりすることを通して、思考力、表現力
を養っていきたいとしている。ここでは、四角形の内角の和について具体物を操作しな
がら考えようとする児童のために、問題の四角形を切り抜いた図形をあらかじめ児童全
                                                  
13 学生の学習態度や学習レベルなどを調べるために行った調査である。 
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員に持たせておく、ありがたいのは、アナログの指導方法とデジタルの指導方法とをよ
く融合している。 
また、児童の学力を確かに高めるためには、子どもたち一人ひとりが学級の友だちか
ら認められ、授業の中で達成感や満足感を得ることが重要な要素の 1つであるから、ICT
を活用した協働学習の行うことを大切にしていて、学習活動に ICT を活用した協働的な
学習の場を設定している。 
最後に板書の設計と IWB の活用とをよく組み合わせていることも評価できる。板書の
設計において、目当て・問題・見通し・まとめを明確に分けて決めている。つまり、目
当ては「計算で、四角形の 4 つの角の大きさの和を求める方法を考えよう。」であり、
問題は「四角形の 4 つの角の大きさの和は何度になりますか。」であり、見通しは「三
角形に分ける・対角線を引く。」であり、まとめは「四角形の 4つの角の大きさの和は、
四角形を三角形に分けて考えれば求めることができる。四角形の 4つの角の大きさの和
は、360°になる。」である。授業の流れや道筋とポイントとなる内容を板書している。
その代りに、「前時のノート」「四角形の見通し」「児童の画面」「適用問題」など細かく
学習指導のプロセス、とりわけ児童の活動を提示・映されるために、IWB を活用として
いる。 
（２）担任の先生へのインタビューの内容に関する分析 
 メールを通じて、担任の教師に以下のようなインタビューを行った14。インタビュー
を紹介し、内容を分析する。 
Q15：「授業準備において、先生がいつも活用している情報技術は何ですか？」 
A16：「指導用デジタル教科書です。授業をデザインするときには、指導書（紙の教師用
教科書）と併せて、指導用デジタル教科書を使っています。授業の中ではいつも電子黒
板で指導用デジタル教科書を使います」。 
この話によると、担任の教師は、普段の学習指導において、デジタル教科書と指導書
(紙の教師用教科書)とをよく組み合わせて、 授業作りや授業展開を行っている。さら
に、伝統的な指導方法・方式とデジタル教科書などの ICT をうまく融合されることを大
切にしていることがわかる。 
                                                  
14 メール・インタビューは、2011 年 11 月 17 日に行った。 
15 Q は著者である。 
16 A はインタビューを受けたの方である。 
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Q：「デジタル教科書のメリットに関して、先生はどう考えていますか」 
A：「まず、生徒一人ひとりが自分の勉強の進度・成果を蓄積すれば、それに合わせた 、
一人ひとりのための、一人ひとりに合った学習プログラムを容易に作ることができる可
能性を持っています。これによって、反復が重要な計算の習熟などの学習は、効率的に
確実に行うことが可能となりますと考えています。 
また、紙の教科書ではできない「分かりやすい説明」そのものが可能になることです。
例えば、生徒が自分の見たい部分を拡大し、細かい説明を調べられるなどのことができ
る。 
第 3に、デジタル教科書を使うことによって、コンピュータが操作できるようになっ
て、子どもたちが主体的に情報を集め、加工し、発信しやすくなることで情報モラルや、
情報活用の実践力が身に付きます。 
もっと重要なことは、児童相互の学び合いをより豊かにし、コミュニケーティブな学
習ができることなど、様々な可能性があると考えています」。 
デジタル教科書の活用によって、学生ひとり一人の状況に合わせることができるし、
紙の教科書ではできないものがデジタル教科書の使用を通じて実現できると指摘して
いる。また、情報活用の実践力などの情報リテラシーを育むことにも有意義であり、交
流を大切にしている協調学習の積極的な展開も可能になるとコメントしている。 
Q：「紙の教科書はなくなる可能性がありますか」 
A：「紙の教科書はなくなったら、旧来の授業のスタイルが大きく変わっていかなければ
ならないので、先生を困らせる可能性があると考えています。 
また、デジタル教科書にも欠点があるので、文部科学省の提唱のように、デジタル教
科書と紙の教科書とを合わせて使用したらいいのではないかと考えています。」 
ここでは 2つのことを指摘している。1 つは、旧来の授業のスタイルが大きく変わっ
ていけば、先生が困る可能性があること、もう 1つは、デジタル教科書にも欠点がある
と認識している。 
Q：「それでは、デジタル教科書のデメリットに関して先生はどう考えますか」 
A：「書くことの減少、考える時間の減少の恐れがあることです。デジタル教科書は多数
の情報を 1つにまとめられ、検索で瞬時に情報を表示できます。そのため、ある課題に
答えを出すために、自分の手や頭を使わなくなる子どもが増える恐れがあります。また、
健康面の懸念がまだ払拭されていないと考えています」。 
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デジタル教科書の活用により、学生の学習活動や健康面に、何らかのマイナスな影響
を与える恐れがあると指摘している。 
Q：「デジタル教科書をはじめとするさまざまな ICT などの教師と技術との関係に関して
どう考えていますか」 
A：「この問題は、ちょっと難しいですね、さまざまな技術が人間にとって道具ではない
かと考えています、技術が人間社会に予想以上の影響を与えている、つまり、その影響
の中で、プラスなものがありますし、マイナスなものもあります。教師にとっても、指
導方法のひとつとしての ICT および他の教育分野において活用している技術もが道具
でしょう。教師が ICT などの技術のメリットとデメリットをはっきり認識して、技術と
従来の指導方法とをよりよく融合して、学習の改善を目指して、有効的に活用すること
が重要ではないかと考えています」。 
ICT を始めとする様々な技術を道具と見なし、ICT 活用を指導方法の 1 つであると認
識している。さらに、教師が ICT などの技術のメリットとデメリットをはっきり認識し
て、技術と従来の指導方法とをよりよく融合させることを強調している。 
 
３ 校長および担任教師へのインタビュー 
（1）校長インタビュー 
2014 年 6 月 16 日に、「学びのイノベーション事業」に積極的に参加している○○中
学校の校長に電話インタビューを行った。内容は以下の通りである。 
Q：「貴校はデジタル教科書の活用の実証研究に積極的に取り組んでいます、その主要な
理由と狙いは何ですか？」 
A：「絶えず発展してきている ICT は、教育にとって、独特な魅力があります。例えば、
だんだん普及しているデジタル教科書を取り上げると、その音声の再生・動画・拡大等
の機能は、学生の集中力・理解力を助けるものです。ですから、教育での ICT 活用は必
然的なことと思っています。 
デジタル教科書などの ICT を教科指導などの教育実践において、日常的に活用できる
ことが大切です。先進的な ICT の開発校になろうというのではなく、情報化時代に合わ
せた教師の誰もができる活用を目指していくことが重要なことです。ICT は特別なもの
と思わず、最初から自分たちの必需品であったかのように活用する、それが大事なこと
だと思っています。」 
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ICTには特有な魅力があるから、教育でのICT活用は必然的なことと指摘しているが、
ICT は特別なものではなく、生活必需品であることを強調している。つまり、教科指導
などの教育実践における教師の日常的な ICT 活用を求めている。 
Q：「デジタル教科書と紙教科書との併用は、必要ですか？」 
A：「デジタル教科書には、特有な長所があります。「デジ教研17」で、デジタル教科書の
メリットに関して詳しく論述しています。つまり、生徒一人一人が一台ずつ持って自分
の勉強の進度・成果を蓄積すれば、それに合わせた 、一人一人のための、一人一人に
あった学習プログラムを容易に作ることが出来る可能性を持っています。これによって、
反復が重要な計算の習熟や漢字などの学習は、効率的に確実に行うことが可能となりま
す。 
また、紙の教科書ではできない「分かりやすい説明」そのものが可能になることです。
動画や音声での説明、立体的な映像で資料を生徒が見られます。さらに、それらを生徒
が「操作できる」ことも分かりやすさを助けます。例えば、立体的な図形の映像を、生
徒が好きなように回して観察すること、 地図上で自分の見たい部分を拡大して細かい
説明を調べられる。などです。 
しかし、ある専門家は「これだけデジタル機器が発達しても、紙をなくすことはでき
ない」と指摘しています。私はその通りと思っています。簡単に言えば、紙教科書を巡
って、教師たちが豊富な経験を積み重ねて、教科指導の「技やコツ」ができています。
その「技やコツ」に掛け替えない価値があると思っています。ですから、両方を併用す
ることが必要です。」 
デジタル教科書を始めとする ICT は紙の教科書ではできない機能を備えている。一方、
紙の教科書を巡っては、教師が積み重ねてきた「技やコツ」がある。両方の合理的な組
み合わせを重視している。 
Q：「『学びのイノベーション事業実証研究報告書』の中で、教師の意識の差を指摘して
います、教師の意識とは、どういう意識ですか？」 
A：「デジタル教科書を始めとする様々な ICT の活用について、教師それぞれの意識は違
っていることが事実です。合理的積極的な意識が有効的な ICT 活用と緊密につながって
                                                  
17 「みんなのデジタル教科書教育研究会」の略称。新潟大学教育学部附属新潟小学校教諭片山敏郎氏らが
2010 年に立ち上げた主にデジタル教科書の導入・活用を検証・検討する研究会。 
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いると思っています、ですから、教師意識の違いについては、これからの詳しい研究調
査が必要です」。 
 教師が持っている意識の差によって、ICT 活用の成果が異なることを指摘し、またこ
の点についての研究が必要であることを指摘している。 
（２）担任教師へのインタビュー 
 佐賀県武雄市において、2014 年５月、市立小学校全 11 校に、タブレット端末を活用
した「反転授業」が導入された。反転授業とは「従来の復習重視のスタイルから予習重
視に『反転』させた」授業のことである。欧米中心に広まりつつあり、日本では自治体
ぐるみで小学校へ導入する初のケースである。 
 武雄市の反転授業では、児童は１人１台配られたタブレットに取り込んだ教材動画を
あらかじめ家庭で見て、予習をすませる。授業では、分からなかったことを話し合った
り教え合ったりして、理解を深めることに主眼を置く18。 
 2014 年 7 月 8 日、××小学校 4 年生の○○先生の算数授業を参観し、授業の後、担
任の○○先生にインタビューした。以下内容を紹介する。 
Q：「反転授業につきまして、先生の感想はどうですか」 
A：「反転授業は、学生に自宅で動画授業を受けて、知識を得て、学校でグループワーク
等を行い、知識を定着させる新しい授業の形です。これまでのように学校で知識を得て
自宅で定着させるという形と比較すると、反転授業では学びの順序が反転していると言
えます」。 
Q：「反転授業が導入されてから、少し困ったところはありましたか」 
A：「従来の授業と比べると、大幅に変わっていますから、学習指導案などの準備は少し
大変なところもあります。もう 1つ、最初から教科の全内容で反転授業を行わず、ある
単元を選択して、徐々に展開した方がいいかなと思っています」。 
 
Q：「ダブレットも、デジタル教科書も、昔のテレビも、総括的言えば技術的手段と言え
ますね。教育分野における技術の導入により、もたらされた変化や効果につきまして、
総体的にどういうふうに評価しますか？」 
                                                  
18 「反転授業」で教育に風穴を  
http://sankei.jp.msn.com/life/news/140603/edc14060319200002-n1.htm（2014 年 6 月閲覧） 
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A：「確かに、昔から様々な技術的手段は教育分野に絶えず導入していますね。技術には
特有な機能を備えています。例えば、今日の授業の中で、「1 日中の体温の変化」とい
う問題は、抽象的な言葉で説明したら、学生たちが理解しづらくなります、動画やグラ
フを見せながら説明したら、簡単に理解できます。だから、技術の導入の上で、教師が
授業づくりなどをもっと工夫すると、教育の効果が向上されると思っています。」 
Q：「先生、教師と技術との関係につきまして、どういうふうに認識していますか」 
A：「それはおもしろい問題ですね、ICT などどんな技術を導入しても、教師の主体性や
主導性が重要だと思います」。 
 この教師は、反転授業について、徐々に導入し、展開した方が適当ではないかと主張
している。言い換えれば、従来の授業の形を急劇的に変革することは、教師を困らせる
恐れがあると指摘している。また、教師と技術との関係について、教師の主体性や主導
性を強調する。 
 
第３節 情報技術と課程との整合に対する中国教師の意識 
 
情報技術と課程との整合に対して、教師が、「情報技術および情報技術の役割」「いっ
たいどのように教科指導の中で情報技術を活用すれば、適当なのか」などの課題につい
て真剣に深く考えることが大切である。 
 
１ 事例分析 
 2012 年 9 月 10 から 9 月 21 日までの間、山東省にある××小学校で、算数と国語の
授業を参観し、また、担任の先生にインタビューした。ここで、××小学校 3年次の国
語科「丸い蓮の葉」の授業で情報技術を活用した事例を取り上げる。 
 ハード面の設備は以下の通りである。この小学校のすべての教室の中にプロジェクタ
ーと電子黒板を整備している。また、個々の学生にノートパソコンを持たせている。LAN
により、学生のノートパソコンと電子黒板とは繋がっている。授業展開の主なプロセス
は以下の通りである。 
①環境（情景）を創設し、学生に意欲的に学習活動に参与させる。 
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 先に、担任の教師が、蓮の葉や蓮を植えてある池などの画面を電子黒板に映して、学
生に直観的刺激を与えて、学習意欲を引き起こさせるように工夫していた。また、黒板
に 4つの「蓮の葉」を貼り付けていた。 
②文章の全体を感知させ、自主的探究をさせる。 
電子黒板に文章全体を始めから最後まで順次に提示しながら、教師の朗読している画
面を電子黒板の右上角に映して、学生に聞かせる。朗読が終わった後、学生に「蓮の葉
の友達はだれか」などの問題を出して、数人の学生に答えさせて、「トンボ」「魚」「蛙」
「水の玉」が蓮の葉の友達であるということを確認させた。 
教師が事前に黒板に貼り付けておいた蓮の葉の上に、4つの動物やモノを別々に貼り
付けた。その過程において、教師が故意に魚を蓮の葉の上に貼り付けたので、ある学生
が気付いて、「魚は蓮の葉の下にいるはずです」と過ちを指摘して、教師に褒められた。 
担任の教師が学生に「なぜトンボは蓮の葉をエプロンとしたのですか」「なぜ水玉は
蓮の葉を揺り籠としたのですか」などの質問を出して、もう一度学生に本文を読ませた。
後に、学生に本文の内容にかかわる動画を見せて、上述の質問に答えさせた。 
③協調学習をさせ、役を演じさせ、感情を悟らせる。 
例えば、魚と蓮の葉との関係を解説するとき、3人の学生に魚の役を演じさせ、魚の
泳ぐ時の姿や魚の気分を体験させた。同時に、3 人の学生の演じに合わせて、1 人の学
生にナレーションをさせて、協調学習をも行った。一方、学習活動に関する感想やコメ
ントをノートに入力させ、いろんな感想を共有して、交流を行った。 
④ みの幅を広げ、生活を体験させる。 
 授業の最後の段階では、学生に蓮に関する詩、文章を読ませ、動画を見せて、学習の
幅を拡張させて、学生の理解を深めさせた。授業が終わった後、授業の展開や情報技術
の活用などの問題をめぐって担任の教師にインタビューした。インタビューやインタビ
ューに関する分析は以下の通りである。 
Q：「先生は、授業の初めの段階では、蓮の葉に関わる静止画を学生に見せました。その
理由や動機を教えてください。静止画の代わりに動画を活用したらどうですか？」 
A：「小学生にとって、授業の初めの段階では、直観的情報の提供により学習意欲が引き
起こされやすいのではないかと考えています。でも、初めの段階では、学生に動画を見
せるなら、活発過ぎになる恐れがありますし、授業の展開や学生の学習活動にマイナス
的影響をもたらす恐れがあるかなと心配したので、動画を活用しませんでした。」 
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 担任の教師の話によると、情報技術の活用と授業の目的や内容とをよりよく合わせら
れることを工夫していることが明らかになっている。授業の初めの段階では、動画を使
わなくて、静止画を活用して、学生に真剣に落ち着いて学習活動に参与させることを重
視している。 
Q：「小学生に活字を入力させることについてどう考えていますか？」 
A：「みんなの感想やコメントなどを共有して、交流活動を行うことは有利かもしれない
が、新しい字を書けることが小学生にとって大事なので、実は、こんな矛盾で対立的な
課題に対してある程度心配しています。」 
この教師は、教科指導の目的や内容の扱いを優先して、情報技術の長所と短所とを弁
証法的に認識し、授業の中で活用しようとしている。 
 
２ 教師意識の課題 
 2011 年度から、メールと QQ19を通じて無作為に数人の教師を対象として、上述の課題
をめぐってインタビューした20。ここでは、重要な部分を取り上げて分析する。 
Q：「先生は、授業の中でいつもインターネットなどの情報技術を使っていますか。使っ
ているなら、その動機を説明してください。」 
A１：「あまり使っていなかった。たまに授業に必要な資料をインターネットで捜索し、
収集することがあります。最近、上部機関から情報技術と課程との整合を推進するよう
という要請に対応するため、情報技術の使用した授業作りを丁寧に準備しています。し
かし、授業で情報技術の活用にそんなに興味をもっていない。30 年間の教学経験で、
従来の授業スタイルにこだわっているかもしれませんね。」 
 この教師の話によると、教科指導において、ICT などの技術をあまり使っていなかっ
たし、積極的に活用しようという意欲も持っていなかった。その原因は従来の授業のス
タイルにこだわっているからである。その他、ICT などの技術および「技術と教育」「教
師と技術」などの課題についてもあまり悩んでいないかもしれない。 
A２：「僕はコンピュータ、インターネットおよびマルチメディアなどの情報技術に強い
興味をもっています。大学時代、いろいろなゲームに熱中していた。教師として、教職
                                                  
19 QQ とは中国騰訊会社から開発されたチャットである。 
20著者は「教育工学グループ」「カリキュラム研究グループ」などのネット研究会に入会し、「ICT 活用」「技
術の本質」「技術と教師」などのテーマを巡って入会している教育関係者といろいろ議論している。 
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経験は 2 年間しかないが、教科指導に必要な技能や素質はまだまだですね。でも、小学
生が生まれてから情報化時代に生きているので、授業で情報技術を使用することが大好
きだと考えています。だから、僕は授業で積極的に情報技術を使用しています。情報技
術を使わないと、教科指導などの教育工作はうまく展開できないかもしれないとも思い
ます。」 
 この教師は教職経験が少ないが、ICT などの技術に強い興味を持っていて、授業の中
で積極的に使用している。また、教科指導などの教育工作の中で、ICT などの技術に偏
って、頼りすぎる可能性があり、「技術と教育」「教師と技術」などの課題に合理的意識
が形成されていないかもしれない。 
A３：「私は、算数科の担任教師です。始めの時、情報技術の使用に強い関心を持ってい
て、授業で情報技術を使用したら、必ずいい授業になれると簡単に信じていました。し
かし、情報技術の使用によって、学生の学習意欲が向上されたが、落ち着いて思考され
る時間が減少している現象があった。いったい何のため、情報技術を使用するのかとい
う課題についていつも考えています。また、情報技術環境が故障したり、トラブルがあ
ったりしたら、学生がよく勉強できない状態になりそうで、情報技術というものは、万
能なものではないと認識しています。」 
 この教師は、ICT などの技術に弁証的な意識を持っている。つまり、情報技術とは万
全なものではないと認識している。情報技術の活用により、教科指導にもたらされてい
る影響をも合理的認識している。例えば、「情報技術の使用によって、学生の学習意欲
が向上されたが、落ち着いて思考される時間が減少している現象があった。」と述べて
いる。 
Q：「インターネットやマルチメディアなどの情報技術はあくまでも技術というものです。
技術というものに関して、どのように認識されていますか」。 
A：「技術は人間にとって、道具に過ぎないと考えています。情報技術という道具を授業
でどういうふうに使用したらいいか、これは教師の授業作りや指導力などの能力に左右
されています。」 
 この教師は、技術を道具と見なしている。そういう認識は技術哲学や教育工学の視角
から言うなら、もちろん合理的な認識ではない。 
Q：「教師と技術との関係についてどう認識されていますか。」 
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A：「教師にとって、実際に子どもを指導していくための具体的能力や技能が不可欠です。
授業作りや授業の展開において、板書の仕方、机間巡視の仕方、テスト問題の作り方な
ど、教師として心得ておくべき技術も数多くあります。教職にあるものはこうした技術
や手法をきちんと身につけなくてはならないと考えています。 
上記の技術は伝統的技術とも言えます、今の時代、ICT がハイテクノロジーとして教
育分野に導入され、活用されてきています。大切なことは、ICT のメリットとデメリッ
トをよく弁別できた上で、ICT と教師が備えている伝統的な技術とをよりよく組み合わ
せることです。」 
この教師は、「教師と技術との関係」という課題に対して、ある程度合理的な認識を
持っている。つまり、ICT のメリットとデメリットをよく弁別できた上で、ICT と教師
が備えている伝統的な技術とをよりよく組み合わせることは大切であると認識してい
る。 
Q：「技術哲学の視角から技術と教育との関係などの課題を考えたことがありますか。」 
A：「技術哲学という学科に接触したことはほとんどありません。だから、技術と教育と
の関係などの課題に関して、技術哲学の視角から思考したこともありません。」 
上述のように、この教師は、「教師と技術との関係」という課題に対して、ある程度
合理的な認識を持っているが、哲学的・深層的な認識に至っていない。 
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第５章 ローカルカリキュラムと教師意識の課題 
 
本章では、第 3章で取り上げた「ローカルカリキュラム」の課題、そして第 4章で
議論した「ICT 活用に関する教師の意識」を総合的に比較検討する。特に、中国教育
界が抱えている課題について議論する。 
 
第 1節 ICT カリキュラムにおける「ローカル化」の強化 
 
 ローカルカリキュラムの基本理念として、本研究の第３章において、５つの要点を
示した1。その中でも本研究が特に注目したい要点は「地域色」という観点である。日
本の文部科学省が出した「高等学校学習指導要領」では「ローカルカリキュラム」と
いう用語は示してないが、内容を分析すると本研究で取り上げた「ローカルカリキュ
ラムの基本理念」をイメージさせるところがある。表５－１を見てみよう。 
 
 
表５－１ 指導計画の作成に当たっての配慮事項 
１ 情報に関する各学科においては，「情報産業と社会」及び「課題研究」を原則としてす
べての生徒に履修させること。 
２ 情報に関する各学科においては，原則として情報に関する科目に配当する総授業時数
の 10 分の５以上を実験・実習に配当すること。 
３ 地域や産業界との連携・交流を通じた実践的な学習活動や就業体験を積極的に取り入 
れるとともに，社会人講師を積極的に活用するなどの工夫に努めること。 
出所：文部科学省（2012）、『高等学校学習指導要領解説 情報編』、p.105。 
 
 
 表５－１は、教科「情報」の教育課程の編成と指導計画の作成において、配慮すべ
き事項を記している。３つ目の項目では、「地域や産業界との連携・交流を通じた実践
                                                  
1 ５つの要点とは、多元的価値を指向すること、問題解決型（地域の身近な課題）の学習指導に取り組む
こと、地域社会の独自性と主体性を尊重すること、教師の裁量と選択の幅を拡大すること、学生の多様で
異質なニーズを反映すること、などである。 
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的な学習活動」と取り上げ、地域に根差した指導計画が必要であることを強調してい
る。中国の ICT カリキュラムと大きく異なるところである。 
2003 年 2 月、中国教育部は「普通高校情報技術カリキュラムの標準（実験）」を公
示し、2004 年から指定普通高校において情報技術カリキュラムを実施し始めた。この
新しいカリキュラムの実施過程で、様々な課題が発生してきた。例えば、「グローバル
化とローカル化」の問題である。これらの課題の根源には、カリキュラムの価値指向
の問題があると考えられる。つまり「どのようなカリキュラムの価値指向に基づいて、
どのような目的に向かって、どのように情報技術カリキュラムの実施を展開するのか」
ということが、様々な課題を分析し解決することの鍵になっている。情報技術カリキ
ュラムの価値指向と目的設計において、「グローバル化とローカル化の矛盾し合う問
題」を、よりよく調和し融合することが極めて重要なのである。 
ここでは、主に中国普通高校情報技術カリキュラムの目的を分析し、「情報リテラシ
ー」に関する幾つかの専門家の論点を検討した上で、中国普通高校情報技術カリキュ
ラムの設計および実施において、その「ローカル化」という課題について考察する。 
 
1 中国普通高校情報技術カリキュラムの標準（実験） 
 まず、中国普通高校情報技術カリキュラムの全体を概観するために、「中国普通高校
情報技術カリキュラムの標準（実験）」の概要・目的および基本内容の構成を取り上げ
て論じる。 
（１）「中国普通高校情報技術カリキュラムの標準（実験）」の概要 
その概要は、主に以下のいくつかの項目から構成されている。①カリキュラムの基
本理念、②カリキュラム設計の思想とあり方、③カリキュラムの目的、④基本内容、
⑤実施上の注意点、⑥指導案の例、などである。 
（２）中国普通高校情報技術カリキュラムの目的 
普通高校情報技術カリキュラムの根本的目的は、「学生の情報リテラシー」を育成し
高めることである。「情報リテラシー」とは、情報の収集・加工・管理・表現と交流能
力、情報と情報活動における過程・方法・結果に対する評価能力、見方の発言・思想
の交流および協力、学習と生活の実際課題を解決する能力、情報と情報技術に関する
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道徳とモラルおよび法律規範をきちんと守り、情報社会に適応する価値観と責任感を
形成することである2。 
 
2 カリキュラムの価値指向 
 カリキュラムは、教育活動の核心の問題として、時代および社会の要請を応じて、
特定の価値を持っている。ここでは、一般的カリキュラムの価値指向および中国高校
情報技術カリキュラムの価値指向に関して論じる。 
（１）中国教育学者のカリキュラム価値とカリキュラム価値指向の理論についての論
述「価値」というものは、主体と客体との相対的関係にある。すなわち、価値という
のは、主体側の需要と、需要の対象になる客体側の属性との特定な関係である。人々
の価値観の違いによって、価値指向もそれぞれ違っている。中国の教育学者はカリキ
ュラム価値の内包および価値指向について、次のように議論している。 
例えば、靳玉楽と楊紅は、「カリキュラムの価値とは、カリキュラムの属性の一つで
あり、主体のある需要を満足させるという属性である。すなわち、カリキュラムの存
在、作用および変化が、主体のある需要および発展に適合されることである3。」と定
義している。また、「カリキュラムの価値指向とは、ある価値観の支配の下で、人々が
カリキュラムの目標や内容などを意識的に選択し、取捨することである4。」とも論述
している。さらに、王燕によれば、「カリキュラムの価値とは、カリキュラムが個人（教
師と学生）の成長や社会発展にもたらされた意義であり、個人や社会のある程度の需
要を満足させることである5。」と述べている。 
さらに、「カリキュラムの価値指向とは、カリキュラム実施の霊魂と方向である。」
とも強調している。また、徐万山は、以上の定義や論述を纏めて、「カリキュラムの価
値とは、カリキュラムが学習者の個人の成長や社会発展の需要を満足させ、教育関係
者の追求しているものに適合することである。カリキュラムの価値指向とは、ある価
値観の支配の下で、人々が意識的にカリキュラムを開発し、選択することである6。」
と論述している。 
                                                  
2 中国教育部（2003）、pp.8－9。 
3 靳玉楽･楊紅（1997）、p.12。 
4 同上、ｐ.12。 
5 王燕(2003)、pp.10－13。 
6 徐万山（2008）、pp.56－60。 
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（２）カリキュラム価値指向の理論とその批評 
カリキュラムの価値指向については、今まで一致した結論は提出されていない。総
括的に言えば、歴史上では次の３つの観点が整理できる。すなわち、①「個人本位の
価値指向」、②「社会本位の価値指向」および③「学科（あるいは知識）本位の価値指
向」というものである。つまり、①の「個人本位の価値指向」の焦点は、カリキュラ
ムの価値が個人の心身のバランス的発達と成長を促進することにある。カリキュラム
の価値を「個人本位」に置き、社会や知識は個人の発達のために存在していると強調
している。②の「社会本位の価値指向」とは、カリキュラムの社会発展を促進する働
きや価値を強調し、「社会本位」に価値の焦点を当てて、個人は社会発展にできるだけ
従えるはずであると指摘している。さらに、③の「学科（あるいは知識）本位の価値
指向」とは、学科知識の進歩および開発に注目し、「知識の権威性」を強調し、個人や
社会の存在および発展を無視しているといっても過言ではない。 
先述の「個人本位の価値指向」論と「社会本位の価値指向」論の代表者は、歴史上
各自の立場や論点によって、互いに反論し、激しい論争を行ってきた。しかし、個人
と社会との関係は、もともと互いに矛盾し合う（矛盾統一）関係をもっている。つま
り、社会は巨大なシステムとして個人によって構成され、個人は因子として社会の中
に生き残っている。個人がなければ社会は存在できないし、逆に言えば、社会がなけ
れば個人も存在できない。したがって、「共存・共生関係」は個人と社会との関係の根
本である。個人本位や社会本位という言い方は、ただ抽象的・理論的論争のみである。
つまり、歴史の流れの中で、特に実際の社会生活の中で単純的な個人本位の価値観、
あるいは単純的な社会本位の価値観が存在することはないのである。 
カリキュラムの価値観の「個人本位の価値指向」や「社会本位の価値指向」などの
議論は、根本的に言えば、「人間本位の価値観」といえよう。それゆえ、「個人本位の
価値指向」と「社会本位の価値指向」とを統合して、「人間本位の価値指向」と言うな
らばいいのではないかと考える。 
「学科（あるいは知識）本位の価値指向」とは、教育の対象となる人間の存在を無
視しているため、「人間本位の価値指向」の反動になっている。「学科（あるいは知識）
本位の価値指向」から見れば、知識というものは人間のために存在しているのではな
く、かえって人間は知識のために存在しており、知識の奴隷になっている。それは、
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もちろん正確とはいえない。しかし、否認しにくいのは、中国の教育現場では「学科
（あるいは知識）本位の価値指向」の教育実践が大幅に存在していることである。 
（３）高校情報技術カリキュラムの「多元的価値指向」 
今の情報化社会の時代は「多元的な時代」である。文化や教育も多元的な価値指向
に基づいて発展している。「多元的価値指向」とは、言い換えれば、「価値多元主義」
と言える、すなわち、同等に正しく根本的な複数の価値が存在しており、それらは互
いに矛盾し合うことがありうるという考え方である。中でも、高校情報技術カリキュ
ラムは ICT の絶えざる進歩および社会情報化の飛躍的発展に応じてできたカリキュラ
ムである。そのカリキュラムの価値指向は、「多元的価値指向」に基づき、カリキュラ
ムの目的を設計し、カリキュラムの実施を展開し、カリキュラムの評価を行うはずで
ある。 
高校情報技術カリキュラムの価値指向は、前述の「人間本位の価値指向」と「学科
（あるいは知識）本位の価値指向」を有機的に調和することにとどまらず、科学と人
文、技術と倫理、知識と能力、現実と未来、グローバル化とローカル化など、様々な
価値指向をよりよく融合し、カリキュラムを開発し実施することが何よりも重要なの
である。 
 
３ カリキュラムの目的と情報リテラシー 
（１）中国高校情報技術カリキュラムの目的に関する分析 
中国高校情報技術カリキュラムの根本的目的は、「学生の情報リテラシー」を育成し
高めることである。この「情報リテラシー」は、具体的に言えば、次の 3 つの項目か
ら構成されている、すなわち、①「知識と技能」、②「過程と方法」、③「情報に対す
る態度と価値観」ということである。 
つまり、カリキュラムの目的は、「知識と能力」、「科学と人文」、「技術と倫理」など
の価値要素をよく調和し、バランスよく育成することが重視されている。しかしなが
ら、筆者の視点から見れば、中国高校情報技術カリキュラムの目的は、「グローバル化」
と「ローカル化」とをよく融合することをあまり配慮していないように思われる。先
進国の優れた教育思想や教育実践の長所を弁別して学び、他の国の教育実践の教訓を
参考することが、グローバル化時代の重要な課題である。同時に、カリキュラム開発
第５章 ローカルカリキュラムと教師意識の課題 
 
教育情報化におけるローカルカリキュラムと教師の意識に関する日中比較研究(王)  118 
 
などの教育活動は、必ず自国教育の実態に基づいて、自国や地域のローカル化や特徴
に富んでいるカリキュラムを開発することが求められているといえる。 
（２）中国情報技術教育の専門家の「情報リテラシー」についての論述 
情報技術教育の専門家は、先進国の専門家や学者の論述を参考して、「情報リテラシ
ー」という概念の内包および外延について論述している。しかしながら、「情報リテラ
シー」に関する論述の中で、やはり自国のローカル化や特徴についてあまりはっきり
論じ述べられていない。したがって、次にいくつかの「情報リテラシー」の定義や概
念に関する論述を例として分析してみよう。 
王吉慶は、「情報リテラシー」について、以下のように定義している。「情報リテラ
シーとは、教育を通して育成した情報化社会の中で情報の収集・利用・開発の修養と
能力、情報意識や情感、情報モラル、情報常識および情報能力などの内容を含んでい
る総合的な社会共同の評価である7。」王の定義を図式化すると、図 5－1のように纏め
られる。この定義の中身から見ると、知識と能力、科学と人文、技術と倫理などの価
値要素が包括されている。しかしながら、「グローバル化」と「ローカル化」との価値
要素については論じ述べられていない。 
 
 
 
 
 
 
図 5－1 情報リテラシーの構成 
出所：王吉慶（2002）、『情報リテラシー論』上海教育出版社、pp．134－140。 
 
 
李芸の論述は、以下の通りである。「情報リテラシー」は、「知識」・「技術」・「コミ
ュニケーション」・「課題の解決」・「評価とガバナンス（調整）」・「情感・態度と価値観」
8という 6 つの部分から構成されている。この中で、「知識」が他の 5 つの部分に基盤
                                                  
7 王吉慶（2002）、pp.134－140。 
8 李芸・鐘柏昌（2003）、pp．25－26。 
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を提供していて、「評価」と「ガバナンス（調整）」が他の 5 つの部分の必要な保障に
なっている。だから、「知識」および「評価とガバナンス（調整）」が他の部分の共同
の土台になっている。「技術」・「コミュニケーション」・「課題解決」という 3 つの部分
は有機的に繋がっていて、レベルも違っている。さらに「情感・態度と価値観」が精
神のパイロットとして、他の部分の中に浸透しているのである。 
 
 
 
図 5－2 情報リテラシーの構成要素 
出所：李芸・鐘柏昌（2003）、「情報リテラシーについての詳説」『課程·教材·教法』10 
課程教材研究所、p.26。 
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李芸は、認知心理学の視角から、「情報リテラシー」の構成要素についてさらに詳し
く解説している。例えば、知識は「符号・概念・事実」という 3 種類のものによって
成り立っている。技術には「思想・原理・操作・方法」という 4 種類のものが含まれ
る。コミュニケーションは「表現・交流・協力」の 3 種類によって構成される。李の
このような論述を図式化すると、図 5－2のように纏められる。もちろん、知識と能力、
科学と人文、技術と倫理などの価値要素は含まれている。しかしながら、この論述で
もやはり「グローバル化」と「ローカル化」との価値要素については論じ述べられて
いない。 
要約すると、今までの中国情報技術教育関係者は、「情報リテラシー」についての論
文や著作の中で、「グローバル化とローカル化との価値要素」に関する明確的な論述が
ないといっても過言ではないのである。 
 
4 「ローカル化」と多元的価値指向 
情報技術カリキュラムは、伝統的な国語・歴史・数学などの教科と比べると、歴史
は短い。中国の情報技術カリキュラムは、先進国のやり方や経験を参照し、設置・開
発・実施している。ICT の迅速かつ飛躍的発展および情報化社会の絶えざる変化につ
れて、情報技術カリキュラムはいつも様々な新しい課題に直面している。もちろん、
中国の情報技術カリキュラムの設置にあたって、教育関係者は自国の教育実態や地域
実態によく配慮している。いうまでもなく、情報技術カリキュラムの開発や実施にお
いて、またいろいろな新しい課題が出てきて、さらに考慮し解決すべきことは少なく
ない。その中で、中国の情報技術カリキュラムは、どのように「多元的価値指向」に
基づいて開発し、実施したらいいのであろうか。さらに「多元的価値指向」の中で、
どのような価値指向を基本と核心にすべきであるのか。このような問題についての議
論がもっと重要なことではないかと考える。 
前述のように、中国情報技術教育者、専門家および他の関係者は、高校情報技術カ
リキュラムの設置・開発にあたり、カリキュラムの目的の「多元的価値指向」を重視
している。その「多元的価値指向」の中で、知識と能力、科学と人文、技術と倫理、
社会と個人などの対立し合う価値要素を有機的に融合することが強調されている。高
校情報技術カリキュラムは、ICT および情報化社会の発展に従って形成した新しいカ
リキュラムとして、グローバル化とローカル化との矛盾し合う価値要素をよく配慮せ
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ねばならない。高校情報技術カリキュラムの目的をはじめ、カリキュラムの内容・実
施・評価などあらゆる領域において、その価値要素をよく考慮して取り組んでいくこ
とが必要である。つまり、多元的価値指向の核心と基本として最も大切なことは、こ
の「ローカル化」にあると考えられる。これらの論点を纏ると図 5－3 に示すように、
「ローカル化」は多元的価値指向の中心になっているのである。 
 
 
図 5－3 情報技術カリキュラムの多元的価値指向と核心 
          
 
一方、グローバル化時代において、情報技術カリキュラムのグローバル化について
の議論はいうまでもない、それゆえ、高校情報技術カリキュラムの展開において「グ
ローバル化」と「ローカル化」とを調和すべきことを強調せねばならないのである。 
ここで比較考察のために、日本普通高校の共通教科「情報科」の目標と科目につい
て簡単に説明してみよう。 
1999 年 3 月、日本普通高校学習指導要領改訂で、普通高校に新教科「情報」が創設
された。2009 年 3 月には、新普通高校学習指導要領が公示された。新普通高校学習指
導要領には、普通高校の教育課程の枠組みについて、高校生の興味・関心や進路など
の多様性を踏まえ、必要最低限の知識・技能と教養を確保するという「共通性」と学
科学と人文 技術と倫理 
知識と能力 
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校の裁量や生徒の選択の幅の拡大という「多様性」のバランスに配慮して、改善を図
ることが求められている。よって、「情報科」が普通高校の各学科に共通する教科に位
置付けられたのである。 
この共通教科「情報科」の目標とは、次の通りである。つまり、「情報および情報技
術を活用するための知識と技能を習得させ、情報に関する科学的な見方や考え方を養
うとともに、社会の中で情報および情報技術が果たしている役割や影響を理解させ、
社会の情報化の進展に主体的に対応できる能力と態度を育てる9。」ということである。 
この共通教科としての「情報」は、「社会と情報」「情報の科学」という 2 つの科目
から構成されている。従来の「情報Ａ」「情報Ｂ」「情報Ｃ」という 3 科目構成であっ
たものが 2科目に変更されたのである。 
つまり「社会と情報」については、情報の特徴と情報化が社会に及ぼす影響を理解
させ、情報機器や情報通信ネットワークなどを適切に活用して情報を収集、処理、表
現するとともに効果的にコミュニケーションを行う能力を養い、情報社会に積極的に
参画する態度を育てることをねらいとしている10。 
「情報の科学」については、情報社会を支える情報技術の役割や影響を理解させる
とともに、情報と情報技術を問題の発見と解決に効果的に活用するための科学的な考
え方を習得させ、情報社会の発展に主体的に寄与する能力と態度を育てることをねら
いとしている11。 
日本の普通高校の共通教科「情報」を見ると、その目標および各科目のねらいは、
グローバル化時代の要請によりよく応じているとともに、ある程度日本社会の独自性
や学生の主体性および多様性などによく対応する「ローカル化」が重視されている。 
もちろん、情報技術カリキュラムの目的・内容・実施・評価の「ローカル化」とい
う課題は、複雑で系統的な課題であり、情報技術教育関係者みんなで検討し、開発し
ていくべきである。中でも、高校情報技術カリキュラムの目的の肝要は、学生の情報
リテラシーを育成することであり、この情報リテラシーの中身に、「どのようにローカ
ル化を取り込めるか」という課題が重要である。情報技術カリキュラムの理論と実践
は、できるだけ自国の教育思想および独自な文化と緊密に繋がって融合し、できるだ
                                                  
9 本村猛能・角和博・森山潤・本郷健・内桶誠二・工藤雄司・山下利秀・中村隆敏（2010）、p.16。 
10 同上、p.25。 
11 同上、p.26。 
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け自国の学生の個性や発達段階の特徴にきちんと合わせ、分析研究を行うことが大切
である。より効果的な実証研究に基づいて独特な情報技術カリキュラムの理論と実践
のパラダイムを形成することが喫緊に求められている。 
最後に、特別に強調したいことは、情報技術カリキュラムの「ローカル化」を強調
する真の目的は、単純な「自己中心」ということではない。より重要なのは、自国お
よび地域の情報技術カリキュラムの実態を他の国および地域と比較し、さらに情報技
術および情報技術にかかわる思想や文化を比較して、自分の優勢と劣性、他者の長所
と短所を明確に認識し、相互に相手の良いところを学び、さらに相手の長所を取り入
れて自分の短所を補って、相互的に促進していくということである。 
 
第 2 節 ICT 活用に対する教師意識の差異 
 
1 ICT 活用の理論 
 日本の教育情報化において、教科指導（学習指導）における ICT 活用が中核的な位
置に置かれている。中国の教育情報化においても、情報技術と課程との整合が中心と
して重視されている。 
 日本の場合、教科指導（学習指導）における ICT 活用に関して、以下の点が強調さ
れている。 
 第 1 に、教科の目標を達成するためには教師や学生が ICT を活用することが大切で
ある。教科の学習目標の達成と同時に、学生の情報活用能力の育成を図っている。 
 第 2 に、教科指導（学習指導）における ICT 活用において、教師は自身に備えてい
る優れた教育技術や指導方法を基に、それぞれの情報手段の操作に習熟する上に、そ
れぞれの情報手段の特性を理解し、指導の効果を高める方法について絶えず研究する
ことが求められている。中でも、教科指導（学習指導）での ICT 活用により、個別指
導やグループ別指導、教師の協力的指導などの指導方法や指導体制の工夫改善ととも
に、教育効果の向上が期待できる指導方法が求められている。言い換えれば、ICT の
活用を指導方法の一つとして、総合的な新しい指導方法の洗練を強調している。 
 中国の場合は、教科指導（学習指導）における ICT 活用に相当して、情報技術と課
程との整合と定義している。 
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 「整合」とは、課程の目標・内容・実施・評価などの要素およびプロセスにおいて、
情報技術を有効に活用することである。情報技術と課程との整合により、漸次に授業
内容の表現のあり方、学生の学習のあり方、教師の教科指導のあり方および教師と学
生とのインタラクティブのあり方を変革して、情報技術のメリットを十分に発揮し、
学生の学習と心身の発達に豊富で多彩な教育環境および有力な学習の道具を提供する
ことが求められている。 
 以上の議論をまとめると、両国においては以下の差異が見られる。日本の専門家の
教科指導（学習指導）における ICT 活用の考え方は、ICT 活用と伝統的な指導方法と
を有機的に組み合わせることにより、教育効果をさらに高めることができるとしてい
る。さらに、この過程において、教師の主体性や主導性が重視されている。しかし、
中国の情報技術と課程との整合の考え方においては、ICT を活用することにより、教
師の教科指導の在り方の変化などを強調している。 
 
2 指導力の重要性 
 ICT 活用に関する議論において、両国は教師が備えなければならない指導力の重要
性を強調している。 
第４章で議論したように、授業で ICT を活用するだけで、教育効果が向上すること
は希である。あくまでも、質の高い授業とは、担当教師の指導力（教科指導力）ある
いは授業力と緊密に繋がっている。さまざまな ICT を使用しながら、どのように指導
力（教科指導力）あるいは授業力を発揮するかによって、授業の質は左右される。し
たがって、「教科指導における ICT の活用」の有効性の重要な前提としては、教師の指
導力（教科指導力）に関わる技能やスキルを身に付けることである。以下の学習指導
あるいは教科指導に関わる従来の基本的技能や素質が教師にとって不可欠である。 
（１）指導技術 
指導技術は多岐にわたるが、主に次のようなものを想定している。即ち、教師の話
し方、発問および発問の仕方、話合い活動や聞き方の指導、指名および指名の注意点、
机間指導および机間指導の注意点、板書やノート指導、教科書や教具の活用、学習形
態の工夫、ほめ方や叱り方、教具の活用などである。 
指導技術は、年数が経てば自然に身に付くものではなく、日々の授業実践を振り返
りながら、少しずつ磨いていくものである。また、他の教師の授業を見学して、よい
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方法や経験などを自分の授業でも取り入れてみたり、自分で独自に考えて実践したり
して、試行錯誤を繰り返しながら自分なりの指導技術を身に付けていくことが大切で
ある。 
（２）良い授業の実現 
「よい授業」とは、簡単に一言で言えば、学生が「わかった！」「できた！」という
達成感を得られる授業と言える。「よい授業」となるための条件として、以下に６項目
を挙げる。当然、ここに示した項目以外にも条件となり得る要素は考えられる。 
① 指導のねらいや目標がはっきりしていること 
授業作りの第 1 歩と言えば、指導の狙いや目標を明確に設定することである。つま
り、授業を行う上で、「何のために教えるのか」「どんな力を付けたいのか」というこ
とを明確にしておくことが大切である。まず、「付けたい力は何か」という指導目標を
設定し、目標を達成させるためにはどのような教材を使って、どのような内容を指導
すればよいのかを考える。そして、どのような方法で指導していくのかということを
計画していくのである。 
② 学習課題が学生のものになっていること 
学習課題が単に教師より教えることはない、学生一人一人の考えを大切にし、単元
（題材）の目標に迫っていくために、学生の実態にあった適切な学習課題を提示する
ことが必要である。学ばせたい内容などの具体的な事例を提示することで、学生の驚
きや疑問が生まれ、そのことが学習課題となることがある。 
③ 学習内容や活動の見通しをもたせること 
授業の計画とは、単に教師の教授活動の流れを設計するわけではない、学生に学習
内容や活動の見通しを持たせることが大切である。つまり、学生一人一人の問題意識
を掘り起こし、多様な考えを生み出すために、学習の流れが明確でわかりやすく、学
生の意識に沿った学習活動や学習内容が無理なく計画されていることが重要である。 
④ 学生への支援が適切であること 
授業の中では、一人一人の学生の理解度や活動の進度に差が生まれるものである。
だから、その差を考慮して適切な支援をすることが求められている。つまり、学生が
「わかった！」「できた！」という達成感を得られるようにするために、学生の関心・
意欲を高めたり、思考させたり、表現させたりする際には、個々の理解度や学習進度
を考慮した支援が必要である。 
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⑤ 学生の自ら学ぶ意欲と力を高めること 
各教科などの学習では、学生に知識・技能を身に付けさせるとともに、自ら学ぶ力
を育んでいくことが大切である。学生が自ら課題を見つけ、自分の考えをもって、課
題を解決していくための力を付けていかなければならない。例えば、学生からいろい
ろな意見を引き出し、話合いなどをうまく活用することで学ぶ意欲を高めることがで
きる。 
⑥ 学習評価が適切であること 
学習評価は、学習指導要領の目標の実現状況を把握し指導の改善に生かすものであ
る。学習評価において、教師が自分自身の授業の在り方を見直したり、個に応じた指
導を行ったりするために、学生が学習内容を理解する過程はどうであったのか、どの
程度の知識を得ることができたのかなどをしっかりとらえておく必要がある。学生一
人一人の進歩の状況などを適切に評価し、その後の学習を支援する上で、有効に役立
てることが大切である。 
（３）1 時間単位の指導過程の工夫 
学習指導過程は、学生と教師、教材の 3 者が相互にかかわり合いながら動いていく
授業の流れである。学生の学習活動（学ぶこと）と教師の教授活動（教えること）の
バランスを図り、教師の一方的な授業や学生たちに任せっきりの授業にならないよう
にすることが求められている。 
 指導過程を学習指導案に表す。学習指導案の作成とは、学生に付ける力や学習のね
らいを明確にして、導入・展開・終末の各段階を設けて、1 単位時間の授業を組み立
てていくことを指す。学習指導過程において、以下のいくつかの点に配慮すべきであ
る。 
①導入段階で学生に学習課題を明確につかませる。 
学習指導の導入段階では、学生が学習することの必要性を感じられるようにし、わ
かっていないことをはっきりさせたり、学習の意欲を引き起こさせることが求められ
ている。そのためにはまず、本時のねらいに迫るための学習課題を教師が設定し、学
生たちに把握させていく。教師が設定した課題が学生自身の課題になることで、学生
たちの主体的な学習活動へつながるようにするのである。また、学生たちの実態をと
らえ、教材研究を深めることも必要である。他に導入段階で、課題解決への見通しを
もたせたり、学習の計画を立てさせたりすることがある。 
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②展開段階で学生に課題をよく解決させる。 
展開段階は学習指導の中心となる段階である。学生に考えを練り上げさせたり、新
しい内容に出合わせたりしながら、課題を解決させていくことが求められている。 
課題を解決し、「わかった！」「できた！」という自己解決の体験や成功感を味わわ
せるために、学生の学習活動場面を計画する。その際、学生たちに活動させることが
目的にならないように気を付け、本時のねらいに迫るための学習活動を計画すること
が大切である。学習活動の例として、見る活動 ・きく活動 ・書く活動 ・話し合う活
動・動く活動 ・つくる活動 ・考える活動 ・発表する活動 ……などのものがある。 
事前に、学生たちのつまずきを予想し、その対応を計画しておくことも大切なこと
である。また、学生の誤答を取り上げ、新たな学習課題として展開させていくような
工夫も考えられる。また、評価計画を立て、個に応じた指導や支援を行うようにする。 
③終末段階で学生に学習を定着・発展させる。 
終末段階は、その時間の学習を整理したり、学習したことを定着させたりする段階
である。類似した問題や発展課題などに挑戦させたり、ノートまとめや自己評価など、
学習の振り返りをさせたりする。家庭学習や次時の学習への橋渡しを行う。 
授業が終わったら、よかった点やうまくいかなかったことを記録するなどして、次
の授業構想の参考にし、格段に授業改善を工夫することが大切である。その他、学習
指導案の作成、机間指導など様々な指導力も教師にとって不可欠の「技」である。 
 
3 教師と技術との関係 
人間は教育によって作られていると言われるが、根本的に言えば、その教育の成否
は教師にかかっていると言っても過言ではない。教育情報化に期待されている理想や
目的が 2 つある。1 つは教育効果の向上および改善されること、もう 1 つは教育の変
革が図れていることである。その理想や目的が実現できるかどうか、あくまでも、教
育現場の教師の意識や行動に左右されている。日本文部科学省より 2014 年 4 月に公表
された『学びのイノベーション事業実証研究報告書』の中で、教師の ICT 活用指導力
を高めるための研修における課題について、次のように指摘している。つまり「教師
の ICT 活用指導力や意識に差があり、全体研修だけではあまり効果が期待できないた
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め、教師の意識や ICT 活用指導力に応じた研修を設計することも必要である12。」ここ
でも、教師の ICT 活用に対する意識が重視されている。 
教師にとって指導力などの能力や技能が不可欠である。また、技術としての ICT と
指導力など能力や技能との繋がりをよく理解し、両者をよりよく組み合わせることが
大切である。教科指導（学習指導）における ICT 活用に対して、深層的・哲学的意味
で、教師がどういうふうに情報技術を認識しているのか。どういうふうに情報教師と
技術との関係を認識しているのか。これらは、教師の教科指導（学習指導）における
ICT の活用実践を左右する問題である。 
 第４章で議論したように、日本の小中高においても、中国の小中高においても、「技
術決定論」的意識を持っている教師は、学習指導の中で、技術としての ICT に頼り過
ぎ、ICT を導入・使用するといい授業になれると誤解している。つまり技術の楽観主
義である。例えば、ある日本の教師が言った「どんなベテランの教師でも ICT にはか
なわない」とか、ある中国の教師が書き込んだ「授業で積極的に情報技術を使用して
います。情報技術を使わないと、教科指導などの教育工作はうまく展開できない」と
いった意識がこれに属する13。しかし、ICT の活用は、あくまでも、教師の既有の指導
力などの技や能力とよく合わせて、教師の有効な活用により、ICT のメリットを発揮
させることである。 
一方、ICT など技術の活用に悲観的意識をもっている教師は、技術の導入により、
教科指導が混迷な状態に陥る可能性もあると懸念している。それで、従来の教科指導
あるいは学習指導のスタイルに拘れて、学習指導の中で、ICT などの技術を積極的に
導入・活用しようとしなくなっている。例えば、「ICT であれ、なんであれただの道具
です。いやなら使わなければいいし、別にひとに強制するようなものではない」とい
った意見は典型的な悲観論と言える14。 
 このような意識を持つ教師は、技術を道具としてとらえ、技術と人間とはそれぞれ
独立し、切り離されているものと認識している。「社会構成主義」の観点から見るなら、
「技術と社会（人間）」とはそれぞれ独立しているものではなく、両方が緊密につなが
って、共同的に発展しつつあるものである。言い換えれば、技術と社会（人間）とは
                                                  
12 文部科学省（2014）、p.34。 
13 熟議カケアイ(http://jukugi.mext.go.jp/8b20fb87cbf814c816e0991c2e3e4bd2.html)。 
14 熟議カケアイ(http://jukugi.mext.go.jp/8b20fb87cbf814c816e0991c2e3e4bd2.html)。 
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切り離されない存在なのであり、相互影響・相互作用によって、技術と社会（人間）
ともに発展し進んでいる。さらに言うなら、技術としての ICT と人間としての教師と
は機械的に分割し、それぞれ独立しているものではなく、学習指導などの実践におい
て、相互作用によって、教育効果の向上および教育の変革の実現を図っている15。 
つまり、教師が「教師と技術との内的一致性」という意識を形成し、教科指導など
の教育実践の中で、「教師と技術との双方向的構築と発展」を実現できることを目指し
ていくことが重要である。また、「教師と技術との双方向的構築と発展」の実現を通じ
て、教師の指導力をさらに向上させ、ICT 活用の有効性を確保するとともに教育効果
の改善を図る。この点を図表化すると、図 5－4のように示される。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 5－4 教師の「教師と技術との関係」に対する意識の概念図 
                                                  
15 拙稿（2013）、p.16。 
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おわりに 
 
まず本論において議論した内容をまとめる。 
第 1に、教育情報化のための環境整備を比較した結果、中国は日本に比べて教育用コ
ンピュータや LAN の設置などの面において大きく遅れていることが明らかになった。中
国政府の取り組みにおいても中国では教育情報化を含む社会の情報化に関する法律が
まだ未制定である。中国政府の早急な対応を期待したい。 
第２に、両国における ICT カリキュラムを比較分析した結果である。日本普通高校の
新しい教科「情報」は、「情報活用能力」の育成という目標を継承しつつあり、さらに、
その目標の具現化を強調している。つまり、生徒の多様性と社会の要請に応じることを
重視している。生徒の個性および進路を考慮し、身近な現実的課題の解決を巡って、授
業を計画・展開し、「情報活用能力」の具現化および切実性を目指している。それは、
ある程度 ICT カリキュラムの「ローカル化」を大切にしているとも言える。 
中国普通高校の「情報技術」は、学生の「情報リテラシー」の育成および向上を目標
として重視している。一方、その目標は、抽象的印象が強くて、具現化と切実性に乏し
いと言っても過言ではない。中国にとって、情報技術カリキュラムの理論と実践が、で
きるだけ自国および各地域の教育思想と独自な文化と緊密に繋がって融合し、できるだ
け学生の個性や発達段階の特徴にきちんと合わせ、授業の計画や展開を行うことが大切
である。つまり、「ローカル化」の「情報技術」が求められているといえる。 
ローカル化を目指す ICT カリキュラムの、①多元的価値を指向すること。②問題解決
型（地域の身近な課題）の学習指導に取り組むこと。③地域社会の独自性と主体性を尊
重すること。④教師の裁量と選択の幅を拡大すること。⑤学生の多様で異質なニーズを
反映すること。などの理念を強調した上で、日本と中国それぞれの普通高校の ICT カリ
キュラムの学習指導へ提案し、ローカルカリキュラムの学習指導の試案（モデル）を提
出した。 
第３に、ICT 活用および「教師と技術」などに関する教師の意識の差異および重要性
の議論である。 
教育情報化が深く浸透していることにつれて、ICT 活用の有効性は、あくまでも教育
現場に働いている教師の意識と行動に左右される。したがって、「教科指導（学習指導）
の ICT 活用」において、教師の意識を解明・分析することがもっと重要なことになって
おわりに 
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いる。本論での比較分析の結果によると、教師の意識は一概ではないことが明らかにな
った。合理的・プラス的な意識もあれば、不合理的・マイナス的な意識もある。総じて
言えば、日本の教師は従来の指導力に誇りを持ち、ICT 活用に対する主体的意識が強い
ことが分かった。一方、中国の教師は、ICT 活用に対して、その主体意識が比較的に薄
い。また、日本と中国それぞれの教師に言えるのは、人間として教師と ICT などの技術
とは切り離すことができず、緊密につながっているという意識の形成が求められること
が現実的課題として提出された。 
両国の理論的研究および実証的研究において、教科指導（学習指導）における ICT 活
用に対する、とりわけ、「教師と技術との関係」の深層的・哲学的課題に対する教師の
意識があまり考慮されていなかった。したがって、いっそう現実・現場に関心を寄せて、
日常的に研究者と教師との共同研究により、「教師と技術との内的一致性」や「教師と
技術との双方向的構築と発展」といった課題に取り込まなければならない。 
私は、本論の議論を通じて、いくつかの課題を克服するためには、研究者と教師との
共同研究が必要であるとしたが、本研究はこのテーマに関する本格的議論ができなかっ
た。大学等の研究者と教育現場の教師とが、相互に「技術と教育」「教師と技術」など
の課題に関して積極的に議論する必要がある。このテーマについては、次の研究に期し
たい。 
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